
    
      
        
      
    

  











































































剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？５
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　十月も中旬になり、もうすっかり涼しくなってしまった。

　木の葉が色づくのはまだだが、キノコやリンゴ、カボチャ、サンマやカツオなど旬の食材が市場に出回っているので、ローラたちは主に食欲によって秋を実感していた。

　いつも学食でオムレツばかり食べているローラが、焼き魚定食やキノコのバター焼きなどを注文している様子を見て、他ほかの生徒たちはギョッとした顔になる。

　そしてローラは、何と丸二日もオムレツを食べることなく過ごしてしまった。

　誰だれからも強制されずにオムレツを抜くことがあろうとは、ローラ自身驚きだった。

　そんなローラを見て、シャーロットとアンナはオロオロと心配そうな顔になる。

「ローラさん、大丈夫ですの？　熱があるのでは……？」

「脈拍は正常……原因が分からない。とにかく保健室に行こう」

　二人は料理も注文せず、『サーモンとシメジのマヨネーズ焼き』二皿をテーブルまで運ぶローラの後ろを追いかけてきた。

「二人とも大げさです！　そりゃ、私が二日もオムレツを食べないのは珍しいかもしれませんが……だからって失礼ですよ！」

「ふふふ、そんな怒らないでくださいな。あまりにも珍しいので、少しからかっただけですわ」

「頰ほおを膨らませたローラも可愛かわいい。ほっぺプニプニ」

「もう！　そんなことをしているうちに、もの凄すごく行列ができちゃいましたよ。いいんですか？」

　ローラが指摘すると、シャーロットとアンナはハッとした顔になる。

　今は丁度、夕飯時。

　混み始める前に注文しようとダッシュで来たのだ。

　なのにシャーロットとアンナは無駄に時間を浪費し、他の生徒たちに先を譲ってしまった。

　今から並んだのでは、夕食にありつけるまで十数分はかかるだろう。

「私たちは先に食べちゃいますから。ね、ハク」

「ぴー」

　ローラが着席すると同時に、頭の上にいた神獣ハクがピョンと飛び、テーブルの上に降り立った。

「ロ、ローラさん!?　そんな、酷ひどいですわ！　アンナさん、早く並ぶのですわ！」

「ローラのほっぺに気を取られていた。反則ほっぺ」

「ミサキさん！　あなたの権力でわたくしたちを行列に割り込ませてくださいまし！」

　と、シャーロットは厨房ちゆうぼうに向かって叫ぶが、「駄目でありますぅ」

　至極真っ当な答えが返ってきてしまった。

　シャーロットとアンナは「ぐぬぬ」と悔しそうにしながら、真面目まじめに列に並ぶ。

　その間にローラはハクと一緒に料理を食べてしまった。

　やはり旬のサーモンは美味おいしい。マヨネーズとの相性も抜群だ。

「いやぁ、美味しかったですねぇ」

「ぴー」

　ハクも大満足で自分の皿を空にしていた。

　そして、まだ並んでいるシャーロットとアンナを尻目しりめに、皿を返却しに行く。

「ああ、ローラさん……待ってください……そんな、まさか、先に大浴場に行くつもりでは……!?」

「それは駄目。ローラと一緒にお風呂ふろに入るのが毎日の楽しみなのに」

「ふふふー。私をからかった罰です」

　ローラは澄まし顔で呟つぶやき、学食を後にした。

　しかし、大浴場には行かず、ちゃんと自室で二人のことを待ってあげた。

　するとシャーロットとアンナは感激してローラに抱きついてきた。

　特にシャーロットなど涙を流して泣き叫ぶ。

　その大げさなリアクションを受け、「二人を置いていくのは危険だ」と悟った九歳児であった。
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　そんな秋真っ盛りの頃ころ、王立ギルドレア冒険者学園は、年に一度の文化祭を半月後に控えていた。

　各クラスごとに一つずつ出し物を行なうことになっている。

　そこで普通の授業を中断し、魔法学科一年では何をやるかというクラス会議が行なわれていた。

「無難に喫茶店でいいんじゃないの？」

「フリーマーケットとかは？」

「輪投げやろうぜ！」

「仮装大会だ！」

「それよりアームレスリング大会はどうだろう。ローラちゃんに勝てたら豪華景品が」

「そんなん学長以外勝てないだろう……」

　出てきた意見を、学級委員長（メガネ三つ編みお下げの十七歳）が黒板にチョークで書いていく。

　担任であるエミリアは、窓際に座り黙って見ている。

　文化祭は基本的に生徒主導なので、教師は可能な限り口を出さないスタンスなのだ。

「わたくしに名案がありますわ！」

　議論が停滞していたところに、シャーロットが勢いよく手を上げた。

　金色の髪をぶわっと広げ、胸を張って自信たっぷりに立ち上がる。

「ズバリ！　ラーメン屋がよろしいと思いますわ！」

　ラーメン。

　それは大陸東方にある羅亜ラーという国の伝統料理だ。

　つい最近までファルレオン王国の人間は誰だれも知らなかったのだが、ラ・ランという女性が経営する『ラン亭』という店によって、ちょっとしたブームが巻き起こった。

　今では『一度は食べてみたい食べ物』として王都の人々の間で話題になっている。

　そんなラン亭だが、一歩間違えたら、誰にも知られることなく王都から撤退していた可能性もあった。

　なにせ誰も知らない料理を売るというのはハードルが高い。しかもラン亭は立地が悪いし、店主のランはさほど商才があるほうではなかった。

　だが、偶然にもラン亭にローラたちが辿たどり着き、ラーメンの味に惚ほれ込んだ。

　そして、誰も客が来ないのでこのままでは潰つぶれてしまうと聞き、知恵を絞ってラーメンの宣伝をしたのだ。

　おかげでラン亭は、あの大賢者も通う店になった。

　噂うわさでは、女王陛下がたまにお忍びで来ているとか。

「シャーロット。あなたがラーメン好きなのは知っているけど……どうやって作るの？」

　学級委員長はもっともな質問をぶつけた。

　食べるのが好きなのと、美味おいしく作れるのはまるで違う。

　ローラもシャーロットもラン亭を何度も手伝ったが、あくまで接客だけで、調理はランが一人でやっていた。

　一体、どうやって文化祭でラーメン屋をやるつもりなのだろう。

　ローラは他ほかの生徒たちと同じように、シャーロットに疑惑の目を向ける。

「ふふふ、簡単な話ですわ！　ラン亭の協力を仰ぐのです！　文化祭まであと半月もあります。ランさんにラーメンの作り方を教えてもらえば間に合うはず。そしてお礼に売上の一部をラン亭に渡せば、お互い得ですわ！」

　教室全体から「おお！」と声が上がった。

　シャーロットが思ったよりもまともなプランを口にしたので、皆で感心しているのだ。

「なるほど……シャーロットたちはラン亭と仲がいいから不可能じゃない……でも外部の人の力を借りるのは……エミリア先生はどう思います？」

　学級委員長は担任であるエミリアに意見を求めた。

「そうねぇ……ランさんが協力してくれるって言うならいいんじゃないの？」

「分かりました。私もラーメン屋がいいと思います。皆さんはどうでしょう？」

　すると、あちこちから「賛成」の声が上がる。

「普通の店をやるより、ラーメン屋のほうが楽しそうだぜ！」

「私、まだラーメン食べたことないのよねー」
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「練習中に沢山たくさん食べられるかも！」

　と、クラス中が乗り気だった。

　魔法学科一年の出し物は『ラーメン屋』に決定だ。

　シャーロットは自分の意見が採用され、とても満足げである。

　そして善は急げということで、放課後、ローラとシャーロットがラン亭に行くことになった。

「──というわけでアンナさん。私とシャーロットさんは忙しいので、今日の放課後は一緒に遊べません」

　お昼休み、ローラは学食でアンナに事情を語った。

「分かった。実は私も放課後は忙しい。学園祭が終わるまでは、あまり会えないと思う」

「そうですね。ちなみに戦士学科は何をやるんですか？」

「それは秘密」

「アンナさん。わたくしたちの情報を聞いておきながら、それはズルいですわ」

　シャーロットは唇をとがらせて抗議する。

「情報戦は厳しい世界。こればかりは親友にも語れない」

　しかしアンナの口は固かった。

　きっと戦士学科一年で箝口令かんこうれいが布しかれているのだろう。

　まあ、ローラとシャーロットも、そこまでして聞きたいわけではない。

　さほど気にせず、それぞれの教室に戻る。

　そして放課後。

　ローラとシャーロットはラン亭に行く。

　そこには、予想もしていなかった困難が待ち受けていた──。





※






　全ての授業が終わった夕方。

　ラン亭はまだ夜の部のためにスープを仕込んでいる最中だったので、客はいない。

　その代わり、住み込み店員のニーナが椅子いすに座って暇そうにしていた。

　更にどうしたわけか、ローラたちがよく知っている赤毛の少女までいるではないか。

「ア、アンナさん？　どうしてラン亭に？」

　そう。

　学科こそ違うもののローラの大親友である、アンナ・アーネットがラン亭にいたのだ。

　ローラとシャーロットは、授業が終わってすぐにここに向かってきた。

　それより早く来たということは、気まぐれに立ち寄ったのではなく、明確な目的を持って急いできたに違いない。

「アンナのクラスが文化祭でラーメン屋をやるから、ランさんに協力してくれって話みたいよ」

　するとニーナが答えてくれた。

　それを聞いたローラとシャーロットは飛び上がるほど驚いた。

「な、何だってー！」

「一体どういうことですの!?」

「ぴぃぃ！」

　ハクもローラの頭の上で飛び跳ねた。

　ある意味、二段ジャンプだ。

「どうもこうも。戦士学科一年はラーメン屋をやることになった。だから私が代表でラン亭に来た」

　アンナは淡々と語り出す。

「そ、そんな！　だって私たちもラーメン屋を……ズルいです！」

「ズルくない。私たちも午前中の学級会議で決まった。こういうのは早い者勝ち」

　アンナはいつもの無表情のままダブルピースを決める。

「ああ……珍しくわたくしの思惑通りにことが運ぶと思いましたのに……ランさん、ランさん！」

　シャーロットが大声を出すと、奥の厨房ちゆうぼうからランが現れた。

　相変わらずセクシーなチェイナドレスを着ている。

　どうやったらこんな美脚になれるのだろう。

　うらやましいなぁ、と思うローラであった。

「シャーロットちゃんにローラちゃんも来ていたアルか」

「ぴー」

「ハクちゃんのことも忘れてないアルよ」

「ぴぃ」

　ハクは自分の名前が呼ばれたので、満足そうに声を出す。

「それでランさんは、アンナさんたちのクラスに協力することになりましたの!?」

「そうアル。ラーメンを更に広めるいい機会アル。食べるだけでなく作り方にも興味を持ってもらえるなんて嬉うれしいアル。しかも売上の一割をもらえるなら、断る理由なんてないアルよ」

　戦士学科が出そうとしていた条件と同じだ。

　どうやら考えることは皆、同じらしい。

「で、では、ついでに魔法学科一年にもラーメンの作り方を教えてくださいまし……」

「うーん……別にいいアルが、文化祭で同じ食べ物屋が二つあったら変アルよ？」

「ぐぬぬ！」

　ランの指摘にシャーロットは唇を嚙かむ。

　実際、ラーメン屋が二つあったら変だし、どちらもランが教えるので同じ味になる。無駄なことこの上ない。

「シャーロットさん……諦あきらめて引き下がりましょう……私たちはアンナさんに情報戦で負けたんです」

「うう……アンナさんにスパイの才能があったなんて知らなかったですわぁ」

「別にスパイしたわけじゃなくて、二人が勝手に教えてくれたんだけど」

　アンナは冷静に指摘してくる。

　しかしローラとシャーロット的には、『優秀なスパイに敗北した』ということにでもしておかないと、自分たちが情けなくて嫌になる。

　ただ、アンナを優秀なスパイに仕立て上げるのはなかなかに難しかったので、肩を落としてトボトボと帰るしかなかった。
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　ラーメン屋が駄目になったので、次の日も学級会議だった。

　昨日、ラーメン屋以外にも色々な意見があった。

　それに加えて更に案を出してもらい、改めて決めるのだ。





・喫茶店

・フリーマーケット

・輪投げ

・仮装大会

・アームレスリング

・バンド演奏

・幻惑魔法を使った迷路

・オカマバー

・生きたスカイフィッシュ摑つかみ取り大会

・寸劇『パジャレンジャー危機一髪』

・大賢者は一日に何時間寝るのかを研究して発表する

・絶対に笑ってはいけないシャーロットのお絵かき

・エミリア先生の彼氏捜し






「ちょ、ちょっと待って。一番最後の何よ！」

　学級委員長が板書したのを見て、エミリアは素すっ頓狂とんきような声を上げる。

　よほど驚いたのか、メガネがズリ落ちていた。

「何って……私はただ皆の意見を書いているだけですが」

　学級委員長は真面目まじめな顔で言う。

「全部書けばいいってものじゃないでしょう！　消しなさい！」

　エミリアは真まっ赤かになって黒板に歩み寄っていった。

　だがそのとき、教室中からブーイングが上がる。

「せんせー。いいじゃないですか彼氏捜し。どうせ相手いないんでしょー？」

「若いって言っていられるのも今のうちですよ」

「エミリア先生、せっかく美人なんだから、もっと積極的に」

「な、なんなら俺おれとかどうですか！」

　生徒たちは思い思いのことを言う。

　しかし共通しているのは『エミリア先生に幸せになって欲しい』というのと『彼氏捜し楽しそう』ということだ。

「余計なお世話よ！　学園祭でそんなことしたら恥さらしよ！　これは消します！」

　エミリアは黒板消しを手に取り、生徒の同意も取らず『エミリア先生の彼氏捜し』の文字を消してしまった。

「エミリア先生。学園祭の運営は生徒の自主性を尊重するという趣旨になっていたはず。学級委員長として抗議します」

「いくら自主性と言っても、教師には最低限の監督責任があるのよ！　学園祭にあまりにも相応ふさわしくないものは認めません！　これじゃ私が主役じゃないの。あなたたちが主役になりなさい！」

　再びブーイングが吹き荒れる。

　ローラとしても、どこがどう『あまりにも相応しくない』のか追及したいところだった。

　しかしエミリアの恥ずかしいという気持ちも分かるし、学園祭の主役は教師ではなく生徒だというのも、まあ同意である。

「ふふふ。ここでわたくし、またしても素晴らしい意見を思いつきましたわ！」

　シャーロットは不敵な笑みとともに立ち上がり、髪を優雅にかき上げた。

「ラーメン屋が駄目になったばかりなのに、よくそんな自信たっぷりな顔できるわね」

　学級委員長の鋭いツッコミが入る。

　クラスの皆がいるときは、ローラがやらなくても誰かがツッコんでくれるので、楽ちんだった。

　シャーロットは魔法の才能に溢あふれているのに、色々と残念なお嬢様──そんなイメージが魔法学科一年の間にすっかり定着している。それを否定するのは本人だけだ。

「き、昨日のは剣士学科に先を越されたからで、アイデア自体は悪くなかったはずですわ。皆さんだって賛成していたでしょう！」

「まあ、そうだけど。それで、今日のアイデアは？」

「ズバリ！　ローラさんのメイド喫茶ですわ！」

「え、私!?」

　不意に自分の名前が出てきたので、ローラは仰天した。

　シャーロットが一人でスベるのは個人の自由だが、他人を巻き込まないで欲しいものである。

「そうですわ。ラン亭は取られてしまいましたが、こちらにはローラさんという最終兵器がありますわ。お可愛かわいらしいローラさんにお可愛らしいメイド服を着せて接客させれば……売上ナンバーワン間違いなしですわ！」

　シャーロットはぐっと拳こぶしを握りしめ、廊下まで聞こえそうな大声で主張する。

　しかし、ローラとしては異を唱えざるを得ない。

「シャーロットさん。どうして私の名前が出てくるんですか。そういう個人的なのは、学園祭に相応しくないと思います。クラスの出し物なんですよ！」

「で、ですが、ローラさんにメイド服は絶対に似合いますわ！」

　シャーロットは論点をいまいち理解していないようだ。

「そういうことじゃないんです！　似合う似合わないの話だったら、シャーロットさんだって似合うじゃないですか！」

「わたくしがメイド服を着ても別に……わたくしはローラさんに着せたいのですわ！」

　学園祭の趣旨からして分かっていない可能性が出てきた。

「誰が着るとかじゃなくて、クラスの皆で着たらいいじゃないの。クラスの出し物なんだから」

　学級委員長が呆あきれたように言う。

　その瞬間、教室の女子たちから、ガヤガヤと声が上がった。

「確かにメイド服着てみたいかもー」

「お帰りなさいませご主人様とか言えばいいんでしょ？　楽勝楽勝」

「めっちゃ短いスカートにガーターベルトとか組み合わせてみたい！」

「私はロングスカートのほうがいいなー。やっぱりメイド服はロングよ」

「わたくしはローラさんがメイド服を着てくださるのでしたら何でも構いませんわ」

「ちょっと男子ー、鼻の下伸びてるわよー」

　どうやら、このままメイド喫茶で決まってしまいそうな雰囲気だ。

　普通の喫茶店はありがちだが、学園祭でメイド喫茶というのは面白おもしろいかもしれない。

　しかし、そこでエミリアが手を上げ、意見を挟む。

「別にメイド喫茶自体に文句はないけど……衣装はどうするの？　分かってると思うけど、そんな予算はないからね」

　言われてみれば、確かにそうだった。

　お金のことを皆、すっかり忘れていた。

　普通の喫茶店を開く予算はあっても、メイド服が必要となれば話は別。

　学級委員長も「うーん」と残念そうに唸うなる。

　が、シャーロットは未いまだに元気いっぱいだ。

「問題ありませんわ！　わたくしの実家から、余っているメイド服を持ってきますわ！」

　普通の家はメイド服が余っていたりしない。しかしシャーロットの家は、お金持ちなのだ。

「おお、流石さすがはシャーロットさん！　これでメイド喫茶ができますね！」

「ふふふ、ガザード家に不可能はありませんわ」

　シャーロットは胸を張って勝ち誇る。

　するとクラスメイトたちが一斉に拍手をした。

　女子は可愛いメイド服を着られて嬉しいし、男子は女子のメイド服姿を見られて嬉しい。

　異論などあるはずもない。

　かくして魔法学科一年の出し物は、メイド喫茶に決定した。





※






　いくらメイド喫茶がクラス全体の出し物とはいえ、男子がメイド服を着たところで誰も得をしない。

　女の子と見まごうほど可愛い男の子がいるならそれもアリかもしれないが、残念ながら魔法学科一年にそういう人はいなかった。

　なので男子たちには教室の飾り付けや、買い出しを主にやってもらう。

　そして女子たちは、シャーロットが実家から持ってきたメイド服を着て、自分好みに改造する。

「シャーロット。本当にスカート切っちゃっていいの？」

「私、フリル増やしたーい」

「ふふふ、ご自由に。皆さん、存分にお可愛らしくなってくださいまし！」

　放課後の教室は、裁縫学科が新設されたかのようになった。

　そして改造したメイド服で、男子たちを相手に接客の練習をする。

「お帰りなさいませご主人さまぁ」

「おいしくなーれ、萌もえ萌えキュン」

　魔法学科一年は四十人。そのうち丁度半分の二十人が女子だった。

　うら若い少女が並び、メイド服を着ている光景は、とても華やかである。

　男子たちの目がハートマークになっていた。

　メイド服の効果は思っていたよりも凄すごいらしい。

「それにしてもシャーロットさん。よく私のサイズのメイド服がありましたね」

　ローラはシャーロットから渡されたロングスカートのメイド服を着て、くるりと回ってみた。

　スカートがふわりと舞って、とても優雅だ。

「ぴー」

　ハクも頭にフリル付きカチューシャを乗せている。

　クラスの女子が作ってくれたのだ。

「こんなこともあろうかと、ローラさん用のメイド服を以前から用意していたのですわ！」

　超ミニのメイド服に白いガーターベルトストッキングのシャーロットが自慢げに語った。

「ははぁ……こんなこともあろうかと思っていたんですか、凄いですねぇ……」

　ローラはシャーロットの専門家を自称しているが、それでもたまに何を考えているのか分からなくなることがある。

　シャーロットの奥は深い。

『シャーロット行動学』という新しい学問を作れそうだ。

「ところで、メイド服はいいとして。メニューを決めていませんよ？」

　ローラが指摘すると、女子たちが動きを止める。

　どうやら、メイド服に一生懸命になりすぎて、肝心の喫茶店としての機能を忘れていたらしい。

　魔法学科一年の出し物は、メイド服コスプレ大会ではなく、あくまでメイド喫茶なのだ。

　何か飲食物を出さないと、男子の鼻の下を伸ばしてそれで終わりだ。

「ま、まあ、しょせんは学園祭だし。ケーキとコーヒーとジュースくらいあればいいんじゃないの？」

　学級委員長がメガネを弄いじりながら呟つぶやいた。

　やる気のない意見だ。

　しかしメイド服のほうは気合いが入っている。

　学級委員長はいつも制服のスカートを改造して〝わざわざ長くしている〟のに、メイド服はパンツが見えそうなほど短い。文化祭ということで真面目な委員長もハッスルしているのだろう。

「ふむふむ。コーヒーとジュースはいいとして……ケーキってどうするんです？　買ってくるんですか？」

　ローラが質問すると、女子の一人が手を上げた。

　ケイトという十六歳の子だ。

「あたしケーキ作れるよー」

「「「おおー」」」

　女子たちはケイトに賞賛を送る。

「学食の設備を借りて、皆で作ろー」

　手作りケーキを売るというのは楽しそうだ。

　女子力も上がる。

「オ、オムレツも売っちゃ駄目ですかね!?」

「ローラちゃん、メイド喫茶をやるのは教室だから。オムレツ、作り置きになっちゃうよー？」

　ケイトはローラの頭を撫なでながら指摘してくる。

「オムレツの作り置きなんて駄目です！　出来たてホヤホヤじゃないと！」

「じゃあ無理だねー」

「うーん……仕方ないですね……」

　ローラは諦めた。

　人生、ときには妥協も必要なのである。

「オムレツは論外として。ケーキはいくつ作るのです？　文化祭は二日ありますわ」

　シャーロットが質問すると、ケイトは顎あごに手を当てて考え込む。

「うーん……私たちくらいの美少女集団がメイド喫茶なんかやったら、一日に百人は来るよねー。じゃあ二百個かなー。でも一日に百個のケーキ作るの大変だよねー。チーズケーキ二百個をあらかじめ作っておこっかー。生クリームを使わないから、日持ちするよー」

「クッキーやドーナツなどもよろしいと思いますわ」

「おおー、シャーロット冴さえてるねー。じゃあそれもメニューにしちゃおうよー」

　具体的な案が出てきた。

　これで喫茶店として何とかなりそうだ。

　メニューが決まったので、チラシ作りにも取りかかれる。

　あちこちで配ったり、冒険者ギルドやラン亭に貼はってもらうのだ。

　一日百人と言わず、千人くらい来てしまうかもしれないぞ──とローラは空想した。
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　そして、文化祭の初日を迎えた。

　ローラは文化祭そのものが初体験だったが、思っていたよりも賑にぎわっている。

　校舎の中を生徒でも教師でもない人たちがウロウロしているというのは、新鮮な光景だった。

「ふっふっふ……こんなに人が来たのも、わたくしがメイド喫茶を思いついたからですわ」

　一緒に廊下を歩いていたシャーロットが自慢げに呟つぶやいた。

「いやいや。メイド喫茶一つで学園祭の入場者数が変わったりしないでしょう。もともとギルドレア冒険者学園が有名だからですよ」

「ローラさんは夢がないのですわね」

「シャーロットさんが夢見がちなだけだと思いますよ」

　おそらくシャーロットも冗談で言っているのだろうとは思うが、彼女の妄想は際限なく広がっていくので、たまに釘くぎを刺しておく必要があるのだ。

　ちなみにローラとシャーロットは、メイド服のまま校舎を歩いていた。

　女子は二十人もいるので、交代で休憩を取っている。

　いちいち制服に着替えるのも面倒だし、メイド喫茶の宣伝にもなるので、メイド服のまま行脚あんぎやしているわけだ。




　戦士学科の三年生は、教室ではなく訓練場を貸し切って、演舞を見せていた。

　更に三年生で一番強い生徒が挑戦者を募っており、彼に剣で勝てたら、ミノタウロスの角で作った首飾りをくれるらしい。

　よしきた、とローラが参戦しようとしたら『ローラちゃんはお断り』と立て札があった。

　残念である。




　魔法学科の三年生は教室で、『世界の主な古代遺跡の発掘状況』という真面目まじめなテーマをパネルで発表していた。

　手書きのイラストと文字なのだが、とても見やすい。

　シャーロットの描いたイラストとは大違いだ。

　二十種類ほどの遺跡が紹介されていたが、そのうち三つは『発見した人：大賢者カルロッテ・ギルドレア』になっていた。

　やはり、この学園の学長は、お昼寝しているだけでなく、実際に凄すごい人なのだ。

「シャーロットさん。この浮遊宝物庫ほうもつこって知ってますか？」

　ローラは一枚のパネルの前で足を止める。

　そこには空飛ぶ島のイラストがあった。

　説明文によると、『普段は姿を現さないが、数年から数十年に一度、不定期に出現する。そして数日に渡って滞空したのち、また姿を消す古代文明の宝物庫』であるらしい。

「名前だけは知っていますわ。滅多に現れないので、ほとんど調査も行なわれていないとか」

「へえ……古代文明は謎なぞだらけですねぇ」

　それからオイセ村のパネルもあった。

　オイセ村は古代文明の遺跡ではない。しかし王都から最も近い神獣の住み家として、特別に紹介しているようだ。

「ふむふむ。神獣ハクはかつて大賢者とともに魔神と戦い、王都を守った偉大な神獣──」

「ぴー」

　偉大と言われたハクは、ローラの頭の上で嬉うれしそうに鳴き声を出す。

「今では世代交代し、子供の姿になっている。一説にはオイセ村ではなく、某少女の頭の上を住み家としているという情報もある──」

「あら。ローラさんのことまで書いてありますわぁ」

「実名が出ていない辺り、プライバシーに配慮されていますね！」

「ぴぃ」

　素晴らしいパネルだった。

　しかし、オイセ村の獣人たちがいかにモフモフであるかまで説明していれば、百点満点だったのに。実に惜しい。
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　戦士学科の二年は、人形劇をやっていた。

　史上最大の大魔神が現れ、世界が闇やみに閉ざされたとき、伝説の戦士『パジャレンジャー』が降臨し、大魔神を倒すという物語だ。

　一回が十分程度と短い代わりに、一日に六回も上演しているらしい。

　大人にもちびっこにも大人気だいにんきだ。

「パジャレンジャー三人のぬいぐるみが可愛かわいかったですね」

「しかし実物のローラさんのほうがお可愛らしいですわ」

「いや、パジャレンジャーと私たちは無関係ですよ？」

「ふふ、そうでしたわね」

　どこで誰だれが聞いているか分からない。

　変身ヒーローは正体を隠すものなのだ。

　最近、というか最初から、あまり隠せていないような気もするが、効果が皆無かいむというわけではない。

　確かに教師たちの間では、パジャレンジャーの正体が周知の事実になっているかもしれない。

　しかし生徒たちに隠せているなら、まだまだ意味があるのだ。




　魔法学科の二年は、占いの館やかたをやっていた。

　カード占いとか水晶玉占いとか、色んな種類の占い師がいる。

　ローラとシャーロットは、その中から『ふーふー占い』というのを選んだ。

　理由は、どんな占いかまるで想像できなかったからだ。

「耳にふーと息を吹きかけ、その反応で深層意識を占います」

　黒マントをつけた女子の先輩は、おごそかな口調で語った。

　何だかくすぐったそうなので、やめておこうかなぁ──とローラが思った、そのとき。

「ふー」


「んひゃぁぁぁ！」



　前触れなく息を吹きかけられ、ローラは悶絶もんぜつした。

「その反応……さてはローラちゃん。今、オムレツを食べたいと思っていましたね」

「な、なぜ分かったんですか!?　先輩凄い！　ふーふー占いは当たりますね！」

　ローラは心の底から感心してしまった。

「ローラさん。だまされてはいけませんわ。ローラさんが大のオムレツ好きというのは学園中に知れ渡っているのですから」

「おや、シャーロット。先輩のやることを疑うのですか。では、あなたのことも占ってあげましょう」

「望むところですわ！」

「ふー」

「あひゅぅぅんっ！」

　先輩の吐息がよほど凄いのか、覚悟を決めていたはずのシャーロットも悶絶した。

「出ました。シャーロット、あなたは今……『ローラさんのメイド服お可愛らしいですわ』と思っていましたね」

「あ、当たっていますわ！」

　シャーロットは口元を抑え、全身で驚愕きようがくを表現する。

「シャーロットさん。それ、多分、占いじゃなくて……誰でも分かるような……」

「そんなことありませんわ！　わたくしの秘めたる想おもいを当てられてしまいましたわ！」

「秘めてたんですか!?」

　ローラもついつい全身で驚愕を表現してしまった。

　先輩も釣られてギョッとした顔になっている。

「ぴー」

　ハクは、そんな先輩の目の前でパタパタと羽ばたき、何やら首を伸ばしている。

「ぴーぴー」

「……はて。これは占って欲しいということでしょうか？」

　先輩は首をかしげる。

「そうみたいです！」

「分かりました。では……ふー」


「ぴぃぃぃぃ！」



　やはり先輩の吐息は神獣にとってもくすぐったいらしい。

　ハクは大きな鳴き声を出したあと、ローラの腕にしがみついてきた。

「先輩！　占いの結果は!?」

「うーん……オムレツ食べたい？」

「ぴ！」

　ハクは首を振った。

「じゃあ、オイセ村に帰りたい、とか？」

「ぴ！」

　またしてもハクは首を振る。

「……ローラちゃんの頭に乗りたい？」

「ぴぃ！」

　ハクは激しく頷うなずきながら、ローラの体をよじ登り、いつもどおり頭の上にぺたんと座り込んだ。

「さあ、どうですか。見事、神獣ハクの深層意識も当てましたよ」

　先輩は澄まし顔だった。

　しかし、ローラはいまいち納得できなかった。

「当たるまで何度も質問しただけじゃないですか？」

「そんなことはありません」

「ローラさん、やはりこの占い、インチキですわ」

「違います。二人とも、営業妨害ですから出て行ってください」

　ローラたちは魔法学科二年の教室を追い出されてしまった。

　仕方がないので、次は戦士学科一年の教室に行く。

　アンナたちのラーメン屋がどれほどのものか、偵察してやるのだ。

　お手並み拝見である。





※






「ろ、廊下まで行列がある!?」

　戦士学科一年の教室に入るまでもなく、その盛況っぷりが分かってしまった。

　ローラとシャーロットは目をゴシゴシ擦こすってみたが、現実は変わらない。

　中に入りきれなかった者が、二十人ほど廊下に列を作っていた。

　ラーメンは確かに美味おいしいし、人気のある食べ物だ。

　しかし、ブームの絶頂期は既に過ぎている。

　なぜこれほどの行列ができているのだろうか。

　その秘密を探るべく、ローラとシャーロットは行列の隙間すきまから、教室の中を覗のぞき見した。

　授業で使っている机を組み合わせ、その上にクロスを敷くことによって、四人で使えるテーブルを作っていた。これはローラたちのメイド喫茶も同じだ。

　女子生徒たちがチェイナドレスを着て接客している。これはポイントが高い。だがメイド喫茶だって可愛らしさでは負けていないはずだ。

　出しているラーメンは、普通の醬油しようゆラーメンだけのようだ。

　チャーシュー麵や冒険者ラーメンは見当たらない。不慣れな生徒でも素早く店を回すためにそうしているのだろう。

　驚くべきことに、教室の中にレンガ製のかまどが二つあった。

　それでスープを温め、麵をグツグツ茹ゆでている。

　いつの間に作ったのだろう。

　火事になったら誰が責任を取るのか。

　まあ、いまさら火事くらいで揺らぐギルドレア冒険者学園ではないのだが。

「むむむ……確かにラーメン屋文化祭エディションとしては最適かもしれません……でも、それだけではこの行列が説明できません」

「秘密があるに違いありませんわ」

　ローラとシャーロットは扉と行列の隙間に首を強引ごういんに突っ込み、ダイレクト偵察を強行した。

　すると、そこには驚くべき人物がいた。

「ニ、ニーナさん!?　生徒じゃないニーナさんがどうしてここに！」

　ローラはつい、大声を出してしまった。

　なにせ、ラン亭の住み込み看板娘のニーナが、華はなロリを着て接客していたのだ。

　ニーナは九歳のローラよりも更におでこ一つ分小さい体をしている。

　それだけでも可愛いに決まっているのに、容姿端麗と来ている。

　いうなれば反則的存在。

「あれ？　ローラにシャーロット。そんなところから頭を出してどうしたの？　お客さんの邪魔になるからやめなさいよ」

　ニーナはラーメンを運びながら、ローラたちを不思議そうに眺めた。

　そんな何気ない動作なのに可愛い。

　抱きしめたくなる。

　無論、客も生徒も、老若男女ろうにやくなんによがニーナを幸せそうに見つめている。

　戦士学科一年の大盛況っぷりの秘密はニーナだったのだ。

「ローラ。シャーロット。スパイ活動は感心しない」

　入り口の前に、チェイナドレス姿のアンナが仁王立ちした。

　ここぞとばかりにローラたちは抗議の声を上げる。

「アンナさん、ニーナさんを持ち出すなんて反則ですよ！」

「そうですわ！　学園祭なのですから、生徒だけでやるべきですわ！」

「それは違う。生徒だけで店をやって、駄目なラーメンを提供したら、ラーメンそのものの人気が落ちる。だからラン亭の店員であるニーナに監督してもらっている。決してニーナの愛らしさを商売に利用しているわけじゃない。ラーメン普及活動のため」

　アンナは見え透いた言い訳を並べる。
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　だが、見え透いているのに、穴のない理論だった。

　どこから反論していいのか分からない。

「ぐぬぬ……アンナさんが意外と策士です！」

「これはわたくしたちも本気を出す必要がありますわ！　アンナさん、みてらっしゃい！」

　ローラとシャーロットは戦士学科一年の教室から首を引っこ抜き、自分たちの教室へと走る。

　文化祭は始まったばかり。

　まだまだ挽回できるはずだ。





※






「あ、二人とも帰ってきたー。ねえ、ラーメン屋の行列見たー？　お客さん取られちゃってるよー。ヤバイヤバーイ」

　ローラとシャーロットが教室に戻ると、ケイトがのんびりした声で出迎えてくれた。

　ヤバイと言う割にさほど焦あせってなさそうな様子だが、入学したときから彼女はずっとこんな感じである。

　命の危険でも迫らない限り、ケイトはのんびりしたままだ。

　それにメイド喫茶とて、閑古鳥かんこどりが鳴いているわけではない。

　テーブルの三分の二ほどは埋まっている。

　しかし戦士学科に負けるのは、何となく嫌だった。

「ニーナさんのお可愛らしさに対抗できるのはローラさんだけですわ！」

「頑張ります！」

　ローラは張り切って拳こぶしを振り上げた。

　そして店員として働き始める。

　すると五分後にはテーブルが全て埋まり、十分後には廊下に行列が伸びたではないか。

「ローラちゃんがいると聞いて来ました」

「ローラちゃんにご主人様と呼んでもらえると聞いて来ました」

「ローラちゃんがオムレツにケチャップでハートマークを書いてくれると聞いて来ました」

　どこに情報が流れているのか分からないが、ローラ目当ての老若男女が集まってきた。

「お帰りなさいませ、ご主人様。でもオムレツはメニューにないですよー」

　ローラがそう言った瞬間、お客さんたちが「はふぅ……可愛い……」と言って恍惚こうこつとした顔になった。

　それどころか、一緒にメイドをやっている女子生徒たちまで「ああ……ローラちゃん萌もえキュン……」と仕事を忘れて夢見心地な声を出す。

「ローラさん……お可愛らしすぎて、この世の者とは思えませんわ……わたくしにも『お帰りなさいませ、お嬢様』と言ってくださいまし！」

「シャーロットさんにもですか？　では……お帰りなさいませ、お嬢様♪」

「ああ～～」

　シャーロットは妙な声を出しながら床にぺたりと座り込んだ。

「こ、腰が抜けて立てませんわぁ……」

　ハァハァと息を荒くし、頰ほおが朱に染まっている。

　確かにローラは精一杯可愛らしく言ってみたつもりだが、そこまでのことだろうか？　シャーロットは何事もいちいち大げさだ。

　と、思いきや──。

「分かる、分かるよー、シャーロット。今のは横で聞いてるだけで凄かったー」

　ケイトがシャーロットに共感を示した。

　それどころか学級委員長まで、うんうんと頷きながら、シャーロットを抱き起こした。

「駄目よ、ローラちゃん。今のあなたは、いわば兵器。不用意に可愛さを振りまいたら、死人が出るわ。もう少し手加減して接客して」

「そ、そうなんですか……」

　手加減と言われても、何のことやら分からない。

　しかし、それだけローラにメイド服が似合っているということなので、素直に嬉しかった。

「とにかく頑張ります。えへへ」

　気をよくしたローラは、皆に向かって微笑ほほえんだ。

　その瞬間、メイドも客も鼻血を出しながらバタバタと倒れていく。

「え、ええ!?　どうなってるんですかっ！　皆さん、しっかりしてください！」

「ローラさんに萌え殺されるなら本望ですわ～～」

　などと呟きながら、シャーロットが一番大量の鼻血を噴射する。

　ローラは教室全体に向かって回復魔法を常時発動しながら接客する羽目になった。





※






　戦士学科の一年生たちは、大変な名誉を受けていた。

　なんと学長にして、伝説の英雄。かの〝麗しき大賢者〟カルロッテ・ギルドレアがラーメンを食べに来たのだ。

　アンナにとっては見慣れた存在だが、他ほかの一年生からすれば憧あこがれの存在。

　今までで一番接近したのが遠足のとき、という生徒がほとんどだ。

　そんな大賢者が、自分たちの教室にラーメンを食べに来てくれた。

　末代まで語れる武勇伝だ、と感涙する者すらいた。

　誰がラーメンを作るか、誰が運んでいくかを賭かけ、ジャンケンを始める始末。

　そして大賢者は、ラーメンをスープまで飲み干し完食。

「美味しかったわぁ」

　と呟いた瞬間、歓声が上がった。

　ところが、大賢者の次の言葉で雲行きが怪しくなる。

「お腹なかいっぱいになったら眠くなっちゃった……ちょっとお昼寝させてね」

　大賢者はそんなことを言って、代金も払わず、机につっぷして居眠りを始めてしまったのだ。

「うーん……美味しいと言ってくれたのは嬉しいけど、こんなところで昼寝されたら邪魔だわ……」

「まだ並んでるお客さんがいるのに……」

「まさか大賢者を邪魔に思う日が来るなんて……」

　ラーメンを作る係の男子も、接客担当の女子も、困惑を隠しきれない。

　しかしアンナに言わせれば、大賢者はこんなものである。

　戦士学科一年生たちは、いかにして大賢者にお退き頂くかを話し合う。

　だが、新たな異変によって、その必要もなくなってしまった。

「あれ？　行列がない？」

　その呟きを聞いて、アンナも廊下へと視線を向けた。

　すると、本当にあの長い行列が綺麗きれいさっぱり消えていた。

　そんな馬鹿ばかな、と瞬きしてみたが、ないものはなかった。

　これで大賢者に席を一つ占領されても大丈夫になったが、しかし、客が途絶えたというのはそんなものとは比べものにならない大問題だ。

「どういうこと？　そんな急激にラーメンの人気が落ちるわけないんだけど」

　アンナは首をかしげる。

　かつてラン亭を盛り上げるため、冒険者ギルドの前で屋台の営業をしていたときのことを思い出す。

　あのときはパスタ屋がラン亭を潰つぶすため、高価な薬草入りのパスタを原価割れで売り、客を奪っていた。

　だが流石さすがに、学園祭でそこまでやるクラスはないだろう。

　それに今は、ラーメンの美味しさだけでなく、ニーナの可愛らしさで客を呼んでいるのだ。

　ほとんど無敵に近いはずなのだが……。

「あ、そうか。ニーナと同格の可愛らしさを持ってる者がいた」

　アンナはポンと手のひらを叩たたく。

　すると、クラスメイトたちも合点がいったという顔になる。

「そ、そうか……ローラちゃんがいたわね！」

「さっきシャーロットと一緒に来てたけど……メイド服可愛かったぁ」

「あれなら確かに客が流れていくのも無理ないなぁ」

　そう。

　ローラの可愛らしさは反則なのだ。

　ニーナも同格なのだが、投入するタイミングが早すぎた。

　人間、新しいものに飛びついてしまうのである。

「わ、私はどうしたらいいの……？」

　ニーナはお盆を持ったままオロオロする。

　客が減ったことに責任を感じているようだ。

「大丈夫。ニーナは悪くない。今まで通り、接客を続けて」

　アンナはニーナの頭を撫なでながら指示する。

　実際、ニーナに非はまるでない。

　ただの助すけっ人となのに一生懸命働いてくれて、頭を下げたいくらいだ。

　よって彼女にこれ以上を期待するのは筋違い。

　戦士学科一年で知恵を絞り出すのだ。

「どうしよう……ローラちゃんをオムレツで釣って、こっちに引き抜くとか？」

「そんなん、シャーロットだってオムレツを用意して連れ戻すだろ」

「ローラちゃん、二つのオムレツの間で揺れ動いて二つに割れそう……」

「その理屈でいくと、オムレツの数だけ分裂しなきゃいけないでしょ」

「しそう……」

「いやいや、流石に」

「でも、ローラちゃんが沢山たくさんいたら楽しそうよね。一人欲しいわ」

「あ、わたしもー。連れて帰るー」

　だんだん話が脱線してきた。

　やはりローラ恐るべし──。

　と、感心してばかりもいられない。

　何か策を考えないと、お客さんが戻ってこない。

　もちろん、これはあくまで文化祭の出し物だから、負けたところで何かあるわけではない。

　しかし、負けるというのは単純に悔しい。

「あ、そうだ。ここにいるのも何かの縁。せっかくだから協力してもらおう」

　アンナは居眠りする大賢者を見て思いついた。

「え、アンナ。どういうこと？」

　クラスメイトに質問されたので、アンナは作戦をざっくり説明する。

「学長先生は知名度抜群。そして美人。学長先生を店員にすれば、きっとお客さんが戻ってくる」

「なるほど！　でも協力してくれるかな……？」

「お願いしてみる」

　アンナは他の生徒と違い、大賢者とは友達のようなものだ。

　会話するのも慣れている。

「学長先生。起きて起きて」

　アンナは、すぴーすぴーと寝息を立てる大賢者の肩を静かに揺する。

　すると大賢者は、むにゃむにゃ言いながら体を起こした。

「あら……私ったらいつの間に」

「寝るってガッツリ宣言してから寝てたよ」

「そうだったかしら？　そんな気もするわ」

「まだラーメンの代金ももらってない」

「ごめんなさい。今払うから」

「あと、学長先生が長時間に渡って席を占領したから、お客さんの回転が悪くなった。だから迷惑料としてラーメン百人分を要求する」

「え、ええ……そんなに持ち合わせはないわよぅ」

　高利貸しも真まっ青さおなアンナの要求に、大賢者は困り顔になる。

　クラスメイトたちも目を点にしていた。

「払えないなら、体で払ってもらう」

「アンナちゃん。そんな言葉、どこで覚えてくるの？」

　大賢者は苦笑いを浮かべた。

「つべこべ言わない。学長先生には、ラーメン屋の店員として働いてもらう」

「ああ、そういうこと。それならオッケーよ。前にもラン亭を手伝ったことあるし。チェイナドレスは嫌いじゃないし」

「よしきた。丁度チェイナドレスが一着余ってるから、着替えて」

　アンナは教室の隅の袋から、予備のチェイナドレスを取り出し、大賢者に渡した。

　そしてカーテンを外す。女子たちがそれを持って広げ、仮設の更衣室を作った。

「ここで着替えさせようっていうの？　アンナちゃん、なかなか押しが強いわね」

「学長先生の度胸ならいける」

「ふふ、ありがとう」

　大賢者は微笑み、チェイナドレスを持ってカーテンの奥に消えた。

　その様子を、男性の客たちが凝視している。いや、クラスの男子も同様だ。

　なにせカーテンで仕切られていても、学長先生のナイスバディなシルエットが少し透けて見えるのだ。

　普通ならこんな場所で着替えるのは恥ずかしい。

　しかし大賢者は三百年近い時を生きる存在。

　人間の精神など超越しているのだ。

　と、思いきや──。

「ちょ、ちょっとアンナちゃん……このチェイナドレス、誰が作ったの……？　スリットが深すぎるし……背中丸出しじゃない……」

　カーテンの奥から、羞恥心しゆうちしんに染まった大賢者の声が聞こえてきた。

「私たちが着ているチェイナドレスは全部、ランさんに教えてもらいながら自分たちで作った。それは余った布で悪ふざけで作った物。だから布面積が小さい。常人の精神力では装着できない、禁断の装備」

「私の精神力でも無理っぽいんだけどぉ？」

「いける。生着替えで男たちの視線を釘付けにしている学長先生ならいける」

「いや、しょせんはカーテン越しだから。これを着て人前に出るほうが一億倍は恥ずかしいから」

「つべこべ言わないで早く着て。もし逃げたりしたら、大賢者がラーメン代を踏み倒したって王都中に言いふらす。きっとローラにも白い目で見られるよ」

「……アンナちゃん、あなたきっと将来、大物になるわね……」

　大賢者は観念したらしく、ガサゴソと今着ている服を脱いでいく。

　その様子を廊下から見た男性は、例外なく教室に入ってきた。

「大賢者が生着替え中なんだよ……」

「マジかよ噓うそだろ……」

　なんてヒソヒソ声が聞こえてくる。

　男子だけでなく女子生徒まで顔を真まっ赤かにして、その様子を見守る。

「うわぁ、学長先生、シルエットだけでも凄い体……同性だけど……揉もみたい……！」

「私だったらこんなの恥ずかしすぎて死んじゃう……やっぱり大賢者って凄いのね」

「しかもあのチェイナドレスになるんでしょ？」

「裸よりはいくらかマシってくらいの服よね……」

「あれは服じゃないわ。布よ、布」

　酷ひどい言われようだが、アンナもあのチェイナドレスは酷いと思う。

　作っている最中はクラスメイトで盛り上がったが、それは着る者が現れないと思っていたからだ。

　アンナだったら死んでも着たくない。

　もし自分が大賢者だったら、迷わず次元倉庫を使って逃走する。
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　なのに約束を守り、律儀に着替えている大賢者……。

　教育者の鑑かがみだ。

「アンナちゃん。これ……下着が思いっきり見えちゃうんだけど……？」

「じゃあ下着を付けなきゃいい」

「気軽にいってくれるわねぇ……ええい、こうなったらヤケだわ！」

　やはり大賢者は伊達だてではない。

　普通、ヤケになったら逃げる。

「さあ……着替えたわよ……」

　カーテンの向こうから、弱々しい声が聞こえた。

　こんな情けない大賢者の声を聞くのは初めてだ。

「カーテンオープン」

　アンナの合図で、仮設更衣室は消滅。

　恥ずかしい姿の大賢者が露あらわになった。

「すげぇ……」

　誰のものか分からないが、実に端的な呟きが漏もれた。

　大賢者の現状を、これ以上なく正確に言い表している。

　アンナたちのチェイナドレスもかなりスリットが深く太股が露出しているが、大賢者のはそういうレベルではない。一目で『パンツはいてない』と分かってしまう。

　そして胸元むなもとが大きく空いており、大迫力の谷間がよく見える。凄い景色だ。

　いや、谷間だけでなく、横乳も見えている。肌色はそのまま背中へと続いていく。

　正面からでは分からないが、背中は完全に裸だ。お尻しりも割れ目がちょっと見えてしまう。

「なんかさっきより男の人が増えてる……教室の湿度が違うわ……」

　大賢者は肌全体を朱色にし、モジモジしている。

　何だかアンナまで恥ずかしくなってきた。

「……大丈夫。気にしなきゃいい。かつて魔神と戦ったのに比べたら、容易たやすい試練」

「種類が違いすぎて比べられないけど……多分、人生で一番恥ずかしいわ……」

　大賢者はチェイナドレスを引っ張り、何とか露出を減らそうと頑張っている。

　その仕草しぐさがたまらなくエロい。

　男たちの視線は釘付けだ。

　むしろこれは女性でも見てしまう。

　とてもではないが、大賢者は接客できる状態ではなかった。

　しかし大賢者はそこにいるだけでいいのだ。

　男性客が勝手に集まってくる。

　大人の色気。

　これはローラにはない要素だ。

　戦士学科一年は、大賢者の大人力を武器に戦うのだ。





※






　魔法学科一年のメイド喫茶は、ローラ目当ての客で大賑わいだった。

　あまりにもお客さんが多いので、作っておいたチーズケーキやドーナツ、クッキーがなくなってしまうのではと心配したほどだ。

　しかし、幸か不幸か、その心配は杞憂きゆうに終わる。

「うーん……またお客さんが減ってきましたね……」

　老若男女が入り交じった十数人の行列が、いつの間にやら消えてしまった。

　教室の中はまだ満席だが、ほどなくして空席が発生するだろう。

「きっとアンナさんたちが何かやったのですわ。わたくし、偵察に行ってきますわ！」

　シャーロットはフリルたっぷりのスカートを揺らしながら、スタタタと走って行った。

　戦士学科一年の教室は、同じ一階にある。

　間にトイレや教材置き場などを挟んでいるが、普通に歩いても一分もしないうちに着いてしまう。

　なので密偵シャーロットは、即座に情報を持ち帰ってきた。

「た、大変ですわ！　向こうは最終兵器を使っていますわ！」

　帰ってくるやいなや、シャーロットは大声で叫んだ。

「最終兵器？　何ですか、それ」

　ローラは心当たりがないので、首をかしげるしかない。

　ケイトや学級委員長たちも、一緒に首をかしげる。

　するとハクも真似まねをして、その辺をパタパタ飛びながら首をかしげた。

「この学園の……いえ、世界の最終兵器ですわ！」

「もっと具体的に言ってくださいよぉ」

「察しが悪いですわローラさん！　最終兵器と言えば……学長先生に決まっているでしょう！」

「ええ!?　確かに学長先生は最終兵器と言ってもいいくらい強いですけど……まさか、学長先生が道行く人たちに力尽くでラーメンを売ってるんですか……!?」

「それに限りなく近いですわ！　学長先生が……えっちな姿で客寄せをしていますわ！　えっちすぎて、お客さんが吸い込まれるようにラーメン屋に入っていましたわ！」

「が、学長先生がえっちな姿を……？　チェイナドレスってことですか？」

「あれはチェイナドレスなんて上等なものではありませんわ！　ただの布ですわ！　布きれですわ！」

　シャーロットは顔を赤くし、興奮した様子で語る。

　思い出しただけで赤くなるなんて、よほどえっちだったに違いない。

　しかしローラはえっちなことに詳しくないので、まるで想像できなかった。

　それでも頑張って想像してみようと腕を組んで「うーん」と唸うなっていると、横でケイトが顎あごに手を当て頷いた。

「確かに、学長先生って結構ドスケベボディだもんねー。普段着でもドスケベボディだって分かるんだから、えっちな服を着たら、これはもう最終兵器中の最終兵器だよー」

　すると学級委員長が、頰を赤く染めながら、メガネを指でクイッと上げ、ボソボソと呟き始める。

「きょ、教育者がそんな色仕掛けをするなんて……感心しないわ……抗議のためにも……その、え、えっちな姿というのを見に行かないと……」

「ああー、委員長ってば、興味津々だー」

　というケイトにツッコミに、学級委員長は更に赤くなって抗議する。

「べ、別に興味津々とかじゃなくて！　私はこのクラスの学級委員長として、健全な学園生活のために、えっちなのは行けないと思います、と断固とした決意表明を」

「はいはい。何言ってるのか分からないけど、断固として見に行こー」

　ケイトが先陣を切って廊下に飛び出した。

　学級委員長がブツブツ言いながら、それに続く。

　ローラも負けじと、ハクを抱きかかえて走り出した。

「ああ、ローラさん、いけませんわ。今の学長先生は教育に悪いですわ～～」

　そう言いながら、シャーロットが追いかけてくる。

　そうやって集団で戦士学科一年の教室の前まで行くと、確かに行列ができていた。

　二十人は並んでいる。

　男女問わず、なにやらソワソワした様子だ。

　その行列の隙間から教室の中を覗き込み、やたら興奮した声で「えっちでありますな！　えっちでありますな！」と絶叫している少女がいた。

　顔を見なくても、声だけで分かる。

　オイセ村から来た獣人のミサキだ。

　彼女は狐きつねの形をした耳と尻尾しつぽをバタバタと激しく動かしながら、目を血走らせている。

　よほど凄いものを目撃しているに違いない。

「ミサキさん……そんなに凄いんですか……？」

　ローラは恐る恐る尋ねた。

「おお、ロラえもん殿！　いやぁ、凄いのなんの！　大賢者殿がえっちな格好をしていると聞いて見に来たでありますが……予想以上でありました！　大賢者殿は、実はえっちな大賢者だったであります！」

　ミサキは以前からえっちなことに興味津々だったが、その彼女がここまで言うのだから、本当に凄いのだろう。

　何だかローラも気になってきた。

「ミサキさん、私にも見せてください……！」

「ロラえもん殿も結構えっちでありますな！」

　ミサキは尻尾をバッタンバッタンと揺らしながら、場所を譲ってくれた。

　ローラはありがたく、行列と扉の隙間に首をねじ込んだ。

　するとローラの頭の上から、ケイトと学級委員長も教室の中を覗き込んだ。

「ああ、いけませんわ……あれは乙女おとめが見るものではありませんわ……」

　後ろからシャーロットの弱々しい声が聞こえる。

　だが、本気で止めるつもりはないようだ。

　というより、シャーロットも一緒に隙間に頭を入れてきたではないか。

　何だかんだ言って、もう一度見たいのだろう。

「さてさて、学長先生は……わぁっ、凄い！」

　目撃した瞬間、ローラはたまらず声を上げてしまった。

　シャーロットとミサキが言っていたとおり、想像を超えた姿だった。

　原型はチェイナドレスなのだが、布面積が小さすぎて、もはや別の服──というより服ではない。

　えっちな何か、だ。

　あんなものを着て人前に出るなんて大賢者は流石だなぁ、とローラは感心してしまう。

　とはいえ、そんな流石の大賢者も、やはり人の子。

　羞恥心はしっかりあるようで、赤くなって教室の隅っこでモジモジしている。

　接客は全くしていない。

　大賢者はいつも飄々ひようひようとしていて、何が起きても動じないというイメージだった。

　それがこんなに追い詰められてしまうなんて、ローラは思いもよらなかった。

　かつて夢の世界で見せてもらった魔神との戦いよりも、ある意味ピンチだろう。

「学長先生……どういう経緯でそんな姿に……」

「ああ、ローラちゃん……ついにあなたにも見られてしまったのね……話せば長くなるけど……全てはアンナちゃんが仕組んだことなのよ……」

　大賢者は目に涙を浮かべ、震える声で訴えてきた。

「別に話しても長くならない。ようは、学長先生が無銭飲食したから、体で払わせているだけ」

　アンナはさも当然という顔で呟いた。

「む、無銭飲食!?　学長先生、お金ないんですか！」

「違うのよローラちゃん。私はちゃんと払うつもりだったの……でもラーメンを食べてお腹いっぱいになったら眠くなっちゃって……それでふと目覚めたら、長時間席を占領していた詫わびに、ラーメン百人分の代金を払えって言われて……」

「当然の要求」

　アンナはそう言って、ピースサインを作る。

「う、うーん……席で寝ていた学長先生も悪いですけど……百人分はちょっとどうかと思います……ニーナさん、学長先生を助けてあげてください」

「え!?　私はただのお手伝いだから、経営方針には口出しできないし……」

　突然話を振られたニーナは、ビクリと肩をふるわせつつ、早口で語って接客業に戻った。

　どうやら、可能な限り大賢者に目を向けないようにしているらしい。

　えっちなのが恥ずかしいのだろうか。

「ちょっとローラちゃん、ローラちゃん。学長先生のえっちな姿に見とれてる場合じゃないよー。このえっちさに対抗するため、作戦会議しなきゃー」

　と、ケイトの声が頭上から聞こえてきた。

「そ、それもそうですね……！　えっちな姿に惑わされていました！」

「ほら、委員長も惑わされてないで、帰るよー」

「はっ！　別に惑わされてないわよ！」

「今〝はっ〟としたじゃーん。惑わされてたじゃーん」

「してないわ！」

　なんて話をしながら、ローラたちがその場を離れようとすると、ミサキがまた入り口の前に立ち、中を覗き込みながら「えっちでありますな！」と耳と尻尾をパタパタ揺らし始めた。

　よほど大賢者の格好を気に入ったらしい。

　そんなミサキの声に釣られて、更に人が集まっている。

　早く何とかしないと大変なことになる。

　ローラはとりあえず、ミサキを魔法学科一年の教室に連れて行くことにした。

「のわぁ、ロラえもん殿、腕を引っ張らないで欲しいであります。私はもう少しここで見物したいであります！」

「ミサキさんがそこにいると、ラーメン屋にどんどん人が集まるので駄目です！」

「獣人の人権侵害でありますぅ！」

　人権問題をでっち上げ、何とかローラの腕から逃れようとするミサキであったが、残念ながら誰も人権問題に関心を持たなかった。
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　そして、ミサキを引っ張りながら魔法学科一年の教室に戻ると、やはりメイド喫茶には空席がチラホラできていた。

　何とかしてこの空席を埋め、廊下まで延びる行列を復活させねばならない。

　ゆえに、ローラ、シャーロット、ケイト、学級委員長の四人で、どうやったら〝えっちな大賢者カルロッテ・ギルドレア〟に勝てるのかという会議を始めた。

　その最中、ミサキが逃げだそうとしたので、会議の円陣に加えることにした。

「さあ、せっかくなので、ミサキさんもメイド喫茶を盛り上げるための意見を出してください」

「急にそんなこと言われても困るであります……とりあえず、えっちなのに対抗するには、やはりえっちなのがいいと思うでありますよ」

「それはミサキさんが、ただたんに、えっちなのを見たいだけではありませんの……？」

「そ、そんなことはないでありますよ！」

　ミサキは目を泳がせながら否定する。

「でもさー。ミサキちゃんの言ってることは、割と的を射てると思うよー。文化祭は今日と明日しかないしー。手っ取り早く客を呼ぶには、やっぱりエロスだよー」

　ケイトは真面目な顔で言った。

「なるほど。エロスですか！　でも、学長先生に対抗できるエロスを持った人っていますか？」

　ローラは疑問を呈した。

　なにせ学長先生は大人の女性だ。全身から色気がにじみ出ている。

　一方、こちらは少女。

　九歳であるローラは論外として、ケイトが十六歳、学級委員長も十七歳。

　他にも女子生はいるが、全員が十代だったはずだ。

　大人の色気には程遠い。

「そもそも、学長先生が着ていたのに対抗できるような服なんて、私たちは持ってないわよ」

　学級委員長も問題点を指摘してきた。

　このメイド喫茶には、かなり短いスカート丈のメイドさんが結構いるが、大賢者はそういったレベルではなかった。

　太股が見えているとか、胸元が開いている程度のことでは、太刀打ちできないのだ。

「バニーガールとかどうかなー？　一応、ウサ耳カチューシャならあるよー。メイド服に合わせたら可愛いと思って、買っておいたやつー」

「ウサ耳だけあっても、肝心のバニースーツがなかったら意味ないじゃない」

　ケイトの提案に、学級委員長がダメ出しする。

「シャーロットさんの実家に、バニースーツが余っていたりしないんですか？」

「ありませんわ。ローラさん、わたくしの実家を何だと思っていますの？」

「いえ、メイド服が余っているなら、バニースーツも余っているかなぁと思って……」

「どういう状況でバニースーツが余るというのです!?」

　シャーロットは心外だという顔をした。

　しかしローラにしてみれば、メイド服が余っている家という時点で、理解の外なのだ。

　金持ちの家なのだから、何だって余らせておけばいいのに──と、心の中で呟いてみた。

「バニースーツがないなら、バニースーツに比較的近いもので代用すればいいであります。創意工夫であります」

「なるほど……しかし、バニースーツに近いものなんてありましたっけ？」

「学校指定の水着であります。スクール水着であります。濃紺だし、それっぽいであります」

「うーん……そうですかね……？」

　このギルドレア冒険者学園には、そこそこ大きな四角いプールがある。

　夏休みに入る前の七月や、二学期初めの九月の頭に、授業で何度か使った。

　ローラは湖畔の町の出身なので泳ぎは達者だが、意外と泳ぎ方を知らない生徒がいて驚いた記憶がある。

　その授業で使うのが、スクール水着だ。

　ミサキが言ったように濃紺色で、露出の少ないワンピース型である。

「まあ、ウサ耳にカフスと蝶ちようネクタイを付けたら、バニーガールに見えなくもない……かしら？」

　学級委員長は、ゆっくりと語る。

　頭の中で完成予想図を思い浮かべているのかもしれない。

「カフスと蝶ネクタイもあるよー。あとは黒いストッキングを履けば完璧かんぺきー」

「ストッキングって、水着の下に履きますの？」

「そうでしょー？　パンツを履かずにパンスト直じか履き！」

「えっちでありますな！　えっちでありますな！」

　ミサキが大興奮している。

　つまり、えっちな大賢者にも太刀打ちできるかもしれないということだ。

　だが問題なのは、誰がその格好になるのかだろう。

　大賢者が着ている服、というか布は確かに扇情的だが、何よりも大賢者自身が『どすけべボディ』で大人の色気を持っているからこそ、あれだけの効果を発揮しているのだ。

　何とかして、大人の色気を持つ人物を確保しないと──。

　そうローラが頭を悩ませていたとき。

　教室に大人がやってきた。

「皆、ちゃんとやってる？　なんか戦士学科のラーメン屋にお客を取られてるみたいだけど？」

　それは担任のエミリアだった。

　ローラたちは顔を見合わせ、うなずき合う。

「エミリア先生は、ちゃんと大人の女性です」

「そして美人ですわ」

「実は結構えろい体してるよねー」

「メガネっ娘こというのも、学長先生と差別化できていいんじゃないかしら？」

「エミリア先生もえっちでありますよ！」

　すると、エミリアは眉まゆをひそめた。

　まあ、いきなり「えろい」だの「えっち」だのと言われたら、誰だってそうなるだろう。

「あなたたち、何の話？　子供のうちから変なことを覚えちゃ駄目よ」

　エミリアは教育者らしく、真面目なことを言い始めた。

　そんな真面目で生徒想いのエミリアに、これから恥ずかしい格好をさせるのは、とても心が痛む。

　しかし、これも商売繁盛のためだ。

　致し方ないのだ。

「くんくん……エミリア先生……何だかラーメンの匂においがしますね」

「え、まあ、さっき食べたし……？」

　よし、とローラは拳を握りしめる。

　匂いだけでラーメンを食べたかどうか判別するスキルを、ローラは会得していない。

　しかし、エミリアは引っかかってくれた。

「ということは、学長先生のえっちな客寄せも見たんですね？」

「見たわよ。凄かったわねぇ……あんなに恥ずかしがってる学長を見たのは初めてよ。こんどネタにしてからかってみようかしら」

　エミリアはまるっきり他人事ひとごとのように言う。

　これから自分も大賢者と同じ側に突き落とされるとも知らずに……。

　ローラは涙をのんで、尊敬するエミリア先生を突き落とす。

「正直、私たちの力では学長先生に対抗できないので……エミリア先生に一肌脱いでもらうことにしました！」

「一肌脱ぐ……？　まあ、協力するのはやぶさかじゃないけど……何をすればいいのかしら？」

　まだエミリアは状況を理解していないらしく、ポカンとした顔だ。

　なのでローラは単刀直入に言うことにした。

「まずは脱いでください」

「……は？」

「服を脱いでください。早く！」

「ちょ、ちょっと待ってローラちゃん。急に何を言い出すの？　ねえ皆、これはどういうことなの？」

　エミリアは他の人たちにも目を向ける。

　学級委員長、ケイトと来て、最後にシャーロットとミサキを少しだけ見た。

　視線を向ける時間の差は、信用度の差かもしれない──と、ローラは非情なことを考えてしまった。

「早い話が、エミリア先生にバニーガールの姿になってもらい、エロスで客引きするのですわ！」

「えっちな作戦には、えっちな作戦で対抗であります！」

　シャーロットとミサキがエミリアに詰め寄る。

　おそらくシャーロットは真面目にメイド喫茶の売上を考えているのだろうが、ミサキはえっちな作戦をやりたいだけに違いない。

「ええっと……早い話と言われても、まるで話が見えないわ。学長のせいで客が減ったのは分かるけど、だからってどうして私がバニーガールになるのよ」

　エミリアは、だんだん戸惑いよりも怒りの口調になってきた。

　とはいえ、これはローラも想定していた。

　だから、ちゃんと言い返す言葉だって用意しているのだ。

「エミリア先生。私たちのメイド喫茶がこんなにピンチなのに、ライバル店のラーメン屋で食べてきたんですよね」

「え……そ、そうだけど……」

「酷いです。裏切りです。お腹が減ったなら、私たちの店で食べたらいいじゃないですか！」

　あらかじめ考えていた詭弁きべんではあるが、しかし本音も混じっていた。

　さっきから皆で一生懸命、ラーメン屋に勝つ方法を考えているのに、担任がラーメン屋の売上に貢献するとは何事か。

「ハクもそう思いますよね！」

「ぴぃ？」

　急に話を振られた神獣は、ローラの頭の上で不思議そうな声を出す。

「ほら。ハクも『そうだそうだ』と言っています！」

「ほ、本当に……？」

　エミリアは疑わしそうに言うが、「本当です！」

　ローラは断言してやった。

　なかなか噓が上手になってきたと自分でも驚く。

　とても悪い子になってしまった。

　実家の両親が見たら悲しむかもしれない。

　しかし、クラスの皆で勝利を摑つかむためだ。

　心を鬼にして、エミリアにどすけべ衣装を着せるのだ。

「もう、エミリアせんせーしか頼る人がいないんだよー。エミリアせんせーが協力してくれたら私、次のテスト勉強真面目にやるからさー」

「私からもお願いします。それに、エミリア先生はもともと魅力的な女性です。それをアピールすれば、素敵な殿方が現れるかもしれませんよ」

　と、学級委員長が真顔で語った。

　普段から生き真面目な彼女が言うことなので、なかなかに説得力がある。

　一瞬、ローラも信じてしまいそうになった。

　しかし、学級委員長は文化祭の準備を通して、かなりユーモラスになってきた。

　誰の影響か知らないが、前より親しみやすくて、よい変化である。

　ところが、それを知らないエミリアは、すっかりその気になってしまったようだ。

「本当……？　素敵な人、現れるかしら？　あ、いえ、別にそれが目当てってわけじゃなくて、真剣に自分の受け持つクラスに協力したいだけよ？」

「ええ、分かっています。エミリア先生は、本当に生徒想いの先生ですから」

「私たち、エミリアせんせーのこと尊敬してるよー」

「エミリア先生なら引き受けてくださると信じていましたわ！」

「たまには、えっちなのもいいでありますよ！」

「絶対にバニーガールが似合いますよ！　生きとし生けるものの注目を集めること間違いありません！」

「ぴー」

　ローラたちはエミリアを囲んで、四方八方からおだてまくった。

　するとエミリアは、まんざらでもない顔になってきた。

「そこまで言うなら……仕方ないわねぇ……」

　攻略完了、である。
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　エミリアの気が変わらないうちに、ローラたちは彼女を更衣室に連れて行った。

　そして、一番背格好が近いケイトが部屋に高速で戻り、スクール水着を取ってきた。

「さあ、エミリアせんせー。これに着替えてよー」

「ちょっと……バニーガールって言ってたのに……これスクール水着じゃない！」

　更衣室でエミリアは抗議の声を上げる。

「バニースーツは高くて買えないしー。今から用意するのは大変だから、これで代用だよー」

「ふざけないで！　私、もう二十三歳なのよ！　スクール水着とか……変態じゃないの！」

「大丈夫であります。需要があるはずであります」

「エミリアせんせーは美人だから大丈夫だよー」

　各自、適当なことを言ってエミリアを宥なだめようとする。

　が、なかなか着替えてくれない。

「意外とそういうのが殿方に受けると聞いたことがあります」

　信頼の厚い学級委員長が、メガネを光らせながら語る。

「そんな変態に好かれたくないわ！」

　エミリアはメガネをズリ落としながら言い返す。

　どうやらメガネ仲間の声すら届かないらしい。

　こうなったら、実力行使あるのみだ。

「エミリア先生に恨みはありませんが、これもメイド喫茶繁盛のためです！　覚悟ぉ！」

「な、ローラさん、やる気……!?　いいわ、かかってきなさい。これでも、こっそり陰で修行しているのよ。前のようにはいかないわ！」

　入学当初、ローラとエミリアは一対一で戦ったことがある。

　あのときは、ローラの圧勝だった。

　そして今再び、戦いの幕が上がった。

　その結果は……ローラの圧勝である。

「わー、凄い。ローラちゃん、エミリア先生のこと三秒で全裸にしちゃったよー」

　ケイトが愉快げに言う。

　しかし裸にされたエミリアは無論のこと愉快さの欠片かけらもなく、悲鳴を上げてしゃがみ込む。

「エミリア先生、負けて悔しい気持ちはわたくしも分かりますが、何もそんな小さくならなくてもよろしいのでは？」

「悔しいとかじゃなくて、単純に恥ずかしいからよ！」

「ですから、負けたのが恥ずかしいからといって──」

「全裸が恥ずかしいの！」

　エミリアがそう叫ぶと、シャーロットはムッとした顔になる。

「全裸が何ですの!?　そんなもの、敗北の苦しみに比べたら、どうということはありませんわ！」

「じゃあシャーロットさんもローラさんに服を剝はぎ取られてみなさいよ！」

　その言葉を聞き、シャーロットは目をパチクリとしばたたかせた。

　やがて三秒後、頰に手を当て、顔を赤くする。

「そ、そんなローラさんがわたくしを裸に……あら、嫌ですわ……でもローラさんがどうしてもというのであれば……ローラさん、優しくしてくださいまし……」

「落ち着いてくださいシャーロットさん！　その私は想像上の私です！　というか毎日一緒にお風呂ふろに入ってるのに、今更、何を考えてるんですか！」

　ローラは慌あわててシャーロットを正気に戻そうと言葉を投げかける。

「はっ！　わたくしとしたことが……さてはエミリア先生。特殊魔法か何かでわたくしに幻惑を……」

「してない、してない」

　シャーロットがあまりにもアホを晒さらしたせいか、エミリアは冷静なツッコミができる程度に落ち着いてきたようだ。

「はあ……分かったわよ。着るわよ、スクール水着。まだギリギリいけるでしょ、きっと……」

「全然いけるよー。イケてるよー」

「あ、エミリア先生。先にこのパンストをどうぞ」

　エミリアは、学級委員長が差し出した黒いストッキングを、深いため息と共に受け取る。

「いやぁ、エミリア殿のバニーガール姿、楽しみでありますなぁ」

　ミサキが耳と尻尾をパタパタ揺らしながら言う。

「はいはい。その楽しみなバニーガールになるから、あっち向いてなさい」

「どうしてでありますか？　もう全裸でありますから、これ以上は恥ずかしくならないであります」

「気分の問題よ！　いいから全員、壁を向いてなさい！」

　そんなものかと思いながら、ローラは壁を向いた。

　それに続いて、他の皆も回れ右をして、一緒に白っぽい壁を眺める。

　すると背中から、エミリアがストッキングを履く音が聞こえてきた。

　続いてスクール水着。

　音しかないと逆に想像力を刺激され、いかがわしい空間にいるような気分になってくる。

　というより、実際にいかがわしい。

　入学前のローラは、担任を強制的に全裸にしてスクール水着を着せる日が来るとは思ってもいなかった。

　人生とは本当に奥深い。

　まだ九歳なのにこんなことが起きるということは、大人になったら、もっと凄いに違いない。

「着替えたわよ！」

　やがて、エミリアのヤケクソ気味な声がした。

　ローラたちは一斉に振り返る。

　すると、そこにはウサギさんがいた。

　同じくらいの背格好だからとケイトのスクール水着を渡したのだが、しかし胸の大きさはエミリアに軍配が上がる。

　というより、少女の体型を前提にしたスクール水着を、発育しきった大人が着たのだから、当然の如ごとく、パツンパツンであった。

　そして、手首には白いカフス。

　首には付け襟えりと蝶ネクタイ。

　脚を覆う黒いストッキング。

　頭の上には白いウサ耳が付いたカチューシャ。

　お尻には、ふわふわした尻尾もついている。

　間違いない。

　バニーガールだ。

　バニースーツをスクール水着で代用したことにより、一層いかがわしさが増したバニーガールだ。

「うわぁ……思ったより凄いよー……」

「これは、何というか……まさかこれほどなんて……」

　ケイトと学級委員長が、エミリアを見ながら、賞賛と羞恥を混ぜ合わせたような声を出す。

　実際、見ているだけで恥ずかしくなってくる。

「もの凄くえっちでありますな！」

　当然、ミサキは大興奮だ。

　尻尾があまりにも素早く動くせいで九尾きゆうびに見える。何だか強そうだ。

「ちょ、ちょっと、そんな目で見ないでよ……！　脱ぐわよ！」

「だ、大丈夫ですわ！　皆さんが大げさなだけで、露出度はさほどのことはありませんわ。ほら、肌が出ているのは腕だけで、脚もストッキングで隠れていますし……スクール水着は学園指定なのですから、健全！　エミリア先生も健全ですわ！」
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「そうです、大丈夫です。エミリア先生は安心して、その格好で廊下を歩き、教室に行って接客してください。恥ずかしいと思うから恥ずかしいんですよ！　ね、ハク！」

「ぴー？」

「ハクもそうだそうだと言っています！」

　ローラは神獣の言葉をねつ造することで、自らに説得力を持たせようとした。

　だが、エミリアは険しい顔をするばかり。

「ローラさん。噓をつくときにハクを引き合いに出す癖くせ、やめたほうがいいわよ！」

「ひえっ、そ、そんなつもりは……」

　ローラは自分にそんな癖があると知らなかった。

　それを気づかせてくれるとは、流石はエミリア。教師の鑑。

「でもエミリアせんせー、約束は約束だから、恥ずかしくても、その格好で接客、よろしくねー」

　ローラがひるんでいるところに、ケイトが援護射撃を飛ばしてくれた。

　それでエミリアは「ぐぬっ」と押し黙る。

　そうだ。約束なのだ。

　生徒との約束を破るのは、教師として失格だ。

「言われなくても、着替えた以上は……やるわ！　さあ、教室に行くわよ！　学長を倒すんだから！」

　エミリアは完全にヤケクソ状態だ。

　顔を真っ赤にして叫び、我先に更衣室から廊下に飛び出した。

　そして魔法学科一年の教室までの短い道のりを行く間、エミリアの後ろに人だかりが作られていった。

　人数は十人ほど。

　そのほとんどが男子生徒だった。

　エミリアは前から、男子生徒にマニアックな人気があった。

　美人で、スタイルが良く、メガネで、真面目で、実力も実績もあり、その癖ちょっと頼りないところがある──完璧に見せかけて隙すきがあるのが人気の秘密らしい。

　そんなエミリアがスク水バニーという出いで立ちで歩いているのだから、男子生徒としては、たまらないだろう。

「エミリア先生、大人気ですね。もしかしたら、本当に素敵な男性が現れるかもしれませんよ」

　ローラはエミリアの隣を歩きながら、割と真面目に言った。

　が、エミリアは後ろを振り返ろうともしない。

　ただ死んだような目で前だけを見つめ、スタスタと歩く。

　そして──。

「無視よ……そして無私。私はただ、生徒の店を手伝うだけ……何も問題ない……この姿を見られたからってお嫁に行けないわけじゃない……」

　エミリアはブツブツ呟きながら、魔法学科一年の教室に入る。

　さあ、大賢者と対決の時だ。





※






　スク水バニーのエミリア先生は、圧倒的な集客力を発揮した。

　それは、思春期の少年の理性を破壊する行いであった。

　抗あらがえねぇ、抗えねぇ──という悲痛な声が、あちこちから聞こえてくる。

　更に、若い男子生徒だけでなく、大人の男性たちも、夜の街灯に集まる蛾がの如くやってきた。

　メイド喫茶は、圧倒的な男性率によって席が埋まった。

　廊下の行列も、男性。

　女性の姿はほとんど見かけない。

　老若男女を集めていた大賢者とは、需要が違うらしい。

　思えば大賢者の格好は、えっちなだけでなく、麗しさがあった。

〝麗しき大賢者〟という二つ名は、真実なのだ。

　対してエミリアは、ひたすら性的だ。

　そもそも、メイド喫茶なのにメイドと関係ない。

　自分で着せておいて何だが、ここまでやる必要があったのだろうか、とローラは疑問に思えてきた。

　しかし、着せてしまったものは仕方がない。

　エミリアが羞恥心で死にそうになって頑張っているのだから、ローラたちも頑張って客から金を最大限に搾り取るのだ。

「すげぇ……あれ、Ａランク冒険者のエミリアだろ？」

「だよな……俺おれ、密かにファンだったんだよ……」

「コーヒー一杯分の料金でこんな美人のバニーガールを見ることができるとは……長生きするものじゃ……」

「大賢者といい、エミリアといい、この学園はどうなってるんだ」

「俺、この学園の生徒でよかった……」

「どうして俺は二年なんだ……一年になりたい！」

　と、男性たちの様々な意見が聞こえてくる。

　例外なく、全員が鼻の下を伸ばしていた。

　エミリアはそれらの視線に気づかないふりをして、淡々と接客している。

　そのクールな態度が、たまらないという声が聞こえてくる。

　ローラは「大人気でよかったですねぇ」と声をかけようと思ったが、自分に置き換えてみるとちっとも嬉しくなかったので、やめておいた。

　その程度の気遣いはできるのである。

「エミリア先生、注文いいっすか？」

「先生、俺もー」

「俺も俺も」

　と、誰もがエミリアを呼ぶ。

　ローラたち他の店員は、すっかり暇になってしまった。

「ローラさんやシャーロットさんの手が空いてるわよ。そっちに注文して」

　エミリアがそう言っても、男子生徒たちは首を振って、かたくなに従わない。

「エミリア先生じゃなきゃ嫌だー」

「もう、いい歳としなんだから子供みたいなこと言わないの！」

「わーい、エミリア先生に怒られた」

　このように、一部の生徒など幼児退行すら引き起こしている。

　更に、たちの悪い大人の客もいた。

「エミリアさんとやら。その可愛いお尻を触ってもよろしいかのぅ？」

「よ、よろしいわけないでしょ！」

　お年寄りにセクハラ発言され、エミリアは飛び上がって叫んだ。

　体を張って客を呼んでくれている先生のため、せめてセクハラから守ってあげないと──そう考えたローラは、次元倉庫の門を開いた。

「えっちな人は出入り禁止です！」

　おじいさんを暗黒の世界に飲み込む。

　出口は校門の前だ。

　そのままお帰り願いたい。と、思ったローラだが──。

「こんなえっちなウサギの店員さんがいるのに、えっちな気持ちになるなと言われても困るのぅ」

　消える間際まぎわ、おじいさんはそんなことを言い残した。

　なるほど、もっともだとローラは思い直す。

「エミリア先生。お尻くらいは触らせてあげてもいいんじゃないでしょうか？」

「何を真剣な顔で提案してるのよ！　この格好だけでも死ぬほど恥ずかしいのに……そもそもこれ、メイド喫茶関係ないじゃない！」

「そういう細かいことはいいのです。さっきのおじいさんを呼び戻すので……さあ！」

「さあ、じゃないわよ！」

「いやいや。さあ！」

　さあさあ、とローラがエミリアに迫っていると、後ろからシャーロットたちに口を塞ふさがれ、腕を摑まれた。

「ローラさん、ちょっと暴走しすぎですわ！」

「えっちの中にも礼儀が必要であります」

「エミリア先生を虐いじめちゃ駄目だよー」

　そんな皆の台詞せりふのあと、「ローラちゃんはずっと純真なままじゃなきゃ駄目よ。大人の階段を上るのは早すぎるわ」

　学級委員長がメガネを光らせながら、ローラに顔を近づけてきた。

　しかしローラは澄まし顔で言い返す。

「大人の階段を上るのは私じゃありません。エミリア先生です！」

「なるほど……」

　学級委員長はそれで納得してくれたようだ。

「なるほどじゃないから！　何でこんな形で大人の階段を上らなきゃいけないのよ！」

　エミリアの悲痛な叫びが教室に響き渡る。

　その次の瞬間、静寂がのしかかる。

　ローラはどうして皆が黙ってしまったのか分からず首をかしげたが、どうもローラ以外は分かっているらしく、エミリアをジッと見つめていた。

「エミリアせんせー……もしかして……しょ……」

「あああああ！　ああああああああッ！　聞こえない！　何も聞こえない！」

　ケイトが言い終わる前に、エミリアは大声を上げながら耳を塞ぎ、しゃがみ込んでしまった。

　心なしか、カチューシャに付いているウサ耳もしおれているように見えた。

「シャーロットさん。ケイトさんは何を言いかけたんですか？　エミリア先生はなぜこんなに落ち込んでるんです？」

「ローラさんはまだ知らないほうがいいですわ……知識には、知るに相応ふさわしい年齢というものがあるのですわ……」

「ええ、そんなのズルイですよぅ。教えてくださーい」

「駄目ですわ、駄目ですわ！」

　ローラはシャーロットにしがみついて教えを請うが、かたくなに教えてくれなかった。

　よほど重大な秘密のようだ。

　そんな重要なことを皆の前でバラされてしまい、エミリアは本当に可哀想かわいそうだ。

　なのでローラは、エミリアの頭をなでてあげることにした。

「エミリア先生、元気出してください。皆は分かってるみたいですけど、私は全く分かっていないので、少なくとも私には秘密がバレてませんよ」

「うぅ……ローラさん……あなたって本当に優しい子ね……ほとんどローラさんが元凶なんだけど……とりあえずその優しさが嬉しいわ……」

　エミリアは、よよよ、と泣きながら、ローラのお腹に顔をうずめてきた。

　ローラがその頭をなで続けていると、ハクがエミリアの頭の上に飛び降り、前脚で一緒になでなでし始めた。

　これで少しはエミリアが落ち着いてくれればいい──とローラが思った、そのとき。


「おーい、遊びに来てやったぞー……って、何じゃ何じゃ、この変な空気は」



　魔法学科一年の教室に入ってきたのは、金髪の小さな少女。

　エメリーン・グレダ・ファルレオン。

　この国の頂点に立つ、女王陛下であらせられる。





※






「ああ、陛下じゃないですか。いらっしゃいませ……じゃなかった、お帰りなさいませ！」

　ローラは自分がメイドであることを思い出し、女王陛下を迎え入れようとした。

　が、女王陛下の視線は、未いまだうずくまるエミリアに釘付けになっていた。

　彼女を指さし、口をパクパクさせ、絶叫する。


「エミリア、お前、その格好はァッ！　ここは学校じゃぞォォォッ！」




「にょわぁ、陛下ァァァァァッ、これには深い訳がァァァァアッ！」



　そこでようやく女王陛下の存在に気づいたらしいエミリアは、鼓膜がキンキンするくらいの甲高い声を上げながら、ローラの後ろに隠れた。

「どんな訳があろうと許されるか！　何じゃ、お前、教師のくせにそんなハレンチな……馬鹿か、馬鹿なのか！」

　女王陛下は偉いだけあって、いつも高圧的な感じだ。

　しかし、人を一方的に罵倒したりする人ではないという印象だった。

　なのに今、エミリアを激しく馬鹿呼ばわりしている。

　どうしてそこまで怒っているのだろうか。

「この学園は王立なんじゃぞ！　学長は大賢者カルロッテかもしれぬが、金を出したのは妾わらわなんじゃぞ！　その学園でお前……ふざけるなぁっ！」

　女王陛下は歯をむき出しにし、目を血走らせ、本気で怒っていた。

　だが、なるほど。

　王立ギルドレア冒険者学園で不祥事が起きると、女王陛下の名に傷が付くのか。

　だったら怒って当然だ。

　今のエミリアの格好は、酷い。

　まあ、ローラたちが着せたのだが。

「陛下、陛下……エミリア先生を怒らないであげてください。これは、その……私たちが無理を言って着てもらったやつなので……」

「むむ？　どういうことじゃ、ローラ。地下室でのロウソク拷問に引き続き、また妙な趣味に目覚めたのか……？　その歳であんまり変な方向に進むと、真っ当な大人になれぬぞ」

「違います！　あの地下室の一件だって、正義のためです！」

　ローラが弁解していると、ケイトと学級委員長がもの凄いめで見つめてきた。

「え、ローラちゃん……地下室のロウソク拷問ってなーに……？　まだ九歳なのに、私より進んでるんだねー……」

「駄目よローラちゃん！　私が学級委員長として、あなたを真っ当な道に戻してあげるわ！」

「だから、誤解なんですよぅ！　シャーロットさんも何とか言ってください！」

　ローラは共犯であるシャーロットに視線を送り、助けを求めた。

　が、シャーロットはまるで他人事という顔で、むしろケイトたちに混じってローラを非難し始める。

「ローラさん、そんな、いくら相手が悪党だからといって、縄で縛って地下室に吊つるし、熱々のロウを垂らすなんて……見損ないましたわ……」

「シャーロットさんも現場にいましたよね!?　というかそんな詳しく語ったら、共犯だって白状してるのと同じじゃないですか！」

「はっ、わたくしとしたことが……ローラさんの誘導尋問に引っかかってしまいましたわ」

　誘導もしていないし尋問もしていない。

　シャーロットが勝手に語り始めただけである。

「ロウソクの話はもうよい！　問題はエミリアがこんなハレンチな姿を衆目にさらしている理由じゃ！　ええい、お前ら散れ！　この店は妾の権限で一時閉鎖じゃ！」

　いくら女王陛下でもそんな権限はない──と言いたいところだが、お客さんのほうが萎縮してしまい、教室から逃げ出してしまった。

　なにせ女王陛下の言うことだ。逆らったらどうなるか分からない。

　これがもう少し前だったら、誰も彼女が女王陛下だと信じなかっただろう。

　しかし最近は『女王陛下が大賢者の魔法でちびっ子にされてしまった』という事実が周知されている。

　よって、客だけでなく、生徒扮ふんするメイドたちも緊張した顔でこちらを見守っていた。

「で!?」

「えーっと……早い話がですね。戦士学科一年のラーメン屋で、学長先生がえっちな格好で客寄せをしていたので、対抗するためにエミリア先生にえっちな格好をしてもらったというわけです」

　ローラは自分で説明しながら、なんて論理的なんだろうと感心した。

　むこうがえっちだから、こっちもえっち。

　矛盾が一欠片もない。

　これなら女王陛下も大目に見てくれるのではないか、という幻想は一秒もしないうちに砕かれる。

「ああっ!?　大賢者もこういう格好をしているのか！　あいつ学長じゃぞ！　学長自らこういう格好なのか!?」

「露出度では向こうが断然上であります！　えっちであります！」

　ミサキが火に油を注そそぐようなことを言う。

　瞬間、女王陛下の目と眉が凄い角度で釣り上がった。体は小さいのに、もの凄い迫力だ。

「どいつもこいつもふざけおって……エミリア、お前も来い！　二人まとめて説教してやる！」

　女王陛下はエミリアの腕を引っ張り、廊下に出ようとする。

「お、お待ちください陛下……！　この格好でまた廊下に出るのは……恥ずかしくて死にます！」

「教室だろうが廊下だろうが、どのみちアウトじゃ！　現実を直視するのじゃ！」

「ああ、見ないようにしていたのに……」

　エミリアはどんよりしたオーラを全身から出しながら、女王陛下に引きずられて行った。

　放っておく訳にもいかないので、ローラたちも後を追いかけていく。


「ごらぁぁっ大賢者ァァッ！」



　もの凄い剣幕で女王陛下は戦士学科一年の教室に飛び込んでいった。

　自分が怒られたわけでもないのに、ローラはついビクッとしてしまう。


　そして、ワァァァッという悲鳴と共に、ラーメン屋の客と店員が中から逃げ出してきた。



「恐ろしいであります……」

「わたくし、今夜の夢に見そうですわ……」

「流石はこの国の頂点。小さくなっても威厳たっぷりだよー……」

「私たちがあの怒りを喰くらったら、ひとたまりもないわ。ここは学長先生とエミリア先生に犠牲になってもらいましょ」

「委員長さん、いいアイデアです。というわけで、私たちは退散しましょう」

　と、ローラは回れ右しようとしたのだが、戦士学科一年の教室から女王陛下の呼び声が聞こえてくる。

「おいこら、ローラたち！　お前らも早く来い！　まさか逃げるつもりか！」

　女王陛下から逃げるには、この国から逃げるしかない。

　いくらなんでもそれは無理なので、ローラたちは渋々、教室に入っていく。

　すると、大賢者とエミリアだけでなく、逃げ遅れたアンナと、無関係であるはずのニーナまで正座させられていた。

「なんで私まで……」

　ニーナはうつむき、悲しそうに呟く。

　気の毒だが、この際、仲間は多い方が心強い。

　ローラたちはコソコソと小さくなって進み、教室の後ろのほうに正座しようとする。

「ローラたち、後ろに逃げるのはズルイ。ちゃんと前に」

　だが、最前列にいたアンナに、名指しで呼ばれてしまった。

「いやぁ……私たちは遠慮して後ろに……」

「駄目。ローラたちは魔法学科側の首謀者。だから、こっち」

　アンナが手招きしてくる。

　更に女王陛下がギロリと睨にらんできた。

　これでは後ろに座ることができない。

「うぅ……アンナさん、酷いですよぅ」

「この際、仲間は多い方が心強い」

　酷い理屈だなぁと思いつつ、ローラ自身も同じ事を考えていたので、まるで言い返せなかった。

　大賢者、エミリア、ニーナ、アンナ、ローラ、シャーロット、ケイト、学級委員長と、横一列に正座して並ぶ。

　それを見下ろしながら、女王陛下の説教が始まった。

「全く……大賢者、エミリア！　お前たち、本来なら生徒の規範にならなきゃいけないのに、二人してそんな馬鹿みたいな格好しおって……いつから冒険者学園は風俗まがいの出店でみせを出すようになったのじゃ！　恥ずかしくないのか！」

「恥ずかしいわよぉ……」

　と、大賢者は弱々しく答える。

　いつもの余裕はどこにもない。

　きっと、女王陛下の言っていることが正論過ぎて、縮こまることしかできないのだろう。

　いや、それ以前に、自分で自分が恥ずかしくなったのかもしれない。

「じゃあそんな格好すな！」

「だってアンナちゃんが……」

「生徒を言い訳にするでない！」

　女王陛下のピシャリとした声が、大賢者の言葉を封じる。

「然しかり然り」

　アンナは澄まし顔で女王陛下への同意を示す。

　が、それが陛下の怒りの矛先になってしまった。

「アンナ、何を無関係な顔をしておるか！　着せたのはお前じゃろうが！」

「つい、勢いで」

「もう少し理性的に生きるのじゃ！」

「でも、天下の大賢者にスケベな服を着せられるほどの勢いは大切にしていきたい」

「ぐぬ……なんだか頷いてしまいそうになったぞ……見かけによらず詭弁が上手うまいな！」

「これはどうも」

　アンナは照れくさそうに頭をかく。

「褒ほめとらん！」

「陛下も身分の割にはツッコミが上手」

「そんなことを褒められても嬉しくないぞ！　くそ、お前と話しているとペースが乱れる。次はエミリア！　お前……本当にどうしちゃったんだ!?」

　女王陛下はエミリアの姿を改めてみて、かなり引いた様子で声を荒げる。

　なにせ、大賢者の姿は、単純にチャイナドレスの露出を激しくしただけだ。

　しかし、エミリアはそれとはまた別の方向性で変態的だ。

　いい大人がスクール水着を着ているだけでもどうかと思うのに、そこにバニーガール風の小物をつけているのだ。

　女王陛下でなくても驚くだろう。

「だ、だって……担任として、自分のクラスの売上に協力しなきゃと思いまして……それで皆がこれを着ろと……最初は抵抗したのですが……ローラさんが無理矢理……」

「無理矢理と言ったって、もっと激しく拒否すればローラたちだって、そこまで強引には……」

「いえ。私は本気で抵抗したんです。なのにローラさんが圧倒的魔力で私をねじ伏せ、服を剝ぎ取って全裸にしてしまったんです……」

　そう証言しつつ、エミリアは目に涙すら浮かべていた。

　誤解です、とローラは叫ぼうとしたが、一欠片も誤解の余地がなかったので、自分でもビックリした。

　確かにローラは嫌がるエミリアを魔力でねじ伏せ、全裸にしたのである。

　揺るがない事実であった。

「いえ、あのですね……これも全ては文化祭をよりよいものにしたい一心でして……つい熱くなってしまい……エミリア先生を全裸にしてしまいました」

「そんなことで全裸にされてたまるか！　可哀想じゃろ！」

　実にごもっともな意見だ。

「……エミリア先生、ごめんなさい」

　冷静になったローラは、エミリアに深々と頭を下げる。

　すると、他の魔法学科のメンバーも、一緒にごめんなさいをした。

「あなたたちって基本的に素直だから、怒るに怒れないわ……いいのよ。確かに全裸にしたのはローラさんだけど、着るって決めたのは私なんだから……」

　エミリアは海のように広い心で、ローラを許してくれた。

　その優しさに感動し、ローラたちは「エミリアせんせー」と叫んで、スク水バニーのエミリアに抱きつく。

「エミリア……あなた、立派な教師になったのねぇ……」

「エミリア先生が担任で、魔法学科がうらやましい」

　大賢者とアンナはしみじみと呟く。

　ニーナは興味なさげに壁を見つめていた。

　ハクは完全に飽きていて、ローラの頭の上で昼寝中だ。

「感動しているところ申し訳ないが、大賢者とエミリアは早く普段の格好に戻るのじゃ！　戻るのじゃー！」

　女王陛下の叫びが空しく響く。

　かくてして、メイド喫茶とラーメン屋の不毛な戦いは一日目で終了し、文化祭二日目は女王陛下のおかげで健全で平和な一日となった。
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　文化祭は無事に終わった。

　ささやかなトラブルもあったが、このギルドレア冒険者学園では日常の光景だ。

　しかし、魔法学科一年の担任であるエミリアは、いつも以上に精神的なダメージを負ったらしい。

　更に、他ほかの教師から「もうあの格好はしないんですかい？」などとからかわれたりしているという話もローラのところに聞こえてきた。

　もっとも、エミリアはＡランク冒険者。学園の教師の中でもトップクラスの実力。

　ゆえに、セクハラ発言をした教師はエミリアの逆鱗げきりんに触れ、かなり痛い目に遭あっているようだ。




　そんな十一月の上旬。

　ローラたちはいつものメンバーで、学食のランチを食べていた。

　窓の外に見える木々は、すっかり赤や黄色に染まっている。

　紅葉が終われば、冬の足音が聞こえてくる。

「来月の二十五日は私の誕生日。私もついに年齢二桁けたです。つまり、学長先生以外と同じ土俵ですよ！」

「強引ごういんすぎる論法。流石さすがに受け入れがたい」

「というか、ローラさんは歳としをとってはいけませんわ。ずっとそのままでいてくださいまし！」

「無茶を言わないでください！　私だって、少しずつ大きくなってるんですよ！　ね、ハク！」

「ぴー？」

　学食のテーブルの上でくつろいでいたハクは、ローラの顔を見ながら、不思議そうな声を出した。

「あれ？　ハクの反応が薄いですね……」

「正直、ローラさんは入学当初からあまり大きくなっていませんわ。毎晩ローラさんを抱き枕まくらにしている『ローラさんを抱きしめる会の会長』をしているわたくしが言うのですから、間違いありませんわ」

「その変な会をいますぐ解散してください。あと、毎晩抱き枕にしているんだから、些細ささいな変化に気づかないはずです。成長期なんだから、成長しているはずです！」

「いえいえ。成長にオムレツばかり食べて栄養が偏っているのですから、成長は必然的にゆるやかになりますわ。ローラさん、その調子で偏食を続けてくださいまし！」

「むむ……夜は別のものを食べることにします」

　と呟つぶやきながら、ローラはオムレツを口に入れる。

　やはりオムレツは美味おいしい。

　別のものを食べるのは明日にして、今晩もオムレツにしよう。

「あ、そういえば、シャーロットさんとアンナさんの誕生日はいつですか？」

「わたくしは二月二日ですわ」

「おお、ぞろ目ですね。アンナさんは？」

「私は十一月十六日」

「今月！　というか、あと二週間もないですね！　お祝いしないと！」

「アンナさん生誕祭ですわぁ」

「別に大げさなことはしなくてもいいけど……ありがと」

　アンナは照れくさそうに頰ほおをポリポリかく。

「これは今から教会の人たちと話し合って、盛大なパーティーの準備に取りかからないと！」

「ガザード家の財力で、巨大なケーキを用意致しますわ！」

「だから、大げさなのはいい……それより、私はしばらく放課後、ギルドに通うから。ローラと特訓できない」

　食後のコーヒーを飲み干しながら、アンナはそう言った。

「ギルド通い……？　ま、まさかまた借金ですか!?」

　驚いたローラは、フォークをオムレツに突き刺しグチャグチャにしてしまった。

　後悔したときはもう遅い。

　一度壊れてしまったオムレツは、もう二度と美しい姿に戻らないのだ……。

　まあ、お腹なかに入れてしまえば同じなのだが。

「違う。自分への誕生日プレゼントを買うため、お金を稼ぐ」

　アンナは真顔で語った。

　それを聞いてローラとシャーロットは顔を見合わせる。

「……アンナさん。誕生日プレゼントって、自分で買い物じゃないと思いますよ」

「うぅ……アンナさん、苦労してきたのですわね……よよよ」

「いや。孤児院にいたときも、ちゃんと皆からプレゼントもらってたよ。手作りマフラーとか。でも今回は、欲しい物があるから自分にプレゼント」

「ははあ、なるほど。頑張った自分へのご褒美ほうびというやつですね！」

「まあ、そんな感じ」

「それでしたら、わたくしたちもお供しますわ！　三人で力を合わせて、アンナさんの誕生日プレゼントを買うのですわ」

「いや、別に気を遣わなくても……」

「気を遣いたいのですわ！」

「そうです！　親友の誕生日にプレゼントするのは当然です！　そのかわり、私やシャーロットさんの誕生日にはよろしくお願いしますね！」

「……そういうことなら、分かった。じゃあ放課後、一緒にギルドに行こう」

　ようやくアンナは頷うなずいてくれた。

　あまり表情を動かしていないが、若干、頰に朱が差している。

　喜んでくれているようで、何よりだ。

　そもそも誕生日を抜きに考えても、皆でクエストをやったほうが効率的だし、何より楽しいに違いない。

　ローラは今からワクワクしていた。

「ところでアンナさん。何を買うつもりなんですか？」

　アンナは物欲が少ない。

　ちょっと前までは、着ぐるみパジャマしか私服を持っていないという、とても質素な生活を送っていた。

　そんな彼女が自分のためだけに欲しい物がなんなのか、ローラは興味をそそられた。

「短剣を二本」

「あっ！　もしかして、二刀流に挑戦するんですか!?」

「そう。あの遠足以来、ずっと考えていた。いい機会だから、思い切って買ってみる」

　かつて魔法学科と戦士学科の一年が合同で行なった遠足は、大賢者が用意した数々の試練を乗り越えていくという過酷なものだった。

　その試練の中でアンナは、二刀流の可能性を見つけたのだ。

　しかし、アンナが持っている剣は、身の丈ほどもある大剣。

　彼女の膂力りよりよくをもってしても片手で扱うには大きすぎるし、もう一本追加するというのは非現実的だった。

　だが、もっと小ぶりな剣なら、片手で存分に振り回せる。

「どうせ買うなら、切れ味が良くて、頑丈で、そしてアンナさんに似合ったお可愛かわいらしい剣がいいですわぁ」

　シャーロットは贅沢ぜいたくなことを言い出した。

「……そんなお金はない。高級品は卒業してから。今はまず、ギルド直営店で売ってる安いのでいい」

「ま、そうですよね。シャーロットさんは金銭感覚が違うので、参考になりません」

「ひ、酷ひどいですわ！　あくまで理想を言っただけですわ！」

「その理想が高すぎるんです！」

「何を仰おつしやいます。目指すなら最強！　理想は高く持つべきですわ！」

　シャーロットは金色の髪をバサッとかき上げながら持論を語る。

「仮にそうだとしても、何事も一歩ずつ。自分を見失っちゃ駄目」

　アンナは現実的なことを言って、シャーロットを諭した。

「わ、分かっていますわ。ちょっとノリと勢いで言ってみたまでですわ」

「シャーロットはノリと勢いで有言実行するから割と心配」

「ち、近頃ちかごろは落ち着いてきたつもりですわ！」

　シャーロットは身に覚えがあったらしく、赤面しながら弁解する。

「確かに、シャーロットさんは一学期よりも丸くなりましたよね。あの頃は先輩に果たし状を送ったり、校内トーナメントで腕が千切れるまで戦ったり……」

　ローラは、からかってやるつもりで昔話をした。

　ところが、シャーロットはむしろ胸を反らして、得意げな顔になった。

「人生の中でもっともやる気に満ちあふれていたときですわ。必要とあらば、何度でもやりますわ！」

　武勇伝みたいな扱いにされてしまった。

「シャーロットさんは困った人ですねぇ」

「……ローラも似たようなものだと思うけど」

「そ、そうでしょうか？」

「そう。ハクもそう思うよね？」

「ぴ！」

「ほら。ハクも『そうだそうだ』と言っている」

「ふふふ、わたくしとローラさんは宿命のライバルなのですから、当然のことですわ。ローラさんだって、必要とあらば腕が千切れるまで戦うはずですわ！」

「むむむ……そんなことはないと言いたいところですが、否定しきれないような……」

　あの一学期の終わり。

　校内トーナメントの決勝戦。

　シャーロットとの一騎打ちは本当に楽しかった。

　目の前の相手と、力をぶつけ合い、技を競い合うことしか考えられない時間だった。

　確かに、腕の一本や二本、犠牲にしても気にならないというテンションだった気がする。

「二人とも、すぐに突っ走っていくから困る。せめてこの学園にいるあいだくらいは、私でも手の届く場所にいて欲しい」

　アンナは何やら、いつもより重い声色こわいろで言った。

　それを聞いてローラとシャーロットは同時に首をかしげる。

「何を言っているんですか、アンナさん。卒業したって一緒ですよ！」

「そうですわ！　卒業したら、三人でパーティーを組んで、大冒険ですわ！」

「……うん。頑張る」

　それは何気ない言葉。

　しかし、どうしてか。

　ローラには、それが決意めいたものに聞こえてた。

　今までのアンナだって、とても頑張っていたのだが。
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　そしてローラ、シャーロット、アンナの三人は放課後、冒険者ギルドに通い詰めた。

　ギルドレア冒険者学園には生徒の安全を守るため、在学中はＤランク以下のモンスターとしか戦ってはならないという校則がある。

　おまけにローラたちが猛威を振るったせいで、弱いモンスターが恐れをなし、王都近辺から逃げ出してしまった。

　ローラたちはＤランク以下のモンスターを探し求め、西へ東へと飛び回る。

　やがて一週間経たったとき、お目当ての短剣二本を買えるくらいの金額になった。

　実のところ、短剣二本分くらいの金なら、シャーロットのお小遣こづかいですぐに買えたはずだ。

　しかし、それをあえて、友達三人で協力して稼いだ。

　金額の大小よりも、もっと大切な価値があるだろう。

「ローラ、シャーロット……ありがとう。これなら何とか、結構いい短剣が二本買えるはず」

　冒険者ギルドの前でアンナは、コインの詰まった革袋を両手で持ち、ぺこりと頭を下げた。

「礼には及びませんわ。アンナさんは仲間なのですから、その新しい武器を買うために協力するのは、冒険者としても友人としても当然のことですわ！」

「それにしてもアンナさんの誕生日まで随分と余裕があります。Ｄランク以下しか狩れないのに、こんなに上手うまくいくとは思いませんでした。私たち三人は無敵ですね！」

「ぴー」

「おっと、ハクを入れて三人と一匹です！」

「ぴぃ」

　ハクはローラの頭の上で満足そうに鳴く。

　まあ、ハクは基本的にローラの頭の上でくつろいでいるか二の腕にしがみついているかで、さほど役に立っていなかった。

　たまに思い出したようにモンスターへ炎を吐いてくれたが、火力が強すぎて、高く売れる部位まで燃やしてしまうことが多々あった。

　しかし、それでも、一緒に戦った仲間である。

「では早速、短剣を買いに行きましょう！」

「行きますわ！」

「れっつごー」

「ぴー！」

　ローラたちは冒険者ギルド直営の武器屋に向かって、シュパッパと素早く走って行った。

　直営店は高級な武器を扱っていない代わり、大量生産品を安く買えるのだ。

　大量生産品といっても使い物にならないほど低品質ではない。

　ちゃんとギルドの担当の人が、それなりの品物を選んで、安く仕入れてくれている。

　ベテランになれば、もっと特別な武器や防具を欲しくなるのだろうが、駆け出し冒険者は直営店で買うのが一般的だ。

「あった、あった。これが欲しかった奴やつ」

　アンナは剣のコーナーで立ち止まり、壁に飾られた双剣を指さした。

「おお、ちゃんと二本セットで並んでますね」

「短剣というからダガーのようなものを想像していましたが、思っていたよりも長いですわ」

　シャーロットの言うとおり、その刃渡りは、成人男性の肘から拳こぶしまでよりまだ長い。

　短剣と呼べるかどうか、ギリギリの長さだ。

　もっとも、アンナが今使っている剣が途方もなく大きいので、それに比べたら間違いなく短剣だろう。

「このくらいなら、二刀流でもブンブン振り回せそうですね！」

「うん。それに、鉄じゃなくて鋼はがねでできている。肉厚が薄くても頑丈なはず」

「早速、買うのですわ！」

　アンナはこくりと頷き、双剣を持って、カウンターに向かった。

　すると店のオジサンが「おお、そろそろ買いに来る頃だと思ってたぞ」と笑いながら言った。

「どうして来る頃だと思ったんですか？　オジサンは占い師さんですか？」

　ローラが尋ねると、オジサンはアハハと更に笑う。

「そうじゃない。そっちの赤毛の子が、ちょくちょく来て、双剣を物欲しそうな顔で見つめていてな。それからこの一週間ほど、冒険者学園の制服を着た三人の女の子が、モンスターを狩りまくっているという噂うわさを聞いたんだ。その中に赤毛の子もいると聞いて、オジサンはピンと来たわけだ」

「ははあ、なるほど。ナイス推理です。というわけで、くださいな！」

「くださいまし！」

　ローラとシャーロットは、左右からアンナの持つ双剣を指さす。

　そしてハクがパタパタ飛んで、コインの詰まった革袋をカウンターの上にドンと下ろす。

　オジサンはその中身を確認し、満足そうに頷いた。

「おお、足りてるな。頑張ったなぁ。少しオマケして、安くしてやろう。余った分で、美味しい物でも食べてきな！」

「オジサン、ありがとう」

　アンナは深々と頭を下げる。

　それに続いてローラとシャーロットも頭を下げた。

「「ありがとうございます！」」

「ぴー」

　ハクもカウンターの上でお辞儀している。

「ハッハッハ。いいってことよ。その代わり、また買いに来てくれよ。ところで、今背負ってる大剣はどうする？　下取りに出すか？」

「この剣はまだ持ってる。双剣に慣れるまで、こっちが主力」

「なるほどな。じゃあ頑張れよ！」

　ローラたちは改めてオジサンに礼を言ってから、店をあとにする。

　そして、余ったお金でラン亭にラーメンを食べに行くことにした。
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　冒険者ラーメンで元気マシマシになったローラたちは、学園に戻り、戦士学科の訓練場に向かった。

　新しい双剣を早速試してみるのだ。

　夕飯時なので、他に人もいない。

　遠慮せずに戦えるというものだ。

「ではアンナさん。軽く打ち合いましょうか！」

　ローラはハクをシャーロットに預け、そして次元倉庫から愛用の剣を取り出した。

　対してアンナも、いつもの大剣を壁に立てかけ、新しい双剣を左右の手に持つ。

「それじゃ、私から攻撃するから、ローラは弾はじいて」

「了解です！」

　そうローラが答えた瞬間、アンナの全身に魔力が広がっていく。

　強化魔法で身体能力を底上げしているのだ。

　アンナは戦士学科であり魔法は専門外だが、しかし強化魔法にも若干の適性があった。

　そこで一学期のとき、ローラが少しだけ魔法の手ほどきをしたのだ。

　そうやって学科の垣根を越えて技術を学んでいる生徒は多い。

　習得した技術に幅があれば、それだけ強くなれるのだ。

「おや？　アンナさん、自分の体だけじゃなく、双剣にも強化魔法をかけてますね！」

「前の剣より薄いから、こうしないと耐えられないと思って。ずっと練習してた」

「凄すごいです！　自分以外を強化するのって難しいんですよ！」

「そうなの？　どうりで疲れると思った」

　アンナが言っている通り、自分の筋力や視力などを強化するのは、比較的楽だ。

　一方、自分以外のもの──たとえば剣の強度だったり、頭の上に乗っている神獣の炎などを強化するのは、とても集中力がいる。

　その難しい技を、アンナは戦士学科なのに独学で習得したのだ。

　ローラの知らないところで、もの凄く努力したのだろう。

　もっとも、あくまで付け焼き刃。

　身体能力の強化に比べ、剣に施されている強化魔法は稚拙ちせつだ。

　それでも、やらないよりは遙はるかに強度が上がっているはず。

「じゃあ、行くよ」

　呟きとともにアンナは地面を蹴けった。

　膨大な脚力により、最初の一歩で互いの距離が詰まり、肉薄する。

　そして左右から挟み込むようにして同時に斬撃が迫る。

　ローラはまず右側の短剣を弾き返し、その反動を使って左の短剣を受け止め、更に絡からめ取って叩たたき落とそうとする。

　しかし、そう簡単にはいかない。

　なにせローラは、自分にかける強化魔法の強さを、アンナの魔力に合わせている。

　おまけに、互いの剣の技量は拮抗きつこうしていた。

　更に言えば、ほとんど毎日のようにここで試合をしているのだ。

　ローラもアンナも、相手の技には慣れている。

　ゆえにアンナは、手首の動きでローラの剣を逆に絡めて封じ込め、空いたもう一本の剣を振り下ろす。

　ローラは反射的に脚を高く上げ、靴底を強化。

　刃を足の裏で跳ね返し、その衝撃でアンナから距離をとり、改めて剣を構え直す。

　お互いの視線が交差する。

　そして、同時に前方へ走る。

　床の石畳が砕けて捲まくれ上がるほどの加速。

　己おのれが上げた噴煙を突風で切り裂いて、ローラとアンナは激突する。

　最初に仕掛けたのはアンナ。

　そもそもこれはアンナの新しい双剣を試すためにやっているのだから当然といえば当然。

　しかし、それを抜きにしても、ローラは仕掛けるタイミングをアンナに潰つぶされていた。

　二本の短剣から繰り出される、超高速の連撃。

　それを前にして、ローラは一瞬、完全に防戦に回らざるを得なかった。

　もう日がすっかり沈んでいるのに、計三本の刃が散らす火花で、訓練場は明るかった。

　激しくぶつかる金属音は、もはや一合一合いちごういちごうを聞き分けることができないほど連続して響き渡る。

　剣が鳴動している。

　力加減を間違った瞬間、へし折れそうだ。

　そんな苛烈かれつな剣戟けんげきの仕上げとばかりに、アンナは双剣をクロスさせ渾身こんしんの力で上段から叩き付けてきた。

　ローラはそれを己の剣でしっかりと受け止める。

　金属と金属が衝突する音が、終幕を告げるように夜の闇やみに染しみ込んでいく──。

「す、凄かったですわぁ……」

　端で見ていたシャーロットが、放心するような声を出す。

　ローラも今の戦いから、単なる剣のお試しを超えた高揚感を覚えた。

　アンナの卓越した技量に敬服し、それを防ぎきった自分に満足する。

「どうでしたか、アンナさん。新しい剣は、使いやすいですか？」

「かなりしっくりくる。まだ不慣れなところもあるけど、それはこれから慣れていけばいい」

　アンナは双剣をしげしげと見つめながら、ゆっくりと語る。

　どうやら、よい買い物だったらしい。

　それでこそローラたちも協力した甲斐かいがあるというものだ。

「次はローラから打ち込んできて。私が防御する」

「え、いいんですか!?」

「短剣は小回りがきくから、防御に徹したら鉄壁になりそう。試してみたい」

「なるほど！　では、その防御を突き崩して見せますよ！」




　攻守を入れ替えて、双剣のお試し第二ラウンド。

　剣を構え直し、向き合って。

　ローラは大喜びで、アンナへ向かっていく。

　強化魔法に使う魔力は最低限だ。

　しかしそれ以外の、剣の技術に関しては手加減抜き。

　手加減など必要ないのだ。

　なぜなら、すでにアンナの技の冴さえは、ローラを上回っているかもしれないのだから。

　袈裟けさ斬りと左薙なぎの連撃は、見事に弾き飛ばされた。

　続いて、右下から左上への切り上げ。

　防がれてからの、刺突しとつ、刺突、刺突、刺突──。

　そして目線と脚を使った一瞬のフェイントでアンナを惑わしてからの、渾身の力を込めた横一文字斬り。

　衝撃波を伴った、超音速のフルスイングだ。

　そんなローラの乾坤一擲けんこんいつてきの攻撃にもアンナは反応し、双剣を両方とも使って受け止めようと動く。

　が、ローラは宣言したとおり、防御を突き崩した。

　ただし、アンナの技を上回ったわけではない。

　完全に予想外の結末。

　なんと、ローラの剣を受け止めた双剣が、二本ともへし折れてしまったのだ。

　ちゃんと相手に致命傷を与えないように立ち回っていたから、剣が折れたからといって、ローラの剣がアンナに深々と突き刺さったりはしない。

　ただ双剣の残骸が、訓練場の床に空しく落ちただけだ。

　石畳と刃がぶつかって、悲しい音が鳴る。

　その様子を、アンナは口をポカンと開けて見つめていた。

「……折れた」

　数秒経ってから、事実を確認するように、声を絞り出すアンナ。

　そう。

　折れたのだ。

　皆で力を合わせて買った双剣が、いとも容易たやすく、二本ともポッキリと。

「折れちゃった……」

　アンナはもう一度呟いて、ガクリと肩を落とす。

　滅多に感情を表に出さない彼女が、こうまで分かりやすく落ち込んでいる。

　その事実にローラは、口を開けて号泣した。


「うわぁぁぁぁんっ、ごめんなざああああいっ！　私が、私が、力を入れすぎたばっがりにぃぃっ！」



　一番辛つらいのはアンナなのに、ローラは『自分の一撃で折った』という罪悪感に耐えられなくなったのだ。

「……ローラは悪くない。私がもっと上手に強化魔法を使えていたら折れなかった」

「でも、でも、普段の剣は折れないじゃないですか……きっと私が調子に乗っていつもより強化魔法に魔力を込めたから……びえぇぇぇんっ！」

「そうじゃない……双剣は刃が薄かったし、私が使い慣れてないから力を受け流せなくて……だからローラは泣かなくていいから……」

　アンナはローラの頭をなでてくれた。

　そんな優しさが嬉うれしくて、気を遣わせてしまったことが辛くて、ローラはますます泣いた。

「ああ、ローラさん……ローラさんが泣いていると、わたくしまで悲しくなってきますわ……うぅっ」

「いや、シャーロットまで泣いたら収拾がつかなくなるからやめて」

「そう言われましても……アンナさんもローラさんも可哀想かわいそうですわ……しくしく」

「ぴー」

　ハクはシャーロットに抱かれながら、前脚を伸ばして、シャーロットの頰をポンポンと触った。

　きっと慰めているのだろう。

「ハクは優しいですわぁ……ローラさんもハクにポンポンされて、元気を出すのですわ……」

「ぴぃ」

　シャーロットはローラの頭の上にハクを乗せる。

　するとハクは二本の前脚で、ポンポンと髪をなでてくれた。


「皆ありがとうございます……私なんかのために……びえぇぇぇぇんっ！」
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　自分の一撃で剣を折ったのに、誰だれも責めることなく、むしろ慰めてくれている。

　そのことが申し訳なくて、ローラは涙がとまらなかった。

「ちょっと、ちょっと。もの凄い剣戟の音がしたと思ったら、外まで泣き声が聞こえてるんだけど、何があったの？　誰か怪我けがでもしたの？」

　と、そこにエミリアがやってきた。

　シャーロットとアンナは事情を説明する。

「そう……新品の鋼の剣が真っ二つに……普通あることじゃないけど、仕方がないわね。ローラさん、泣かないの。折れちゃったのは残念だけど、双剣を買うために皆で頑張った思い出は消えないでしょ？」

「そう。ローラとシャーロットとハクが手伝ってくれたことが何より嬉しい。双剣よりも大切な宝物」

「ひぐっ……アンナさん……ありがとうございまず……新しい双剣は、私が誕生日までに用意ずるので……ゆるじでぐだじゃい……」

「だから、怒ってない。よしよし」

「ローラさんもアンナさんもお優しいですわ……わたくしも新しい双剣を手に入れるため、全力を尽くしますわっ……ううっ……必ず、必ずアンナさんの誕生日までに……ひぃぃぃんっ！」

　シャーロットまで感極まって、泣き叫びながらアンナに抱きついた。

　ローラも一緒に抱きついた。

「あなたたち、本当に仲がいいのね。でも、もう遅いから早く寮に帰りなさい。じゃ、私も帰るから」

「待って。エミリア先生、帰る前に私を助けて。左右から抱きつかれて身動きとれない」

「また明日ね～～」

「そんな……」


「アンナさぁぁん、そうけんはっ、私が、必ず、必ずぅぅぅ！　うわぁぁぁん！」




「剣が折れても、わたくしたちの友情は折れたりしませんわぁぁぁっ！」



　その後もローラとシャーロットは十数分に渡り泣きじゃくり、ようやく泣き疲れ、学食に向かった。

　すると、すでに学食の営業時間は終わっていた。

　ミサキがいたら無理矢理開けてもらうのに、もう帰ったあとだった。

　晩ご飯を食べ逃したという悲しみに、三人と一匹は涙した。
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　晩ご飯を食べられなかったのは残念だが、泣きまくった疲れのおかげで、ぐっすりと眠れた。

　もっともローラはいつでもどこでもぐっすり眠れるのだが、普段以上にぐっすり眠ったのだ。

　そして学食で朝食を食べながら改めてアンナに謝罪し、シャーロットと一緒に自分たちの教室に行く。

　着席したローラは、机の上ででんぐり返しをして遊ぶハクを眺めながら、どこから双剣を調達してこようかと悩む。

　またギルド直営店で買っても、同じ結果になるのは目に見えている。

　もっと頑丈な剣を買わないと意味がない。

　ところが、質のいい剣は高いのだ。

　普通の生徒ならこんな悩みを持つ必要はないのだが……ローラたち三人は普通の生徒とは言いがたい。

　魔法学科のローラとシャーロットはいいのだ。強くなればそのまま戦闘力に結びつく。

　しかし剣を主体に戦うアンナは、自分の実力に見合った武器が手に入らないという問題に直面していた。

　それでも、今まで使っていた大剣なら、培った技術で力を受け流し、刃が折れないように立ち回ることができる。

　これからも同じ戦い方を続けるのであれば、それで間に合う。

　だが、アンナは新しいことに挑戦しようとしている。

　なのに、武器が手に入らないから諦あきらめろというのでは、可哀想かわいそうすぎるだろう。

　ローラが鉛筆を上唇で挟みながら悩んでいると、エミリアがやってきて、授業を始めた。

「今日は浮遊宝物庫ほうもつこの話をするわよ。ほら、ローラさん。いつまでも鉛筆で遊んでないで、真面目まじめにやりなさい」

「はーい」

　怒られてしまった。

　確かに、授業中は授業に集中すべきだ。

　ローラは不良生徒にはなりたくなかったので、大人しく鉛筆を手に取り、教科書とノートを机に広げる。

　ハクはいまだに机の上でゴロゴロして遊んでいたが、邪魔だから頭の上に移動してもらった。

「有名だから知っている人もいると思うけど、浮遊宝物庫は古代文明の遺跡よ」

　エミリアの言葉を聞き、ローラは首をひねった。

　はて、確かにどこかで聞いた名前だ──と、悩んだのも束つかの間ま。すぐに思い出す。

　文化祭で魔法学科の三年生が『世界の主な古代遺跡の発掘状況』という、信じがたいほど真面目なテーマの発表をしていたのだが、そこで浮遊宝物庫も紹介されていた。

　確か、空飛ぶ島のイラストがパネルに描かれていた。

　そして教科書にも、似たようなイラストが載っていた。

「私たちは未いまだ、古代文明のことはほとんど分かっていないわ。でも、この浮遊宝物庫はその中でも別格。なにせ普段はこの世界から姿を消していて、数年から数十年に一度、不定期に出現するの。そして数日に渡って空を飛んで、また姿を消す──だから発掘も調査も、ほとんど進んでいないのよ」

　世界から姿を消すなんて次元倉庫みたいだなぁ、とローラは思った。

「そんなわけで、浮遊宝物庫という名前で呼ばれているけど、本当に宝物庫なのかどうかもちゃんとは分かっていないのよね。でも、色んなお宝が見つかっているわ。オリハルコンやミスリルのインゴット。美術品とか書物とか。こういうのが、当時の様子を知るための資料になるわけね」

　お宝、と聞いて、ローラはピクリと反応する。

　別にお金が欲しいわけではない。

　欲しいのは、もっと別のもの。

「浮遊宝物庫には今まで何度も調査隊が送られてるわ。でも、いきなり現れるから、まともに準備もできないまま調査しないといけないの。それに数日で消えちゃうから、帰るタイミングを間違うと、そのまま浮遊宝物庫と一緒に、別の世界に連れて行かれてしまうの。白骨化した前の調査隊の死体が発見されることも、よくあるらしいわね」

　白骨死体と聞いて、女子たちが短い悲鳴を上げた。

　だがローラはひるまず、手を上げて質問しようとする。

　ところが、前の席に座っているシャーロットに先を越されてしまった。

「エミリア先生。浮遊宝物庫には、古代の魔法剣などもあるのでしょうか？」

「あるみたいね。すでに何本か見つかってるみたいだし。まあ、私もあんまり詳しくないから、知りたい人は図書室で調べてみてね」

　エミリアからその情報を引き出したシャーロットは、後ろを振り返り、ローラに向かってウインクし、親指を立てた。

　ローラもビシッと親指を立てて返事をする。

　やはり、古代文明の宝物庫と聞けば、同じことを考えてしまうのだ。

　放課後は図書室にこもって情報収集だ。

　もちろん、浮遊宝物庫はいつ現れるか分からないので、おそらくは無意味になるだろう。

　しかし、どんな魔法剣が見つかったか調べるだけでも楽しいではないか。

　それに世の中、何が起きるか分からない。

　アンナの誕生日までに浮遊宝物庫が出現する可能性だって、ゼロではないのだ。





※






「司書さん、司書さん。浮遊宝物庫の本はどこにありますか？」

　シャーロットとアンナを引き連れて図書室にやってきたローラは、まずカウンターに座っている女子生徒に話しかけた。

　彼女は魔法学科の三年生。

　漆黒の髪を長く伸ばした美人さんだ。

　とても寡黙で、いつもジッと座って本を読んでいる。

　一度読書に熱中すると周りが見えなくなるタイプらしく、語りかけても答えが返ってこないことが多い。

　しかし将来は、司書を目指しているという話を以前、聞かせてもらった。

　それも『魔導書を管理する司書』が理想だとか。

　そこでローラは彼女を「司書さん」と呼ぶようになった。

　すると読書を中断し、嬉うれしそうに少しだけ微笑ほほえんで答えてくれるようになった。

　だが無論、まだ司書ではなく、ただの図書委員長である。

「浮遊宝物庫？　それなら古代文明の棚にあるはずよ。ほら、あの辺」

「なるほど！　ありがとうございます！」

「どういたしまして。でも元気一杯なのはいいけど、図書室では静かにね、ローラちゃん」

「はーい」

　司書さんこと図書委員長は、また読書に戻ってしまった。

　おそらく、このまま何時間もひたすら、ページをめくる指以外は動かさずに読み続けるのだろう。

「……図書委員長が変人だという噂うわさは聞いていましたが……まさかあんな美人だとは知りませんでしたわ。漆黒の髪なんて珍しいですわぁ」

「話しかけても応こたえてくれないことで有名なのに。ローラは普通に話してた。凄すごい」

「えへへー、私の人徳ですよー」

「ぴ！」

　と、小声で語りながら、ローラたちは古代文明の棚に向かう。

　もっとも、今のところ、ローラたちと図書委員長しかいないので、騒いでも問題はなさそうだ。

　なにせ読書モードの図書委員長は、話しかけられようが触られようが、気にもとめないのだから。

「さてと。この棚から、それっぽい本を探しましょう」

「この本が面白おもしろそう。『古代文明は滅びたのではなく宇宙へと旅だったのだ！』って本。ロマンがある」

「アンナさん。面白い本を探しに来たのではありませんわ」

「でも、あとで個人的に借りていく」

「面白さだけで選ぶなら、これとかどうです？　『現代モンスターは弱すぎる!?　～復活した古代ドラゴンの俺おれがチートな魔力で無双する～』……どうやら小説みたいです！」

「ですから、趣旨が変わっていますわ！」

「分かってますよシャーロットさん。浮遊宝物庫の本を探すんです。しかし、それはそれとして……この本はあとで借りることにしましょう」

　読んでいたシリーズを最終刊まで読破してしまったので、寝る前に読む本がなくて困っていたのだ。

　この本が面白ければいいなぁと思いつつ、棚から抜いてテーブルの上にキープしておく。

　まあ、それはそれとして、浮遊宝物庫の本も真面目に探さなくては。

「あ、この本」

　アンナは背伸びして、棚の一番上から本を取ろうとする。

　しかし、彼女は十四歳まであと一週間という年齢。

　ローラほどではないが小さい。

　そこで後ろからシャーロットがアンナの腰を摑つかんで持ち上げると、ようやく手が届いた。

「ありがとう、シャーロット」

「どういたしまして。それにしても、この図書室、ちょっと棚が高すぎませんこと？」

「狭いスペースに本を詰め込んでますからねぇ」

　文句を言いつつ、三人で本の表紙を眺める。

　ちなみにタイトルは『戦闘メイドは見た！　ご主人様のお供で浮遊宝物庫に向かった私は、超古代の秘密を知る!?　お宝を巡る冒険者同士の血肉の争い！』だ。

「とても長いタイトルですねぇ……」

「しかし『戦闘メイドは見た』シリーズは評判がいいらしいですわ。この著者は五十年くらい前に活躍していた人で、実際にメイドと冒険者を兼業をしていたのですわ。それで同じく冒険者のご主人様と一緒に、色んな場所を冒険していて、それを本にして出版したノンフィクション。わたくしの実家にも何冊かありましたわ」

「へえ、戦闘メイドさんは実在の人物なんですね。それなら期待できそうです」

「早速、ページをめくってみよう」

　アンナが椅子いすに座って表紙をめくったので、ローラとシャーロットはその両隣に座った。

　ハクもテーブルの上にピョンと降りて、興味深げに見つめている。

「……何か、自分のご主人様がどれだけ格好良くて強くて偉大かという話から始まったんだけど」

「シリーズの恒例ですわ。その辺は読み飛ばしても問題ありませんわ」

　横から手を伸ばしたシャーロットが、勝手にページを進めてしまう。

　ご主人様の紹介のあとは、突如として出現した浮遊宝物庫に乗り込むためお弁当を用意する話。

　他ほかの冒険者たちも浮遊宝物庫を目指していたが、自分とご主人様が一番乗りだった話などが続く。

「うーん……興味がないわけではありませんが、これじゃ日記です。私たちの求めている本とは違うのでは？」

「待って。次の章は『そもそも浮遊宝物庫とは何か』という紹介になってる」

　その章には、今日、授業で習ったことが書かれていた。

　しかしアンナの戦士学科ではまだ習っていないようなので、ローラとシャーロットで解説しながら読み進めていく。

「ふむふむ。確かに、探せばよさげな剣が眠っていそう」

「はい。実際、この本に『今まで浮遊宝物庫で見つかったお宝のリスト』がありますが、魔法剣も載っていますよ！」

　浮遊宝物庫の調査は、外縁部しか行なわれていないというのが通説だ。

　しかし、それでも、お宝のリストは百を超えている。

　まあ、お宝といっても、ローラたちには読むことすらできないであろう古代の書物とか、怪しげな壺とか、用途不明の魔力を帯びた道具とか、「それって本当にお宝？」と問いたくなるような代物も混じっている。

　だが中には、ドラゴンに践まれてもへこまない鎧よろいとか、魔法を反射する盾たてとか、手に持って念じるだけで変身できる杖つえなど、いかにも凄そうなお宝も発見されていた。

　古代文明の遺跡ならそうこなくちゃ、という感じだ。

　そして、剣もいくつか見つかっている。

　所有者の意識を乗っ取って手当たり次第に人を切りまくる剣、とか。

　切れ味はパッとしないが、手に持って何かしゃべると皆が笑ってくれる剣、とか。

　古代文明の人は何を思って作ったのだろうと首をひねりたくなる魔法剣がリストアップされていた。

　無論、普段の倍の速さで動けるようになる剣、といった普通に強そうな剣も見つかっている。

「やっぱり、古代文明の遺跡にはロマンがありますね。是非とも探険してみたいです！」

「同感ですわ。しかし、いつどこに出現するか分からないのでは、難しいものがありますわ」

「そうですねぇ……この戦闘メイドさんも、たまたま自分たちの家の近くに現れたから探険できたと書いていますし……」

　浮遊宝物庫の出現パターンは、いまだに明らかになっていない。

　明日現れるかもしれないし、十数年後かもしれない。

　エミリアは授業で、前に出てきたのは二十年前だから、そろそろ頃合ころあいかもしれない──と言っていた。

　しかし、根拠のない話だ。

　下手へたをすると、ローラたちが生きているうちは、もう出てこないという可能性だってある。

「まあ、浮遊宝物庫は、とりあえず調べてみただけです。でも古代文明の遺跡を探すというのは、悪くないと思うんですよ」

「確かに、すでに発見済みの遺跡でも、隅々まで調査されているとは限りませんものね。あとから意外なお宝が見つかるというのは、よくある話ですわ」

　ローラとシャーロットが浮遊宝物庫から、もっと手頃な遺跡に話を移しているのに、アンナだけはまだ本を読み続けていた。

「どうしたんですか、アンナさん。その本にハマっちゃったんですか？」

「そういうわけじゃないけど……ここが気になって」

「はて？　何かよさげな情報が書いてあるんですか？」

　ローラはアンナが指さしているページを読み始めた。

　すると確かに、気になることが書いてあるではないか。




　──私とご主人様は浮遊宝物庫の長い廊下を進んでいました。

　そして、とある石板を踏んだ、そのときです。

　カチッという音がしたと思ったら、向こうから大きな岩がゴロゴロと転がってくるではありませんか！

　私とご主人様は攻撃魔法でそれを破壊しようとしますが、流石さすがは古代文明の遺跡。岩に何か細工がしてあるらしく、破壊どころか表面を削ることすらできません！

　仕方なく走って逃げますが、岩はドンドン加速し、私とご主人様を押し潰つぶそうとします。

　ああ、もう絶体絶命。

　神様、私はどうなってもいいから、せめてご主人様だけは助けてください……と祈りを捧ささげたとき、本当に救いの主が現れたではありませんか！

　それは白銀色の髪を長く伸ばした女性でした。

　まるで本当に神様の使いかと思うほど麗しい彼女は、とてつもない魔力で岩を粉みじんに打ち砕きます。

　突然の出来事に、私とご主人様は啞然あぜんとしますが、銀髪の女性は更に驚くべきことを言いました。

「ねえ、あなたたち。何か食べるものを持ってなぁい？　お腹なかペコペコで力が出ないのよ」

　女性はそう呟つぶやき、お腹からグゥゥゥという音を出しました。

　聞けば、たまたま浮遊宝物庫の出現地点を通りかかり、せっかくなので入り込んでみたはいいものの、何の準備もしていなかったから食料もなく、お腹と背中がくっつきそうなんだとか。

　そこで私は、持ってきたサンドイッチを女性に差し上げました。

　すると女性は美味おいしそうにぺろりと食べ、「美味しかったわ、ありがと～～」と言って、手を振りながらどこかへ行ってしまいました。

　その後、私とご主人様は浮遊宝物庫の探険を続けましたが、銀髪の女性と再会することはありませんでした。

　そして食料が尽きた三日目、数本のオリハルコンインゴットだけを成果に、地上に戻ります。

　銀髪の女性がサンドイッチをむしゃむしゃ食べなければ、もう一日滞在できたのですが……あまり長く居座ると、浮遊宝物庫と一緒にこの世界から消えてしまうことになるので、私とご主人様はよしとしました。

　まあ、それから更に三日ほど、浮遊宝物庫は空に居座っていたのですが。

　地上に戻った私とご主人様は、あの女性が何者だったのかと語り合います。

　あの膨大な魔力。

　飄々ひようひようとした性格。

　白銀色の髪に、麗しい容姿。

　もしかしたら私たちは、伝説の大賢者に出会ってしまったのかもしれません──。





「が、学長先生じゃないですかぁぁぁっ！」



　ローラはつい大声を上げてしまう。

　しかし、それでも図書委員長は黙って読書を続けている。

　最早もはや、図書委員としての仕事を放棄しているとしか思えない。

　もっとも、これが普通の図書委員だったら、ローラは今の大声でつまみ出されていたところだ。

　図書委員長の仕事放棄に感謝しつつ、新たな手がかりを得るため、ローラたちは学長室へシュパパッと駆け出した。

　その途中、エミリアに見つかり「廊下を走らないの」と怒られたので、歩いて行くことにした。





※






　そしてローラは、学長室の扉をノックする。

　なんと驚くべきことに、中から「はーい、どうぞ～～」と大賢者の声が返ってきた。

　何かの罠わなかと思いつつ、「失礼します」とドアノブを回す。

　すると、本当に大賢者がそこにいて、椅子に座ってイチゴパフェを食べているではないか！

「が、学長先生が昼寝もしないで起きてる!?」

「事件ですわ！」

「体の具合でも悪いの……？」

「ぴー！」

　全員で飛び上がるほど驚いた。

　目をゴシゴシ擦こすって、見間違いじゃないかと確かめたほどだ。

「酷ひどいわね。私だってお昼寝しない日だってあるのよ」

「なんと……それは知りませんでした」

「流石は大賢者……一本取られましたわ……」

「いや、待って。本体はどこかで寝てて、これは魔法で作った幻覚かもしれない」

「本物よ。イチゴパフェを幻覚に食べさせるなんてもったいない。そもそも何の目的であなたたちを騙だまさなきゃいけないのよ」

「いやぁ、学長先生なら、面白がってやるかなぁと」

「あのね、私はちゃんとした大人なのよ。そんな子供じみたことはしないの」

　大賢者は少し立腹した様子でイチゴパフェを食べ続ける。

　あまりちゃんとした大人には見えなかった。

　もっとも、わざわざイチゴパフェを食べる幻覚を用意する理由もなさそうなので、本当に大賢者が起きてそこにいるのだろう。

「それで皆、何の用かしら？」

「ズバリ！　浮遊宝物庫のことを聞きに来たんです！」

「浮遊宝物庫？　随分と懐なつかしいわねぇ。私も何度か行ったことがあるわぁ。最後は五十年くらい前だったかしら？」

「おお、やっぱり行ったことがあるんですね。この本に学長先生と思わしき人物が登場していましたよ！」

　ローラは図書室から持ってきた『戦闘メイドは見た！　ご主人様のお供で浮遊宝物庫に向かった私は、超古代の秘密を知る!?　お宝を巡る冒険者同士の血肉の争い！』をズバーンと突き出して見せた。

「あら、有名なシリーズじゃないの。そう言えば、メイド服を着た冒険者にサンドイッチをご馳走ちそうになったことがあった気がするわ」

「まさにそのエピソードです！」

「へえ、あの子が戦闘メイドの著者になったのね。見せて見せて」

「どうぞー」

　ローラは大賢者に本を渡す。

　と、そのとき、図書委員長に『貸し出しカード』を提出せずに持ってきてしまったことを思い出した。

　まあ、明日にでもこっそり返しておけば、バレないはずだ。

「へえ、ふぅん、懐かしいわ……あのサンドイッチでお腹いっぱいになったから、あのあと日当たりのいい場所にいってお昼寝したのよねぇ。懐かしいわ」

「なんだ。やっぱり学長先生は隙すきあらば寝ちゃうんですね」

　お昼寝と聞いて、とても安心したローラであった。

「それで学長先生。そんなに何度も行ったことがあるなら、今から簡単にひょいっと行く方法とか知らないの？」

　アンナが質問した。

「今から？　それは無理よ。だっていつどこに出現するか分からないんだもの。ああ、でも。次元倉庫の魔法は、浮遊宝物庫を見て思いついたのよー」

「やっぱりそうだったんですね。似てるなぁと思ってたんですよ」

「でも、私たちの次元倉庫の空間に、浮遊宝物庫は入ってないから……きっと、また別の世界にいるんでしょうね。古代文明はまだまだ未知で一杯だわ」


「はえ～～……学長先生がそう言うんだから、本当にそうなんですねぇ」



　ローラは感心して呟く。

　三百年近くも生き、そして最強の魔法使いとして君臨している大賢者でも分からないことだらけ。

　ならば普通の人間が古代文明の謎なぞに迫るなど、不可能に思える。

　しかし──。

「私がいくら長生きしたって、しょせんは一人の人間だもの。でも、百年生きる人が十人いたら、千年分。百人いたら一万年分よ。私なんかよりもずっと凄いわ」

　大賢者はイチゴパフェを食べながら、不思議なことを言い始めた。

　それはローラにとって、新しい考え方だった。

「百年生きる人が十人で千年……えー、でもですよ。その十人が情報交換しているとは限らないじゃないですか。百人になったらもっと大変ですよ。バラバラに行動したら、一万年分にはならないと思います。そもそも死んじゃったら記憶が消えちゃいます。学長先生みたいにずっと生きてるなら話は別ですけど……」

「あら。死んだら確かに記憶は消えるかもしれないけど、記録は残せるわ。例えば、ほら。こういうのとか」

　と言って大賢者は、本をかざしてみせる。

　さっきローラが渡した、戦闘メイドの本だ。

　それを見たローラはハッとする。

「この本の作者がまだ生きてるのかどうかは知らないけど、本を開けば、戦闘メイドさんが何を見て何を感じたのかを知ることができるわ。十人や百人どころじゃなく、何千人も何万人もの人と知識を共有できるのよ。たとえ本にならなくても、言葉で語り継いでも知識は残る。そして自分が死んでからずっと経たってから、誰だれかが本にまとめて、世の中に発信してくれることもあるでしょう」

「ふふ……では、わたくしやローラさん、アンナさんのことも、いつかは本になるということですわね！」

　シャーロットは目を輝かせて声を出した。

「そうねぇ。あなたたちなら、本になるくらいの冒険者になっちゃうでしょうね」

　それを聞き、ローラは思いをはせる。

　自分たちが、名物生徒としてそこそこ有名なのは知っていた。

　だが、自分たちが死んだあとも、その記録が残り、誰かに読まれ続けるなんて、想像もしていなかった。

　この学園の図書室だけでも、一万冊を超える本があると図書委員長に聞いたことがある。

　小説だったり、絵本だったり、図鑑だったり、エッセイだったり、難しい学術書だったり、料理のレシピ本だったりと様々だ。

　その著者は、生きている人もいれば、もう死んでしまった人もいるだろう。

　しかし、いずれにせよ、著者が伝えたかったことが書いてあるのだ。

　顔も合わせたことのない人、生きた時代すら違う人の考えを知ることができるなんて、何と凄いことなのだろう。

「分かってきました！　一人一人にできることは小さくても、自分がやったことを本として残しておけば、別の誰かが引き継いでくれるかもしれないというわけですね！」

「そういうことよー。現に、浮遊宝物庫なんて、バラバラに向かった調査団が、あとで自分たちの情報を交換し合って、少しずつ地図を作っているもの。浮遊宝物庫がこっちの世界に現れるたび、地図が更新されていくのよー」

「何だか凄いです。格好いいです！　学長先生はきっと、その地図にもの凄く貢献しているんでしょうね！」

「……あ。そういえば前回回ったところの情報を冒険者ギルドに提出するの、忘れてたわ」

「学長せんせーッ！」

　ローラは叫んでしまった。

　あれだけ知識を共有することの大切さを語っていたくせに、自分はそれを怠っているなんて。

「今からでも遅くないです！　さあ、地図を更新しましょう！」

「うーん……五十年も前のことだから、記憶があやふやだわ……現地に行けば思い出すと思うんだけど……」

「自分のしたことを誰かに引き継がせる気ナッシングですわね……」

「なにしに浮遊宝物庫に行ったのか聞きたいくらい」

　シャーロットとアンナは、大賢者に冷ややかな視線を向けた。

「なにしにって、散歩よ散歩。ふらふらしてたら浮遊宝物庫が出現したから、何となく中に入って、お腹が減ったから戦闘メイドにサンドイッチをもらって、一眠りしてから帰ったのよ」

「酷い……完全にニートですわ……」

「ニートじゃないわよ。だってちゃんとした冒険じゃない。冒険者として働いているわ」

「しかし、その冒険の記録を残していないのでは、働いたことにはなりませんわ」

「……イチゴパフェおいしい」

　シャーロットの冷静な指摘に大賢者は答えることなく、ガラス容器の底に残ったイチゴパフェをスプーンでかき集める作業に逃げた。

「まあまあ、シャーロットさん。かつてはニートだった人も、今では立派な学長先生なんですから、許してあげましょう。それよりも、学長先生が今まで浮遊宝物庫でどんなものを発見したのか聞きたいです！」

「当時から学長だったんだけど……そうね、例えば羽衣とか。それを着けると、空を飛べるのよ」

「へえ……でも私たち、それがなくても魔法で飛べますよ」

「だからタンスの中にしまってあるわ」

　絵に描いたような宝の持ち腐れだ。

　使わないなら売ればいいのに、とローラは思ったが、きっと「面倒だから」という答えが返ってくるのだろう。

「剣は見つけませんでしたか？　アンナさんに似合いそうな短剣とか！」

「剣はなかったわねぇ。私もそんなに深いところまでは行けなかったし」

「そうですか……じゃあ、他には面白いものありましたか？」

「天井てんじように星空を映し出すオーブとか」

「おお、ロマンチック！」

「あと、服がスケスケになっちゃうメガネなんかも拾ってきたわ」

「え、えっちです！　まさか学長先生、それを使ったんですか!?」

「うふふ」

「学長先生がメガネをかけていたら全力で逃げないと！」

「ニートな上に変態ですわぁ！」

「勝手に裸を見るのはよくないと思う……」

　ローラたちは震えながら壁際まで逃げる。

　それを見て大賢者は頰ほおに手を当て、楽しげに微笑んだ。

「大丈夫、大丈夫。さすがに生徒には使わないから」

　すると教師には使ったのだろうか。

「はあ……それにしても、古代文明って意外としょーもない物を作ってたんですねぇ」

　ローラの中で古代文明は、もの凄く偉大だというイメージだった。そのお宝といえば俗世を離れたものだと思っていた。

　それがまさか、スケベなメガネなどを残していたとは……。

「ま、古代文明の人も、えっちなことに興味があったのよ」

「ミサキさんのような人は昔からいたということですか……」

　考えてみれば、獣人は古代文明が人工的に作った種族だ。

　古代文明の人がえっちなら、獣人がえっちなのも道理かもしれない。

「それにしても、学長先生でも浮遊宝物庫に行く方法を知らないなら、やっぱり自然に出てくるのを待つしかないということ。諦めたほうがいい」

　アンナは淡々と呟く。

　初めからさほど期待していなかったのかもしれない。

　しかしローラは期待一杯で来たので、がっくりと肩を落とす。

「うーん……では、どこで短剣を探しましょう……」

「短剣？　それって何の話？　そもそも、どうしてそんなに浮遊宝物庫に行きたいの？」

「実はですね──」

　ローラたちは、アンナの誕生日が近いこと。アンナのために三人と一匹でモンスターを狩り短剣を二本買ったのだが、すぐに折れてしまったこと。そこで折れない短剣を探していることを説明した。

「へえ、アンナちゃんの誕生日なのね。あいにく私は短剣は持ってないけど……王宮の宝物庫に余ってないかしら？　ちょっと陛下におねだりしに行きましょう」

「なるほど王宮に……って、いいんですか!?　野菜とか分けてもらうのとは訳が違うんですよ！」

　ローラが実家に住んでいた頃、町の人から、畑で取れた野菜をもらったりしていた。

　その代わり、ローラの家でも、モンスターの肉や油をお裾すそ分けした。

　ご近所づきあいというものだ。

　そしてギルドレア冒険者学園と王宮は同じ王都にあるので、ご近所といえなくもないが……かなり無茶な話である。

「浮遊宝物庫で探すより、王宮の宝物庫を探すほうが現実的よ。善は急げ。早速、行きましょう」

　話が随分と妙な方向に動き出してしまった。

　やはり大賢者が絡からんでくると、大賢者ペースになってしまうのだ。

　相談する相手を間違えただろうか、と思いつつ、しかし『王族のお宝なら期待できるかも』と欲深いことを考えてしまうローラであった。





※






「駄目に決まっておるじゃろ。何を考えているんだ、お前たち」

　執務室で真面目に書類と向き合っていた女王陛下のところに押しかけ、「王室の宝に短剣があったら二本くださいな」とお願いしたところ、ぴしゃりとした返答を投げつけられた。

　ローラたち三人は「ま、そうだろうな」という顔をするが、大賢者は諦めず「けちんぼー」と食い下がる。

「もうすぐアンナちゃんの誕生日なのよ。お宝の一つや二つ、くれたっていいじゃないの」

　大賢者はそう言いながら、机をバシンッと手のひらで叩たたく。

　ソファーに座ってその様子を眺めるローラは、気が気でなかった。シャーロットとアンナも同じ気持ちだろう。

　なにせ、ここは王宮で、相手はこの国で一番偉い人。

　そんなシチュエーションで『たかり』をやっているのだ。

　常人の行いではない。

「だからどうした！　国民の誕生日ごとに王室の宝を配っていたら、この国は破産してしまうじゃろうが！」

　実にごもっともな話なのだが、それでも大賢者は頑張った。

「アンナちゃんはこんなにも可愛かわいいのよ。だからいいじゃない」

「大賢者よ。そなた、自分で言ってて、無茶な理屈だなぁ、とか思わんのか？」
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「思うけど……そこを何とか」

「無茶と自覚しながらゴリ押しするとは……たまげたなぁ」

　女王陛下は茫然ぼうぜんとした顔で大賢者を見つめる。

「たまげたなら、ね？」

「ね、とか可愛い声で言っても駄目なものは駄目じゃ。まあ、兵士が使っている剣なら、余っているのを持っていってもいいぞ」

「そういう普通の剣だと、この子たちが使うと折れちゃうのよ」

「……そなたら、子供のうちからそんなに強くなってどうしようと言うのだ？　まあ、優秀な冒険者が育つのは、この国にとっていいことじゃが」

　女王陛下はローラたちを見ながら、呆あきれた声を出す。

「一生懸命やっていたら、いつの間にか剣が折れるようになった」

　と、アンナは照れくさそうに頭をかきながら答える。

「あはは……若さゆえの過ちというやつです」

　ローラは適当に笑って誤魔化ごまかした。

「わたくし、何だか仲間はずれですわ。寂さびしいですわ」

　剣士ではないシャーロットは、悔しそうに言いながら、ローラの頭からハクを取り上げ、ぎゅーっと抱きしめた。

「ぴー」

　ハクはそんなシャーロットを慰めるように、前脚で二の腕をポンポンと触る。

　神獣に慰められたら、御利益ごりやくがありそうだ。

「ふぅむ……事情は分かった。分かったが、やはり王室の宝は駄目じゃ。先祖代々の物じゃからな。短剣は今すぐ必要というわけでもないのじゃろ？　ならば誕生日は別の物で我慢して、いずれ手に入れればよかろう。そうじゃ、妾わらわが美味しいお菓子をやろう。滅多に食べられないような、高級なお菓子じゃぞ」

「あら、陛下。お菓子くらい、誕生日と言わずに今すぐ食べさせてあげなさいよ」

「分かっておる。というか、大賢者よ。短剣をもらいに来たというのは口実で、本当はお菓子を食べに来たのじゃろ？」

「そんなことはー、ないわよー」

　大賢者は棒読みだった。

「いつもいつも適当な口実でやってきては、お菓子と紅茶をねだりおって。そなたら、こういう大人になっては駄目じゃぞ」

　女王陛下は深いため息とともに、ローラたち三人に教訓を与えてくれた。

　しかし、教訓よりもまず、高級なお菓子とやらが気になるお年頃なのだ。

　口の中でヨダレが洪水を起こしていた。

　そんなローラたちの顔を見た陛下は苦笑しつつ、机の上にあった呼び鈴を鳴らす。

　すると執務室に、メイドさんが入ってきた。

　ローラたちも文化祭でメイドさんになったが、本物はオーラが違う。

　いかにも仕事中という表情だ。

　陛下はメイドさんに「フルーツタルトと紅茶を五人分……ああ、いや、六人分じゃ」と命令する。

　ちゃんとハクの分も入っているのだ。

　気の利きく女王陛下である。

　そして、メイドさんは大きなフルーツタルトを持ってきて、六つに切り分けてくれた。

　ローラはフルーツタルトというものを初めて見たが、ようはフルーツがてんこ盛りになったケーキだ。

　イチゴにオレンジ、ブルーベリーといった、市場でよく見かけるフルーツで彩いろどられた外見は食欲を誘う。食べる前から美味しいと分かってしまうほどの鮮やかさだ。

「メイドさん、メイドさん。この黄緑のは何というフルーツですか？」

「それはキウイという南国から輸入したフルーツです」

「へぇぇ、名前を聞いたのも初めてです。シャーロットさんは知ってました？」

「も、もちろんですわ！」

　シャーロットは髪をかき上げながら力強く言う。しかし目を合わせようとしないので、おそらく噓うそだろう。

「どう？　王宮に来れば、いつでも美味しいものが食べられるのよ」

「大賢者。なぜそなたが自慢げなのじゃ。王宮は喫茶店ではないのだぞ」

　女王陛下はずっと怒りっぱなしだが、どこか楽しそうだった。

　何だかんだで、大賢者が遊びに来るのを歓迎している節がある。

　メイドさんも微笑ましそうにその様子を見つめてから、一礼して執務室から出て行った。
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「ごちそうさまでした。凄く美味しかったです！」

「こんな美味しいケーキを食べたのは初めて。流石は女王陛下。素敵な誕生日プレゼントをありがとう。まだ誕生日じゃないけど」

「このキウイというフルーツ、初めて食べましたが、酸味が美味でしたわ。このような物を南国から取り寄せるなんて、陛下の見識には恐れ入りますわ！」

　ローラたちは、フルーツタルトの感想を述べる。

　それにしても、やはりシャーロットはキウイを知らなかったらしい。

　誰も追及していないのに自ら暴露するとは、意表を突いたスタイルだ。

「ぴー」

　ハクも嬉しそうに鳴いた。

「うむ。そなたらが喜んでくれて、妾も嬉しいぞ。またいつでも遊びに来るがよい」

「じゃあ毎日来ちゃうわー」

「大賢者よ。お前は遠慮を覚えるのじゃ」

　そんな感じで楽しい時間を過ごし、ローラたちは執務室を後にする。

　なにせ女王陛下が仕事をしているところに押しかけたのだ。

　あまり邪魔をしては、この国の運営に支障をきたす。

　先程のメイドさんに見送られながら、ローラたちは王宮から出て、門に向かって広い庭園を歩く。

「それにしても学長先生。浮遊宝物庫が前に出たのは二十年前なんですよね？」

「そうねぇ。ちょっと遠いところだったから、私は行かなかったけど」

「じゃあ、次にいつ出現してもおかしくないってことですよね」

「まあ、いますぐ出てきてもおかしくないし、更に十年待つことになってもおかしくないわよ」

「ふぅむ……こう、空に向かって念じたら、出てきたりしませんかね？」

「まさかぁ、そんなの無理よ」

「いや、しかし。次元倉庫って学長先生が浮遊宝物庫を見て思いついたんですよね？　だったら、次元倉庫を使える私たち二人で念じたら、釣られて出てくるかもしれません！」

「うーん……かなり無理のある理屈だけど、やるだけならタダだし、やってみましょうか」

「お、それでこそ学長先生。ノリがいいです！」

　というわけで、ローラと大賢者は、庭園の池の前で手を繫つなぎ、空を見上げながら念じた。




「「浮遊宝物庫よ、来い来い……」」




「お二人とも、急に何を始めましたの……？」

「来い来いって、池の鯉こいじゃないんだから……」

　シャーロットとアンナは、呆れ顔を浮かべていた。

　ハクもローラの頭の上で、「ぴぃ？」と訳が分からなそうな鳴き声を漏もらす。

「私と学長先生がその気になれば、浮遊宝物庫くらい呼び出せるかなぁと思いまして」

「どうせなら、あなたたちもやりなさいよー」

　大賢者の一言で、四人で手を繫ぎ、輪を作ることになった。

　そして皆で空を見上げて、「来い来い」と唱える。

　しかし、ただ言葉を発するだけでは芸がないので、ローラは真剣に空間に干渉してみることにした。

　まず、浮遊宝物庫がこの世界から完全に姿を消しているという事実を改めて考える。

　次元倉庫とそっくりだ。

　現に大賢者も、浮遊宝物庫をモデルにして次元倉庫の魔法を作ったと言っていた。

　ならば、次元倉庫を応用すれば、浮遊宝物庫に干渉できるかもしれない。

　とはいえ、ローラと大賢者が使っている次元倉庫の空間に、浮遊宝物庫らしき物体はなかった。

　ならば、別の空間、別の次元にあるのだろう。

　空間とか次元がどんなものなのか言葉では説明できないが、しかし〝感覚〟では分かっているつもりだ。

　別の次元。より深い場所にある空間。

　見たことも聞いたこともない概念を頭の中で思い描き、そことここを繫げるイメージを作る。

　すると、握った手を通して、大賢者も同じことをしているのが伝わってきた。

　互いに目を合わせ、そしてイメージを膨らませる。二人の魔力をブレンドする。

　この王宮の敷地の上空に、時空の穴を開けるのだ。

　ローラと大賢者の魔力が高まり、空に解き放たれる。

　その瞬間、黒板をツメで引っ搔かいたような、甲高い音が鳴り響く。

　更に晴天の空に雷のような光がほとばしり、大気と地面が小刻みに揺れた。

「な、なんですのー!?」

「地震と雷がいっぺんに来た……！」

　シャーロットとアンナが騒ぎ出すが、振動も光もすぐに治まった。

　だが、空の上では、もっと強烈な異変が起きていた。

　いや、ある意味では異変ではないのかもしれない。

　なにせソレは、不敵にとはいえ、この世界に出現する性質を持っているのだ。

　その場所が今回はたまたま、王宮上空だったというだけ。

　その時間が今回はたまたま、この瞬間だったというだけ。

　しかし、それでも、ローラたちが念じた瞬間に現れたということに、意味を見いだしたくなってしまう。

　自分たちの想おもいが魔法となって発動し、古代文明の遺跡を呼び寄せたのではないか、と。

「あらー……まさか思いつきでやったのが本当に成功しちゃうなんて、何でもやってみるものねぇ……」

　大賢者すら啞然とした顔で空を眺めていた。

　その視線の先には、空飛ぶ島があった。

　教科書に載っていた、浮遊宝物庫のイラストとそっくりであった。
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「おーい、どうなってるんだ、あれはぁぁっ！」



　ローラたちが、庭園から浮遊宝物庫を眺めていると、女王陛下がドレスを翻ひるがえしながら、血相を変えてバタバタ走ってきた。

「ああ、陛下。どうなってると言われても、私たちもよく分からないわ。浮遊宝物庫が出てきたらいいなぁと思っていたら、本当に出てきちゃったのよ。世の中、不思議なこともあるものねぇ」

　大賢者は世間話でもするようにして語った。

　随分ととぼけた話だが、実際にその通りなので仕方がない。

　ローラを含めて、おそらくこの四人の中で、本当に浮遊宝物庫が出現すると信じていた者はいないだろう。

　出てきたらいいなぁと思っていたら本当に出てきた、というのは真実なのだ。

「浮遊宝物庫じゃと……？　ああ、知っているぞ。古代文明の遺跡じゃろ。普段は姿を消しているし、出てきたとしても飛んでいるから、ほとんど調査されていないんじゃろ？　確か、前に出てきたのは妾が小さい頃じゃったな」

「あら。陛下は今でも小さいじゃない」

「そなたが魔法で小さくしたんじゃろ！　本当は大人じゃぁ！」

　女王陛下は威嚇いかくするように両腕を高く上げ、大賢者に向かって犬歯をむき出しにした。

　怒った姿も可愛い。

「はいはい、大人大人。まあ、それはともかく。陛下、せっかく王宮の上空に、貴重な遺跡が出現したのよ。調査しない手はないわ」

「うむ。他国に先駆けて調査できるな。やってくれるか、大賢者」

「もちろんよ。だから、食料とか寝袋とかの準備をよろしくね、陛下」

「分かった。ちょっと待っておれ！」

　そう言って陛下は王宮に走って行った。

　随分とフットワークの軽い女王様だなぁと、その後ろ姿を見ながらローラは思った。

「さてと。私たちは一度、学園に戻りましょう。明日と明後日あさつてを臨時休校にするわ」

「え、どうしてですか？　まあ、休みだと私たちも探索しやすくて助かりますけど」

「そう、それよ。滅多に現れない古代文明の遺跡が目の前にあるのよ。普通の授業なんてしている場合じゃないわ。生徒のためというより、教師のためね。ギルドレア冒険者学園の教師は皆、元は優秀な冒険者だから。この状況でジッとしていろなんて残酷だわ。なので学園はお休み。ただし明日と明後日だけ。それ以上お休みしたら、授業が遅れちゃうし、なによりも浮遊宝物庫がこの世界から消えちゃう可能性があるもの」

「そんなにすぐ消えちゃうんですか？」

「長いときは一週間以上いるけど、今までの最短は三日よ。最短に合わせるわ。まあ、命知らずの冒険者たちが何日も浮遊宝物庫に残ってチキンレースをするのは自由だけど、冒険者学園の教師はだーめ。許しません」

「なるほど。ごもっともだと思います。私も先生たちがこの世界から消えちゃうのは嫌ですから！」

「そういうこと。とりあえず、今日のところはぐっすり眠って英気を養って、明日の早朝に浮遊宝物庫に乗り込みましょう。探すのはもちろん、アンナちゃんの短剣よ」

　大賢者は嬉しいことを言ってくれる。

　いまだ人類がほとんど立ち入ったことのない未知の遺跡。そして人類史上最強の魔法使い。

　こんな歴史的な組み合わせなのに、目的はあくまで、一人の少女の誕生日プレゼントなのだ。

「というわけで、今日は学園で臨時休校の手続きしたら、皆でぐっすり寝るわよ～～！」

「「「おお～～！」」」

「ぴー！」

　皆で拳こぶしを突き上げ、ぐっすりを誓い合う。

　しかも臨時休校の手続きは大賢者以外に関係ないので、ローラたち生徒組は、本当にぐっすり眠るだけだ。

　誓いにも熱が入るというものである。





※






　そして大賢者は、校内にまだ残っていた教師を集め、臨時休校することと、その理由を説明した。

　更に、校舎や寮のあちこちに、休校のお知らせを貼はりまくる。

　これは人海戦術が必要なので、ローラたちもお手伝いした。

　休校のお知らせを貼るのが終わると、大賢者も一緒に寮の大浴場にザブーンと入った。

　そして着ぐるみパジャマに着替え、「わーい」とドタバタ廊下を走る。

　すると、いつかと同じように、寮長に叱られてしまった。

「学長！　いい歳としして生徒と一緒に廊下を走るなんて……あなた何歳になったんですか！」

　オバチャン寮長は目をつり上げ、恐ろしい表情で説教をしてくる。

「……もうすぐ二百九十八歳になります……」

「その歳でドタバタと……恥ずかしくないんですか！」

「ごめんなさい……」

　大賢者はシュンと小さくなる。

　サメの着ぐるみパジャマを着ているのに、まるで迫力がなかった。

　ローラたちも大賢者の隣でシュンとする。

　十数分の説教のあと、ようやく解放され、ローラとシャーロットの自室に辿たどり着いた。

「よーし、寝るわよー」

　説教された直後なのに、大賢者はもう元気になっていた。

「うふふ、わたくしがローラさんの隣なのは確定ですわぁ」

　などと言いながら、シャーロットはローラを抱きしめたまま、ベッドに倒れ込む。

「私もローラの隣」

　アンナもベッドに寝転がり、シャーロットの反対側からローラに抱きついた。

「あらぁ、じゃあ私はどこに行こうかしら」

　大賢者は顎あごに手を当て、真剣な顔で悩み始める。

「ローラの左右は埋まったから、私かシャーロットの隣だよ」

「わたくしの隣をオススメしますわぁ」

「うーん……三人とも可愛いから、三人の上に覆い被かぶさるわ！」

　そう言って大賢者は、ピョンとジャンプし、掛け布団ぶとんのようにローラたちの上で大の字になった。

「ひゃあ、重い……あれ、重くないですね……？」

「不思議ですわ……」

「学長先生。ちゃんとご飯食べてるの？　学長先生は綺麗きれいだからダイエットの必要はないよ」

　大賢者の体温は伝わってくるのに、重さがほとんどない。

　それこそ、吹けば飛びそうだ。

　アンナが過剰なダイエットの心配をするのも無理はない。

　が、ちゃんと柔らかいので、拒食症というわけでもないのだろう。

「飛行魔法を半端はんぱにかけて、体重を軽くしてるのよー。これであなたたちも重くないでしょ」

「ぜ、絶妙なコントロールですわ……！」

「学長先生は器用ですねぇ」

　浮遊魔法を当たり前に使えば、体は浮遊してしまう。

　かといって弱すぎればローラたちにのしかかる形になる。

　体を浮き上がらせず、羽毛のような重さを維持し続けるのは、想像するだけで大変そうだ。

　ローラとシャーロットは大賢者の凄さを改めて思い知る。

「学長先生の大きさでそんな軽いなら、ちょっと押しただけで飛んでいきそう。えい」

　アンナは両腕で大賢者をグイッと押した。

　すると大賢者の体は、ぽーんと飛び上がり、天井にぱふんと当たって跳ね返ってきた。

「わー」

　風船のように扱われた大賢者は、笑顔のまま悲鳴を上げ、ベッドの上に戻ってくる。

「おお、凄い。学長先生、軽かろやかです！　私も……えいっ」

「わたくしも押しますわ！」

「あーれー」

　大賢者はふわふわと飛んでいき、部屋の壁につっこみ、反対側の壁に向かってふわふわ飛んでいく。

「あはは、おもしろーい」

「三人ともー、私で遊んじゃ駄目じゃないのー」

　などと言いながらも、大賢者も楽しんでいる様子だ。

　このまま徹夜で遊んでも遊んでも飽きないかもしれない。

　そうローラが思ったとき、布団の上で丸まっていたハクが眠たげな声を上げる。

「ぴぃ……」

　とても文句を言いたそうな目だった。

「あ、ごめんなさいハク……私たちがうるさくて眠れないですよね……」

「学長先生が楽しすぎて我を見失っていた。めんぼくない」

「明日の朝一番で浮遊宝物庫に行くのですから、そろそろ眠ったほうがいいですわ」

「そうね。睡眠は大切よ」

　大賢者は空中をスイスイと泳いで、ベッドに戻ってきた。

　そして、再びローラたちに覆い被さった。

「それじゃ、おやすみなさーい」

「「「おやすみなさーい」」」

「ぴー」
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　次の日。

　真っ先に目を覚ましたのはアンナだった。

　彼女はローラたちを「朝だよ朝だよ」と揺すり起こす。

　そして素早く着ぐるみパジャマを脱ぎ、私服に着替えてしまった。

　一方、ローラとシャーロットは、まだ重たいまぶたを擦こすっている。

　大賢者にいたっては、むにゃむにゃと夢の世界から帰ってこない。

「早く、早く」

　アンナにしては珍しく、気が急せいている様子だった。

　昨日は表に出していなかった、やはり浮遊宝物庫ほうもつこに求める双剣があるかもしれないと期待しているのだろう。


「ふぁぁ……おはよう、アンナちゃん。そんなに慌あわてなくても大丈夫よ。浮遊宝物庫は少なくとも今日と明日はこっちにいるはずだし。飛行魔法を使える魔法使いじゃなきゃ辿たどり着けないから競争もそんなにないし」



「それでも、万が一と言うこともある」

　のんびりすぎる大賢者と、ソワソワしているアンナ。

　間あいだを取って、ここは自分が指揮を執るべきだ、とローラは立ち上がる。

「アンナさんは落ち着いてください。そして学長先生はいい加減ちゃんと起きてください。歯を磨いて、顔を洗いましょう」

「はいはい。それから学食に行って、朝食を食べましょう」

「……それはちょっとのんびりしすぎじゃないですか？　朝ご飯は、空を飛びながら干し肉とか食べたらいいと思います！」

　冒険者の携帯食料といえば、干し肉だ。

　別に干し肉以外にも、乾パンとかクッキーとかチョコレートとか、色々な種類がある。

　しかしローラの中では、森の奥深くで岩に腰を掛け、干し肉を食いちぎっている屈強な冒険者のイメージが強かった。

　実のところ、ローラはまだ干し肉を食べたことがない。

　古代文明の遺跡に向かう途中に仲間と食べるなんて、いかにもなシチュエーションだ。干し肉初体験をするには、もってこい。

「でもローラちゃん。浮遊宝物庫に行ったら、オムレツ食べられないのよ。今のうちに食べておかなくても大丈夫？」

「……今すぐ学食に行きましょう！」

　ローラの干し肉に対する憧あこがれは、オムレツによって容易たやすく塗りつぶされた。

「ローラさん、分かりやすくてお可愛かわいらしいですわぁ……」

「何でもいいから、素早く行動」

「ぴー」

　全員が歯磨きと洗顔を終え、私服に着替えたのちに学食へ移動。

　臨時休校なので、生徒はほとんどいなかった。きっと、これ幸いと惰眠をむさぼっているのだろう。

　とはいえ、ローラたちのように早起きしている者も少数ながらいる。

　たんに早起きが習慣になっているのか、それとも浮遊宝物庫に行くつもりなのか。

「ミサキさん、おはようございます！」

「ぴー」

「おお、ロラえもん殿にハク様。シャーロット殿とアンナ殿に、今日は大賢者殿も一緒でありますな。やはり浮遊宝物庫に行くでありますか？」

「そうです！　大冒険です！」

「私は冒険には行けないので、うらやましいであります」

「ミサキさんも努力すれば強くなれますよ、きっと！」

「残念ながら、ミサキには努力するためのど根性がないであります。努力しないで強くなりたいであります」

「それは贅沢ぜいたくというものですよ！　強さとは、地道な努力の果てに付いてくるものなのです！」

　ローラは真剣に、噓うそ偽りのない気持ちで語った。

　しかし、なぜかシャーロットとアンナに、ムッとした顔で睨にらまれてしまう。

「ローラさんがそれを言うと、皮肉に聞こえますわ」

「ローラは剣の修行は地道にやってるかもしれないけど、魔法は違う」

「そ、そんなことはないですよ……魔法だって練習しています！」

　これは言い訳でも何でもなく本当だ。

　大賢者に少しでも追いつくため、日々の授業で知識を得ているし、魔力コントロールの練習は決してかかさない。

「それでロラえもん殿はオムレツでいいとして、他ほかの皆は何にするでありますか？」

「おっと、ミサキさん。私がいつもオムレツを食べているからといって省略してはいけませんよ」

「でも、オムレツでありましょう？」

　ミサキは面倒くさそうな顔で聞いてきた。

　だが、ローラは「ふふふ」と不敵に笑い、自慢げにオーダーを口にする。

「オムレツ、二人分、です！　もちろん、ハクの分はまた別に！」

「おお、確かにいつもと違う注文であります！　反省であります！」

「浮遊宝物庫に行ったらオムレツを食べられませんからね。今のうちに食べ貯だめしておくのです。その程度も予想できないとは……ミサキさんもまだまだですねぇ」

「立派な食堂のオバチャンへの道のりは遠く険しいであります」

　そうしてローラは二人分のオムレツを胃袋に詰めた。

　いくらオムレツが大好きでも胃袋の大きさは普通の九歳なので、かなりキツかった。

　しかし、しばらくオムレツを食べられないことを考えれば、今のうちに食べておくのは正解だ。

　人間、オムレツを食べられるときに食べておく。これが生き延びる秘訣ひけつである。

「ローラちゃん、何だか苦しそうだけど、行ける？」

「い、行けましゅ……さあ、出発です……」

　ローラは重たいお腹なかをさすりながら、皆と一緒に学園の庭に出て、そして大賢者が出した絨毯じゆうたんに座った。

　絨毯は王宮へ向けて飛び立ち、昨日も通りかかった池の前に降り立った。

「おお、大賢者たち！　待ちわびていたぞ！」

　絨毯が降りてくるのを王宮から見ていたのか、女王陛下がスタタタタと走ってきた。

　それに続いて、メイドさんも現れる。

　メイドさんは背中に大きなリュックサックを背負っていた。

　更に、四つの水筒をぶら下げている。

「リュックサックには二日分の食料と、ナイフ、ロープ、ランタン、マッチなどサバイバル道具が入っています。まあ、大賢者様たちには必要ないかもしれませんが……」

「そうね、魔法で代用できるから食料だけで十分だけど……雰囲気が出るから持って行くわ」

「ありがとうございます。それから水も魔法で出せると思ったので、水筒の中はジュースを入れておきました」

　メイドさんはそう言いながら、まずはローラの首に水筒を提げてくれた。

「わーい、ありがとうございます！　何のジュースですか？」

「ふふ、全部違う種類なんです。だから飲んでみてのお楽しみです」

「おお、それは楽しみです！」

　冒険というよりは、ピクニックの気分になってきた。

　先程、お腹の限界までオムレツを食べたローラだが、早くもヨダレが出てきてしまう。

「あとで水筒の中身を回し飲みするのですわ」

「誰だれが何ジュースか気になる」

　シャーロットとアンナも、水筒の虜とりこになっている。

　別にジュースくらい学食に行けばいくらでも飲めるのだが、何が入っているか分からないというのが、興味をそそるのだ。

　もしかしたら普段飲めないような果実で作ったジュースかもしれない。

「さあ、皆。そろそろ行くわよ。焦あせる必要はないけど、だからと言って時間が無限にあるわけでもないんだから」

　リュックサックを背負った大賢者は絨毯の上にぺたんと座る。

　ローラたちもそれに続いて絨毯にぴょんと飛び乗った。

　その瞬間、絨毯はふわりと浮かび上がる。

「それじゃ陛下。行ってくるわね」

「うむ。可能な限り浮遊宝物庫を調べ、地図に書き加え、お宝を見つけるのじゃ！　この国の冒険者が優秀であることを世界に知らしめろ！　……まあ、しかし、無事に帰ってくるのが一番じゃぞ」

「分かってるわよ。私一人ならともかく、子供たちも一緒だから、無茶はしないわ」

「陛下、メイドさん、行ってきまーす」

「ガザード家の名にかけて、必ずやお宝を持ち帰りますわ！」

「リュックサックと水筒をありがとう」

「ぴー」

　ローラたちは少しずつ高度を上げる絨毯から身を乗り出し、女王陛下とメイドさんに手を振った。

「気をつけるんじゃぞー」

「行ってらっしゃいませ」

　向こうも手を振ってくれた。

　出発の挨拶あいさつを済ませると、絨毯は風の結界で包まれ、一気に浮遊宝物庫へと加速する。

　陛下もメイドさんもあっという間に小さくなり、王都そのものが遠くなっていく。

「皆、見てください。私たち以外にも浮遊宝物庫を目指している人がチラホラいますよ」

「本当ですわ。まあ、次のチャンスがいつになるか分からないのですから、当然ですわ」

「こうして見ると、空を飛べる人って沢山たくさんいる」

　アンナはうらやましそうに呟つぶやく。

　しかし『沢山』とは言っても、今、飛んでいるのは三十人ほどだ。

　王都と、更にその周辺からも冒険者が集まってきているだろうから、もっと飛べる人がいてもおかしくはない。

　ローラたちより早く浮遊宝物庫に行ったか、これから出発するかのどちらかだろう。

　まあ何にせよ、これだけの人数が一斉に飛んでいるというのは、確かに珍しい。

　皆で目指す浮遊宝物庫は、下から見ると巨大な岩だ。

　だが教科書のイラストによれば、あの上には草原や森、建物がある。

　まさに空飛ぶ島なのだ。

　王都そのものよりは小さいだろうが、王宮と冒険者学園の敷地を合わせたよりは確実に広い。

　どう頑張っても一日や二日で全て見て回るのは不可能。

　まして古代文明の残した罠わながあるのだから、ほとんど未調査のままなのも頷うなずける。

　その未調査の場所から、アンナが使うに相応ふさわしい双剣を見つけ出すのだ。

「あれ……？　あそこにいるのはエミリア先生じゃないですか？」

「あら、本当ね。あの子もやっぱり冒険者ねぇ……エミリアー、やっほー」

　ローラたちは絨毯の上から、少し離れた場所を飛ぶエミリアに向かって呼びかけた。

　すると向こうもこちらに気付き、進路を修正して近づいてきた。

「学長たちも浮遊宝物庫に向かうだろとは思っていましたけど……まさか同じタイミングで飛び立ったなんて」

「奇遇よね～～」

「エミリア先生と私たちは、以心伝心ということですね！」

「せっかくですから、エミリア先生もご一緒したらよろしいのでは？」

「仲間は多い方が心強い」

「そうね、そうしなさいよ。私は前にも浮遊宝物庫に来たことがあるから、少しはガイドできるわよ」

「うーん、そうですね……では、お言葉に甘えて……よいしょっと」

　エミリアは絨毯に座り、飛行魔法を解除した。

「ああ、楽ちん……いい学長を持って幸せです」

「エミリアったら若いくせに楽することを覚えちゃって……浮遊宝物庫についたら、ちゃんと働くのよ」

「はいはい。でも働くって何をするんです？」

「そりゃ、古代文明が残した魔導兵器との戦いよ。強力なゴーレムとか出てくるから、修行だと思ってしっかりねー」

「うげぇ……学長が強力と言うんだから、よっぽど強いんでしょうね……」

　エミリアは今から嫌そうな顔を浮かべていた。

　しかし、ローラとシャーロットは顔を見合わせ、手と手を取って喜んだ。

「強力なゴーレムですよ、シャーロットさん！」

「戦わずにはいられませんわぁ！」

「二人とも元気ねぇ……アンナさん、いつも一緒に遊んでて疲れない？」

「疲れるけど楽しいよ？　それにゴーレムは私も見てみたい」

「そりゃ私も興味はあるけど……学長、私が怪我けがしそうになったら助けてくださいよ」

「そうねぇ、エミリアが限界まで頑張って、それでも駄目なら助けてあげるわ」

「はあ……相変わらずスパルタなんですから……」

　と、口では嫌そうなことを言うエミリアだが、顔には闘志が浮かんでいた。

　それでこそ魔法学科一年の担任だ、ローラも誇らしい気分になった。

「それで学長。どのルートから侵入するんですか？」

　そう言ってエミリアは、絨毯の上に二枚の地図を広げた。

　一枚目は、森や丘などが書かれているので、浮遊宝物庫の上部の地図だろう。

　二枚目は、まるで迷路だ。通路が幾つも書き込まれ、行き止まりや分かれ道が無数にある。しかも書きかけ。

　ある地点から通路が延びて、空白。また別の地点から通路が延びて、空白。

　線と線が繫つながらない。

　分かりにくいことこの上ない。

「この書きかけの迷路は何なんですかぁ？」

「これはね、浮遊宝物庫の内部の地図よ」

「内部……？　つまり地下ってことですか？」

「空を飛んでいる島の内部を地下って言うべきかどうか分からないけど……そういうことね」

「へえ、表面だけじゃないんですね」

「そうよ。むしろ、地下のほうが本命ね。地上の部分は、のどかな風景が広がっているだけだから」

　エミリアの説明を、ローラ、シャーロット、アンナは真剣に聞いていた。

　しかし横から大賢者が茶々を入れてくる。

「あら、エミリア。まるで見てきたみたいに語るのね。前に浮遊宝物庫が出てきたのって、あなたが物心つく前じゃないの」

「実際に見たことがなくても、文献を漁あさればそれなりのことは分かります。というか、学長は実際に見たんですから、この子たちに教えてあげたらいいじゃないですか」

「だって教えるまでもなく、もうすぐ現物が見えるのよ？　百聞は一見にしかず。ああ、ほら。あれが浮遊宝物庫の上層ね」

　絨毯は、むき出しの岩肌スレスレを登り、そして岩が途切れた。

　瞬間、ローラたちの目の前に緑が広がる。

　まずは草原。

　島の端から始まり、ずっと遠くまで続いている。

　向こう側にはなだらかな丘がいくつかあり、そこから小川が流れていた。

　そして小川のそばには森があり、更に奥には砦とりでのような建物が見える。

「おお、凄すごい！　こんなものが空を飛んでるなんて！」

「まるで地上を切り取ったみたいですわ」

「小川の水はどこから来てるんだろう。不思議」

　ローラたち三人は感想を口にした。

　ほぼ未調査の遺跡というイメージとは裏腹に、のんびりとした光景だ。

　ずっと眺めていても飽きない。

　と思ったのも束つかの間ま、突如、絨毯に激しい衝撃が襲いかかった。

「うひゃ！　何ですか今の！」

　ローラがそう叫んだときには、衝撃は消えていた。

「今のは、浮遊宝物庫を包む結界を超えた衝撃よ」

　大賢者が声明してくれた。

「ほへぇ……結界なんてあるんですね」

「そうよ。だから力のない者は、ここまで辿り着けても、結界に跳ね返されちゃうわけ。あと、結界の内側と外側で、空気の流れが完全にシャットアウトされているわ。それから、あれを見て」

　ローラたちは言われるがまま、首を上に上げる。

　するとそこには太陽があった。

　空に太陽があるのは、別に不思議でも何でもない。

　だというのに、ローラはギョッとしてしまう。

　なぜなら、太陽が二つ浮かんでいたからだ。

「小さい方は、結界の中を照らすためのミニ太陽よ。結界とミニ太陽のおかげで、外がどんな状態になっても、浮遊宝物庫は快適というわけ」

「なるほどー。だから自然豊かなんですね」

「凄い技術ですわ……」

「こんな凄いものを作れたんだから、凄い短剣も作ったに違いない。期待できる」

「こういうものだって知識は一応あったけど……実際に見ると凄いわね……」

　エミリアもポカンと口を開けてミニ太陽を見つめている。

　この浮遊宝物庫においては、生徒と教師という立場は関係なく、等しくド素人だ。

　ただ大賢者一人が経験者として余裕たっぷりの顔をしている。

「あ、ちなみにエミリア。あなたが持ってきた地図、役に立たないわよ。今日は地下二層まで行くから。あなたの地図は一層しか書いてないじゃない？」

「え、二層？　二層ってあるんですか!?」

「あるわよー。私、五十年前に行ったもの」

「行ったならちゃんとギルドに報告してくださいよ！　世の中の人は、一層しかしらないんですよ！」

「報告するのをうっかり忘れちゃっててー」

「うっかりにも程があります！　二層があるって分かったら、教科書に書き加えられますよ！」

「そうねぇ。私のせいで皆、間違った教科書を五十年も使ってきたのね。うふふ」

「何を笑ってるんですか！」

「大丈夫、大丈夫。次は報告するから。私が忘れてたらエミリアが報告しておいてね」

「え……私が報告したら、私の手柄になっちゃいますよ？」

「別にいいんじゃないのー？」

「はあ……本当に適当なんですから……駄目ですよ。ちゃんと学長がやってください」

「えー、めんどうねぇ」

　そんなスケールが大きい割には間の抜けた会話をしながら、絨毯は草原の上を飛んでいく。

　やがて森を抜け、その向こう側に辿り着く。

　そこには真四角な建物が建っていた。

　色は灰色。

　高さはかなりある。王都で一番大きいのは大聖堂だが、それと同じくらいだろうか。

　材質は、遠目には分からない。つなぎ目がないので、レンガではないだろう。もちろん木製でもない。

　巨大な岩をサイコロの形に切り抜いたような印象を受ける。

　そのサイコロ型の巨大な構造物は、淡い水色の光を出したり消したりしていた。まるで心臓の鼓動のようなリズムだ。

「学長先生、学長先生。ガイド、お願いします！」

「ふふ、了解。と言っても、私もちゃんとは調べてないわ。でも多分、あれはここの空気を清浄にするための装置ね。あと、小川を流れる水も発生させてると思うわ。まあ、魔力の流れから勝手に想像しただけなんだけど」

「なるへそ。そんな空気と水ですか……そんな雰囲気がありますねぇ」

「凄いわ……地図にも六面体があるって書いてあるけど……まさかこんな不思議な物体だったなんて……言葉だけじゃ伝えきれないわね。誰か絵に自信のある人いないの？」

　エミリアは悔しそうに呟く。

　この光景を皆に伝えたいのだろう。

「ふふふ、絵ならわたくしにお任せですわ！」

「いえ、シャーロットさんに描いてもらうくらいなら、ジェスチャーで表したほうがまだしも伝わると思います」

「同感。シャーロットの画力は絶望的。浮遊宝物庫が誤解されるからやめたほうがいい」

「そ、そうなの……まあ、イラストって上手な人が描かないと伝えられないわよね」

「酷ひどいですわ！　わたくしの絵は芸術ですわ！」

「シャーロットさん、無理しないほうがいいですよ」

「うぅ……」

　シャーロットは以前、似顔絵対決でミサキに惨敗したことがある。その記憶が新しいので、自信が長続きしないのだろう。

　むしろシャーロットの根拠のない自信を打ち砕いたミサキがここにいれば、あのサイコロ状の物体を上手にスケッチしてくれたはずだ。しかし彼女は戦闘訓練を受けていないので、危険な場所には連れて行けないのだ。

「謎なぞの装置見学ツアーはここまで。目的地はもうちょっと先よ」

「学長。この先には入り口がないはずですが……？」

「地図に載ってないだけでしょ？」

「ですから学長。そういうのを見つけたなら、ちゃんとギルドにですね」

「帰ったら報告するから」

「約束ですよ？」

「はーい」

　どちらが年上なのか分からないような会話だ。

　エミリアは年下のローラたちはおろか、遙はるか年上の大賢者からも心労をかけられているらしい。

　本当にご苦労様だ。

　今度、肩たたき券を作ってあげようと誓うローラだった。





※






「えーっと、この辺だったと思うんだけど……ああ、あれね」

　大賢者が見つめる先にあるのは、木に囲まれた小さな泉だった。

　まさか水浴びでもしていこうというのか──とローラが思っていると、本当に泉に向かって突っ込んで行くではないか。

「にょわぁっ」とか「うぎゃぁっ」とか、色々な悲鳴があがった。

　しかし、絨毯は水に濡ぬれることはなかった。

　方向転換をしたのではない。

　風の結界により水が弾はじかれ、濡れないまま泉の中に侵入したのだ。


「ふぇぇ……もう、学長先生。こうするならあらかじめ言ってくださいよ。びっくりするじゃないですか」



「あら、ごめんなさい。でもスリルがあって楽しいでしょ？」

「無意味なスリルは求めていません！」

　ローラが叫ぶと、他の皆も「そうだそうだ」という顔で頷く。

　ハクすら一緒に頷いていた。

「皆、若いのね淡泊ねぇ。それより誰か、明かりを出してくれてもいいんじゃなーい？」

「では、わたくしにお任せですわ」

　シャーロットは手のひらから、光の玉を出した。それが泉の中を照らし出す。

　透明度の高い水なので、底までよく見える。

　魚は一匹もいなかった。

　そして水底には何と、大きな穴が空いているではないか。

「水中洞窟という奴やつですか？」

「そうよー。ここから潜ると一層に行けるの。地図に載っていない場所だから、ほとんど手つかずよ」

「穴場ですね！　学長先生と一緒でよかったです！」

「穴場を教えてくれるのは嬉うれしいけど……本来は共有すべき情報なのよね……」

「私が最初に見つけたんだから、少しくらい独占したっていいでしょ」

　その少しというのが五十年になってしまうあたり、大賢者の時間感覚が常人と違うことを物語っている。

　エミリアとしてもツッコむのが疲れてきたようで、軽くため息を吐つくだけで済ませた。

「ちなみに、ここ以外の入り口って、どんなのがあるんですかー？」

「えっとね。小さい建物があちこちにあるんだけど、そこから階段で降りていったり。あと、地上にも洞窟があって、そこからも一層にいけるわ。水中洞窟も探せばもっとあるかもね」

　そう説明しながら大賢者は絨毯を水中洞窟に潜らせた。

　下に、上に、右に、左に、とグネグネ進んでいく。

　ほどなくして、水が途切れた。

　絨毯が上昇して行った先は、明らかに人工的に作られた通路だった。

「これが地下一層ですか？」

「そうよ。なかなか異質な感じがするでしょう？」

「ど、どうやったら、このように均一な壁を作ることができるのでしょう……」

「触るとツルツルしている。丁寧に磨いたのかな？」

　シャーロットとアンナは、通路の壁に触れ、その質感に驚いていた。

　なにせ、さっきのサイコロ状の物体と同じく、つなぎ目が全くないのだ。

　色はやや青みがかった灰色。

　ローラたち五人が横に並んでも余裕があるほど広い。

　こんなものを地下に作ってしまう技術とはどんなものなのか……想像もつかない。

　いや、壁の質感がどうという以前に、クリアな視界が不気味だ。

　なにせ、ここには窓がない。

　地下なのだから当然だが、にもかかわらず、明るい。

　シャーロットが手のひらから出している光の玉だけでは、こう奥までは照らせないだろう。

　学園の廊下よりも長い通路の向こう側まで、ハッキリと見えている。

　その理由は簡単。

　床や壁そのものが、淡く発光しているからだ。

「どういう仕組みで光ってるのかしら？　魔法？　でも魔力はどこから……」

「エミリア。それはここで考えても無駄よ。なにせ世界を移動する島なんですから。古代文明の技術力は私でも理解不能。あとでゆっくりと想像の翼を広げなさい。今はまず、遺跡の冒険を楽しみましょ」

「同感です、学長先生。私は早くこの先に進みたくてウズウズしています。あまり長く待たされると、一人で走って行っちゃいますよ！」

「ローラさんが行くなら、わたくしも行きますわ！」

「短剣、短剣はどこ」

「ぴ！」

　生徒三人と神獣一匹は、これでもかとソワソワして見せる。

　子供っぽいようだが、しかし未知の場所を前にして平静でいられるとしたら、それはむしろ冒険者失格だろう。

「大丈夫よ。私たちだって、早く先に進みたいんだから。ね、エミリア」

「当然です。教師になってからは控えていましたが……私も冒険者。未知に挑む気概は失っていません！」

　エミリアは拳こぶしを握りしめた。

　目に炎が灯ともっている。

　そこにいるのは魔法学科一年の担任ではなく、Ａランク冒険者エミリアであった。

「それで学長。ここは地図だとどこなんですか？」

「そうねぇ……水中洞窟がここでしょう？　で、こんな感じでグネグネ曲がってきたから……」

　大賢者とエミリアは、二枚の地図を見比べ、おおよその場所を予想する。

「地図を書くのはエミリアに任せるわ。あなた几帳面きちようめんだから、そういうの得意でしょ」

「分かりました。特別得意ではありませんが、この中では私が適任だと思います」

　エミリアは一同の顔を見回しながら頷いた。

　何やら失礼なことを言われた気がしたローラであった。

「じゃ、取りあえずこっちにまっすぐ。ずーっと進んで、はい、一度ストップ。そこを曲がると……ゴーレムが待ち受けているわ」

　ゴーレムというのは、泥とか石とか金属とかで作られた、動く人形のことだ。

『侵入者を排除せよ』とか『味方以外を全て倒せ』といった単純な命令しか実行できないが、逆に単純な作業ならすこぶる役に立つらしい。

　魔力で動くので、定期的に魔法使いが魔力を注入してやらないと止まってしまうという難点がある。だが、衣食住を必要とする人間の労働者よりは管理に手間がかからないとも言える。

「古代文明のゴーレム……凄そうですね！」

「しかし、何千年も昔のものですわ。どうして魔力切れにならないのでしょうか？」

「きっと、とても小食」

　ローラたち三人は、好奇心の赴くまま、通路を曲がろうとした。

　が、大賢者に止められてしまう。

「待って。ゴーレムとはエミリアに戦ってもらうわ。パジャレンジャーの中の人たちは見学」

「「「えー」」」

　と、不満を口にしてみるが、ここに来る前からエミリアに戦わせるという話をしていた。

　予約済みなら仕方がない。

「……私たちは心が広いので、エミリア先生に譲って差し上げましょう」

「そんなに譲って欲しいわけじゃないんだけど……修行のつもりで頑張るわ！」

「ふぁいとよー」

　大賢者の応援を背に受けて、エミリアは角を曲がった。

　ローラたちもすぐ後ろを付いていく。

「あれが古代のゴーレムですか……強そうですね！　エミリア先生、頑張ってください！」

　待ち受けていたのは、黒い岩でできたゴーレムだった。

　身長はエミリアの倍はある。

　当然、腕も脚も太く、殴られただけで結構な衝撃になるだろう。

　もちろん単純な物理的衝撃なら、エミリアほどの魔法使いは気にもとめない。

　しかし黒いゴーレムは、不気味な魔力を放っていた。

　確実に〝何か〟を仕掛けてくる。

「相手が巨体ならこっちも巨体よ！」

　エミリアは氷の精霊を召喚し、ゴーレムに体当たりさせた。

　二体の巨人が激突する。

　お互いガッチリと組み合い、一歩も引かない……と思いきや、ゴーレムの頭突きにより、氷の精霊がひび割れた。

　それでよろめいた氷の精霊に、ゴーレムは膝蹴ひざげりで追い打ちをかけ、完全に木こっ端ぱ微塵みじんにしてしまう。

　ゴーレムは勢いそのままに、エミリアに向かって走ってきた。

「くっ──流石さすがは古代文明！」

　エミリアは防御結界を張り、振り下ろされた拳を受け止めた。

　それはローラの目から見ても、十分に分厚い結界だった。

　怪力で氷を砕けても、Ａランクの魔法使いは砕けない──。

　しかしゴーレムは怪力だけの存在ではなかった。

　全身から不思議な魔力を放ち、エミリアの防御結界を削り始めたのだ。

「なっ、どんな仕掛けよ、これ！」

　エミリアが驚くのも当然だ。

　防御結界を貫くには、より大きな魔力をぶつけて破壊するのが常套じようとう手段。

　また、より難易度が高いが、術式に干渉して結界を分解するという手もある。

　ところがゴーレムが今やっているのは、そのどちらでもない。

　触れたそばから問答無用で削り取っている。

　まるで魔力そのものを無効化しているかのようだ。

　エミリアはゴーレムの拳を防ぐために魔力を次々と放出するが、即座に分解されていくのでキリがない。蛇口の壊れた水道だ。このままではエミリアの魔力はあっという間に枯渇する。

「でも、私の前で動きを止めたのは下策ね！」

　そう言ってエミリアはゴーレムの腹に手を添える。

　同時にゴーレムの内部にて爆発系の攻撃魔法を発動。

　閃光せんこうと轟音ごうおん、突風が通路で荒れ狂う。

　流石の古代文明も、内側からの攻撃には対策していなかったようで、ゴーレムはバラバラになり、破片となって飛び散った。

　ローラ、シャーロット、大賢者は、その破片を防御結界で弾く。

　アンナは手で払いのけた。

「どうだった、エミリア。そこそこ苦戦してたみたいだけど？」

「ま、まあまあですね。少し戸惑いましたが、私の敵ではありません！」

　エミリアはメガネをクイッと上げ、自慢げな顔で語る。

　やはり大人になっても、恩師の前では見栄みえを張りたくなるのだろう。

「あら、威勢がいいのね。ちなみに、浮遊宝物庫のゴーレムは、倒しても倒しても、しばらくするとどこからともなく現れて、決まった場所を守るのよ。だからここも、何時間かしたら別のゴーレムがやって来るわ」

「すると帰りにまた戦うことになるわけですね。ところで、そんな大量のゴーレム、どこから供給されてくるんでしょう……？」

「どこかで自動的に生産されているとしか思えないわねぇ……古代文明は不思議で一杯よ」

　大賢者とエミリアは、ゴーレムの破片を見つめながら言葉を交わす。

　ローラたち三人も、破片を拾ってシゲシゲと眺めた。

　どう見ても普通の岩だ。

　なのに魔力を分解する機能が付いていたのだから、古代文明恐るべし、だ。

「わたくしもゴーレムと戦いたいですわ！　戦いたいですわ！」

「そうねぇ。じゃあ、次に出てきたら、シャーロットちゃんが戦いなさい。ただし、危なくなったら私が乱入するわよ」

「危なくなどなりませんわ！」

　ところが数分後。

　二体目のゴーレムの拳を受け止めたシャーロットは、あっという間に防御結界を貫かれてしまった。

　大賢者が横からゴーレムを蹴飛ばしてくれなかったら、今頃いまごろ、シャーロットの顔面はぺちゃんこになっていただろう。

「うう……エミリア先生は五秒ほど受け止めていましたのに……わたくしは一秒も持ちませんでしたわ……」

「そりゃそうよ。流石にまだシャーロットさんには負けないわ」

　悔しがるシャーロットに向かって、エミリアは心外だという顔を向ける。

　それにしても、こうして改めて見ると、エミリアは本当に強い魔法使いだと気付かされる。

　魔力も技術も、シャーロットとは段違い。

　そのシャーロットとて普通の生徒からすれば規格外の強さを持っている。三年生で最強と言われていた生徒に、タイマンで勝ったこともある。

　しかし、まだまだ教師には及ばないらしい。

「わたくし、相手が誰であろうと負けるのは嫌ですわ！」

「気持ちは分かるけど……せめて卒業するまで待ってちょうだい。教師より強い生徒は、ローラさんだけで十分よ」

「いいえ、待ちませんわ！　卒業するまでに倒すリストに、エミリア先生も入っていますわ！　ローラさんと学長先生も当然、入っていますわ！」

「シャーロットさん、物騒なリストを持ってるのね……まあ、特に意外でもないけど」

「シャーロット、私は？」

「アンナさんは、一学期の校内トーナメントで倒しましたわ」

「言われてみれば……」

　アンナは頭をポリポリかきながら呟く。

「ところで、そろそろお昼よ？　休憩しましょう。せっかく陛下から食料をもらってきたんだから、食べなきゃ損よ」

　大賢者は胸元むなもとから懐中時計を取り出し、時間を確認しながら言う。

「あれ？　私はまだお腹が減っていませんが……」

「それはローラさんがオムレツを二つも食べたからですわ」

「それは盲点でした！」

　ローラはお昼を抜いてもいいと思えるくらい空腹を感じていなかった。

　しかし皆が食べているのに自分だけ食べないのも嫌だ。

　そこで、憧れの干し肉だけ少しかぶりつくことにした。

「はむはむ……おお、思っていたより香ばしいです！　普通の肉とはまた違った美味おいしさですね！」

「干し肉を食べると、ビールが欲しくなるのよね」

　エミリアも干し肉を囓かじりながら、しみじみと呟く。

「ビールですか……残念ながらビールはありませんが、メイドさんからもらった水筒にはジュースが入っています！　しかも開けてみるまで何が入っているか分からないお楽しみジュース！　というわけで飲みましょう。さ、グイッと」

「ジュースなら干し肉よりもクッキーのほうが合いそうね」

　エミリアは苦笑しながら、自分のコップを手に持った。

　ローラはそれに自分の水筒の中身を注そそいでいく。

　すると黄色いジュースが出てきた。

　オレンジジュースだろうか？

「あら？　飲んだことのない味ね。少なくともオレンジじゃないわ」

「え、そうなんですか？　どれどれ……」

　ローラは自分のコップにも注ぎ、一口飲んでみた。

　確かに何のジュースか分からない。だが美味しいので二口目も飲む。やはり分からない。美味しい。ぐびぐび。コップが空になる。

「美味しいということしか分かりませんでした」

「ローラちゃん。私にも少しちょうだい」

「どうぞ、どうぞ」

「……ああ、これは多分、パインジュースよ」

「ぱいん、ですか？」

　初めて聞く名前だったので、ローラはオウム返しに尋ねる。

「南国の果物ね。キウイといい、陛下ったら南国にハマってるのかしら？」

「へえ……パイン……何だか胸が大きくなりそうな名前ですね！」

　とローラが音の響きだけで適当なことを言うと、アンナが目をキラリと光らせた。

「ローラ。私にもパインジュース飲ませて。胸を大きくする」

「いいですよー。その代わりアンナさんのジュースもください。中身は何でしたか？」

「私のはブドウジュースだった」

「ちなみにわたくしはトマトジュースですわ。甘さ控えめですわ！」

「私はリンゴジュースよー」

　皆でジュースを回し飲みしたり、ミックスジュースを作ったりして遊ぶ。

　ハクも飲みたそうにしていたので、お皿にジュースを入れてあげた。すると猫のように舌でペロペロ舐なめ始めた。実に可愛い。

　そしてジュースで口の中がすっかり甘くなったので、休憩を終えて、再び通路を進んでいく。

　たまに小部屋や分かれ道が現れ、そのたびに大賢者が「これは空飛ぶ羽衣があった部屋」「あれは空の宝箱ばかりの部屋」「ここを右にずーっとまっすぐ行ったところが戦闘メイドと出会ったところ。地図のここと繫がるわ。今は左に行くけど」と解説してくれた。

　エミリアはそれを一生懸命、地図にメモしていく。

「あ、見て見て。この部屋、壁に沿って鎧よろいがびっちり並んでるでしょう？　真ん中にある宝箱に触った途端、鎧が動き出して襲いかかってくるのよー」

「へえ、それはビックリしますねー。そんな厳重な警戒ということは、あの宝箱にはもの凄い物が入っていたんですね!?」

「ええ。服がスケスケになるメガネが入っていたわ」

「……あ、はい」

「それにしても、古代文明は何を考えて、このような宝物庫を作ったのでしょう？　お宝を守るなら、もっと効率的な方法がありそうですわ。わたくしには、遊びで作ったとしか思えませんわ」

　シャーロットの言葉に大賢者が頷く。

「ええ、私もそう思ったわ。もしかしたら本当に、ここはアトラクションだったのかもしれないわね。宝箱の中身は、辿り着けた人へのご褒美ほうび」

　それから、三体まとめて出現したゴーレムを、エミリアが根性で倒す。

　その先には、下に続く螺旋らせん階段が待ち受けていた。

「階段があるということは、この先が地下二層……学長の言葉を信じていなかったわけじゃありませんけど……この目で見ると鳥肌が立ちますね……」

　エミリアは階段を覗のぞき込みながら、震える声で呟く。

　なにせこの先は、存在すら知られていない秘境中の秘境。

　この何千年もの間、大賢者以外の人類が足を踏み入れていない可能性が高い場所。

「わたくしたちの名前、歴史に残ってしまいますわ！　ガザード家、久しぶりの偉業ですわ！」

「私はお父さんとお母さんが教科書に載っているので、親子二代の偉業です！」

「庶民の私には不慣れな話……」

「私もドラゴンを倒したからギルドの記録には一生残るはずだけど……これはちょっと格が違うわね……」

　未知の空間を前にして、それぞれが想おもいを口にする。

　が、大賢者は情緒も何もなく、スタスタと階段を降りて行ってしまった。

「わぁっ、学長先生、もったいないです！　こういうのは、もっと感動しながら進まないと」

「だって私は二回目だし。それに階段の前でジッとしていても仕方ないでしょ。この先には、もっと凄い物があるはずよ。前に来たときはあまり探索する時間がなかったから、私も二層のことはほとんど知らないの」

　知らないから知りたいという、極ごく単純な欲求。

　いかにも冒険者らしい欲求。

　もはや生きる伝説と化してしまった彼女だが、根っこの部分は新米冒険者と何ら変わらないのかもしれない。

　そんな大賢者に感化され、ローラたちも慌てて階段を降りていく。





※






　二層の通路も、外見は一層と変わらなかった。

　しかし、場を支配している雰囲気というか、圧力が違う。

　一層では何も感じなかったのに、二層に足を踏み入れた瞬間、ここは危険な場所なのだと本能が訴えかけてくる。

「ぴぃ！」

「ハクも分かりますか？　二層にはきっと強敵が待ち受けています！　ワクワクします！　学長先生はどうして前回、すぐに引き返しちゃったんですか？」

「そりゃ、こんな楽しそうな場所、我を忘れて進んじゃうでしょ。そうしたら帰れなくなるわ。だから我を忘れないうちに引き返したの」

「なるほど！　納得です！」

「我を忘れると言えば、ここまでハイテンションで来たけど、きっとそろそろ夜よ？　今日はここまでにしませんか、学長」

「言われてみればそうね。じゃあ、ここで休憩にしましょうか」

「これからというところでお預けですの……残念ですわ」

「でも、休憩は大切。この先に強敵がいるなら、なおさら」

「分かっていますわ。それでも先に進みたいのが人情というものですわぁ」

　そう言いつつも、シャーロットは床に座りこんだ。

　なにせ今日一日、ずっと未知の場所を回り、緊張状態にあったのだ。

　いくら人情が先に進みたがっても、体が付いてこない。

　シャーロットが座ったのを皮切りに、他の者もぺたりと腰を落とす。

　皆、疲れがたまっている様子だ。

　特にゴーレムと戦い続けたエミリアは、ぐったりと床に伸びてしまった。

　平然としているのは大賢者くらいのものだろう。

「ぴー」

「あ、ハクも元気ですね」

　神獣様はローラの頭の上でずっと観戦していただけなので、疲れる余地がない。

　もっとも戦っていないという意味では、ローラとアンナも同じだが……知らない場所を歩き回るというのは、それだけで疲れるものなのだ。

「疲れているときは甘い物を食べるといいのよ。はい、チョコレート」

「わーい。こんなものまでリュックに入ってたんですか？」

「そうよー。あのメイドさん、本当に気が利きくわね。私が雇いたいくらいだわ」

「あはは。陛下が本気で怒りそうですね」

　大賢者は板チョコを全員に一枚ずつ配る。

　ハクにはローラのを少し分けてやった。

　それから大賢者は床にマットレスをいくつも敷き始めた。

　流石にこれはリュックサックから出てきたのではない。

　次元倉庫から取り出したのだ。

「学長先生、用意がいいですね」

「あなたたちと雑魚寝ざこねしようと思ってね。あとこのマットレスは、敵が近づいてきたらブルブル振動して教えてくれる機能があるのよ」

「素晴らしいですわ、尊敬いたしますわ。しかしローラさんの隣は渡しませんわ」

「私もローラの隣を断固として死守」

　シャーロットとアンナは、寝転がる前からローラの両脇をガッチリ固めた。

　だが、大賢者は少しも慌てない。

「いいわよー。私はエミリアを抱き枕まくらにするから」

「え？　何を言い出すんですか、学長。私はもう大人ですよ。子供の頃ならともかく、今更……あ、ちょっと、生徒が見ています、ああ……いけません……！」

　エミリアはかなり本気で嫌がっているが、大賢者は「よいではないか、よいではないか」と言いながらマットレスに押し倒してしまう。

「こっちも負けていられませんわ！」

「何の戦いですか!?」

「抱き枕自慢大会、かな？」

　ローラも押し倒されてしまった。

　いつもならゴロンと寝転んでからもしばらく遊んでいるのだが、しかし今日はよほど疲れがたまっていたのか、シャーロットとアンナはスヤスヤと寝息を立ててしまう。


「ふぇぇ……人のことを押し倒しておきながら先に寝るなんて、酷い人たちです……」



「あら、そっちも？　学長も先に寝ちゃったんだけど」

　エミリアも笑いの混じった声で話しかけてきた。

「なんと。お互い抱き枕役は大変ですねぇ。それにしても、学長先生もお疲れだったんでしょうか？」

「さあ……学長は疲れてなくてもよく眠るから……」

「言われてみればそうでしたね。まあ、こうなってしまった以上、私たちが起きていても仕方がないので、大人しく眠りましょうか」


「そうね。私が一番疲れている自信があるわ……ふぁぁ……おやすみなさい……」



「はい、おやすみなさい。ハクもおやすみなさい」

「ぴー」

　ハクはマットレスの上で丸くなり、まぶたを閉じる。

　ローラもまぶたを閉じると、すとんと眠気がやってきた。

　いつでもどこでも、たとえ両側から年上のお姉さんに挟まれて暑苦しかろうと眠れるのがローラの特技である。
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「むむ。十字路ですね」

　ぐっすりと眠ってから二層の攻略に乗り出したローラたちの前に、早速、分かれ道が現れた。

「さあ、学長先生！　どっちに進めばいいのか、指示を！」

「うーん……分からないわー」

「えー」

「いや、だから私、二層はすぐに引き返しちゃったのよ」

「ぶーぶー。じゃあ私が適当に決めちゃっていいですか？」

「いいわよー」

　大賢者の許可を得たローラは、どちらに向かうか決めようとする。

　が、なかなか気の利きいた方法が思い浮かばなかった。

「あ、そうだ。ハク占いです！　ハクが向かった道が正解です！」

「それのどこが占いですの？」

「ハクは神獣ですよ！　神獣が進んだ道は御利益ごりやくがあるはずです。れっきとした占いです！　というわけでハク、好きな道に進んでください！」

　ローラは頭の上のハクを床に下ろした。

　するとハクは十字路をキョロキョロと眺める。

　どうやら、どちらに進むべきかちゃんと悩んでくれているらしい。

　自分の気持ちが通じて嬉うれしくなるローラであった。

　ところが──。

「ああ、ハク！　そっちは今来た道ですよ！　引き返してどうするんですか!?」

「ぴぃ？」

　ローラは慌あわててハクを抱き上げるが、神獣様は何が問題なのか分かっていないようで、不思議そうな顔をしている。

　いまいち趣旨が伝わっていなかったようだ。

「ローラとハクに任せてたらなかなか決まらなそう。私は右でいいと思う」

「そうね、どこでもいいから進みましょう」

「正解が分からないなら、立ち止まるだけ無駄ですわ」

「ほら、ローラちゃん、ハク。行くわよー」


「ひぇぇ……一度の失敗でプロジェクトリーダーから外されてしまいました。社会は厳しいです……」



「ぴー」

「大丈夫ですよ、ハク。私は失敗を部下に押しつけたりしませんからね！」

「ぴ！」

　ハクはローラの腕の中で楽しげな声を出す。

　おそらく、何の話か分かっていない。

　ローラ自身、雰囲気で言っているだけなので無理もないだろう。

　ちょっと大人っぽいことを言ってみたい気分だったのだ。

　言ってみて満足したので、ローラはまたハクを頭に乗せて、アンナたちを追いかける。




　そして通路を進んでいくと、急に広い場所に出た。

　一層にあったような宝箱のある小部屋ではない。

　体育館くらいはある、大きな部屋だ。

　これといった装飾は施されていない。しかし奥には台座があり、そこに一本の剣が突き刺さっていた。

　さほど大きな剣ではない。片手でも十分に振り回せそうな、小ぶりな剣だった。

「おお……おおおおっ！　剣ですよ、それもギリギリ短剣と呼べなくもない剣です！　これぞまさに探し求めていた物！」

　ローラは興奮を隠しきれず大声を出し、それでは飽き足らず喜びの小躍りを始めてしまった。

　アンナもその剣をジッと見つめている。

　だが、いきなり走って摑つかみ取るようなことはしなかった。

　理由は簡単。

　その剣が危険な気配を放っているからだ。

　近づけば斬られる。そうイメージしてしまう。

　不思議な話だ。

　どんな名剣でも、使う者がいなければ無害だというのに。

「アンナさん、どうします？　私が台座から引っこ抜いてきましょうか？」

「……いや。私が使う剣だから、私で抜く」

「ちょっと待って、アンナちゃん。分かってると思うけど、尋常な気配じゃないわ。あの剣そのものが魔力を放っている。何が起きるか分からないわよ」

　大賢者は真剣な表情で言う。

　彼女がこういう顔をするということは、本当に危険だということ。

　それでもアンナは意思を変えなかった。

「私が抜くから」

「そう……心底から冒険者ねぇ。分かったわ。ま、私が後ろから見てるから、大丈夫でしょ」

「が、学長……そんな簡単に……」

　当然だが、エミリアはうろたえた。

　相手は古代文明が残した未知の魔法剣。

　最悪、命を落とすことにもなりかねない。

　そんな代物に生徒を近づけるなど、常識人であるエミリアからすれば、あり得ないだろう。

　しかし、エミリアは冒険者でもある。冒険者に真の常識人などいない。

　アンナの瞳ひとみを見れば、どれほど真剣か……安易に止めればよいという決意ではないと分かるはずだ。

「……いえ、そうね。アンナさんだって強くなりたいのよね。分かったわ。何か起きたら、私たちがサポートするから。頑張って！」

「ありがとう、エミリア先生。大丈夫、無理はしない」

「ファイトですわ、アンナさん。わたくしたちが付いていますわ！」

「私とハクがいつでも援護射撃しますよ！」

「ぴー」

　ローラたちがエールを送ると、アンナは小さく頷うなずき、台座に向かってゆっくりと歩き出した。

　その瞬間、部屋全体に、ブゥゥゥンという低音が響き渡った。

　何の音だろう──それを考えるよりも早く、剣が動いた。

　まだ誰だれも触れていないのに、勝手に台座から抜け、そして浮遊する。

　あたかも、透明人間に握られているかのように。

　刹那せつな、アンナは背負っていた大剣を、両手で構えた。

　見据える先は空飛ぶ剣。

　ローラからはアンナの背中しか見えないが、まっすぐに闘気を放っているのが感じ取れた。

　そして不思議なことに、空飛ぶ剣からもまた、闘気が感じられるのだ。




「勝負──」




　短く呟つぶやき、アンナは床を蹴けり、空飛ぶ剣へと突撃した。

　速度と体重を剣に乗せ、大気を震わせる一撃が放たれた。

　雷電のような斬撃だった。

　放課後にローラとやっている特訓で見せるよりも、ずっと速かった。

　ローラには手加減をしていた？　否いな。

　アンナは今、成長しているのだ。

　覚悟が限界を押し上げている。

　では、何が彼女にそれほどの覚悟をさせたのだろう？　誕生日に双剣が欲しい。その気持ちは分かる。

　しかし、それだけで限界を超えるほどの覚悟に繫つながるとは思えない。

　ローラの知らない何かが、アンナを変えたのだ。

　いつも一緒にいる親友なのに、彼女の大切なものが何なのか分からない。

　しかし、それよりも。剣のライバルが急成長していることに、ローラは拳こぶしを握りしめた。

　ああ、遠くに行かれたな──と。

　今まではお互いに、一歩ずつ抜いたり抜かれたりという関係だったのに。
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　いきなり三歩くらい先に行かれてしまった。

　今やったら、純粋な剣技でローラはアンナに敵かなわない。

　そんなアンナの一撃を、空飛ぶ剣は受け止め、弾はじき返した。

　金属の激突音が鼓膜を叩たたく。

　サングラスが欲しくなるような火花が散った。

　衝撃でアンナは一歩よろめくが、すぐに体勢を立て直す。

　空飛ぶ剣もまた、反動で大きく後ろに飛んだ。しかし空中で一回転すると、その切っ先をアンナへと向ける。

　間違いない。

　あの空飛ぶ剣は、武器でありながら、剣士だ。

　あれはアンナと決闘しているのだ。


　またブゥゥゥゥンという低音が鳴る。



　それに合わせて、空飛ぶ剣の刀身がわずかに震えている。どうやら、そこから音が出ているらしい。

　錯覚だろうか。ローラにはその低音が、アンナの戦いを讃たたえているように聞こえた。

　なんにせよ少なくとも、この低音は、ただ鳴っているわけではない。

「これってもしかして……呪文じゆもん……!?」

　気付いたエミリアが、信じられないという顔をする。

　だが事実、音に合わせて、魔力が放たれる。世界に干渉していく。

　空飛ぶ剣のすぐそばで放電現象が起きた。

　その雷は一カ所に集まり、人の形を作り──輝く拳で空飛ぶ剣を握りしめた。両腕で構えた。

「剣が、雷の精霊を召喚しましたわ……」

　シャーロットが全員の驚きを代弁するように呟く。

　現実に目まの当あたりにしても「あり得ない」と言いたくなるような光景だ。

　魔力を放つ剣、というのは希少だが存在する。

　それを持てば、魔法を使えない者でも、魔法使いの真似まね事ができる。

　しかしそれでも、誰かがその剣を持って使ってやらねばならない。

　剣というのは道具だ。

　道具は人間の意思で使われる物だ。

　道具が自分の意思を有し、その機能を発揮できたら、それは最早もはや、道具ではない。

　己おのれの意思と魔力、加えて闘志すら持った魔法剣──ああ、ここまでくれば剣士にもなるだろう。

　剣を握る雷の精霊は激しく発光し、更に剣自体も放電している。

　もうこれは、二つで一人の剣士だ。

「アンナさん、頑張ってっ！」

　ローラは、つい叫んだ。

　あの雷の剣士が、掛け値なしに強敵だと確信したから。

　もしかしたら助けに入るまもなく、アンナが殺されてしまうかもしれないと思うくらいに。

　だというのに、止めようとは微塵みじんも思わなかった。

　これは間違いなく、アンナの戦いだから。

　雷鳴が轟とどろく。閃光せんこうがほとばしる。

　雷の剣士は、ただ立っているだけで周囲に膨大なエネルギーをまき散らし、それを身にまとったまま、アンナに斬りかかっていった。

　逃げない。避けない。

　アンナが選んだのは、真っ向から力のぶつかり合い。

　遮蔽しやへい物のない開けた空間で、真正面から剣と剣をぶつけ合う、言い訳の利かない剣戟けんげき。

　アンナは敵の攻撃を全て受け止め、逆撃に出る。が、その全てが防がれる。

　攻防は互角。

　ただし、それは剣に限っての話。

　相手は〝そこにいる〟というだけで、周囲を雷で焦こがしていた。

　ならば当然、至近距離から打ち合っているアンナがその直撃をもらうのは必至。

　アンナは戦士学科だが、それでも『防御魔法適性：29』『強化魔法適性：31』と、魔法の才覚を多少は持っていた。

　それをローラやシャーロットの指導の下、少しずつ伸ばしてきた。

　そんな頼りない魔法の技で、アンナは全身に防御結界を張り巡らせ、全身ヤケドをかろうじて防いでいる。

　しかし無論、戦士学科の片手間に覚えたような防御結界で、至近距離からの電撃を防ぎきれるものではない。

　アンナは時が経たつにつれ、文字通り、燃えていった。

　肉が焼ける匂においがする。

　普通なら動きが鈍る──というか動けない。ローラや大賢者に助けを求め、敗北を認めるのが普通だろう。

　ところがアンナは、加速していく。

　剣さばきも、身のこなしも、あらゆる動作が速くなっていく。

　まるで魂そのものを燃焼させているように、前へ前へと攻めていく。


「はぁ──ッ！」



　気合いの雄叫おたけびとともに、渾身こんしんの一撃が──おそらくはアンナの人生で最も素晴らしい一撃が、敵の剣を弾き飛ばした。

　剣は高く舞い上がる。途中で方向転換して襲いかかってきたりしない。無力にくるくる回るだけ。

　それと一緒にアンナの剣もまた飛んでいた。

　渾身の一撃に耐えきれず、刃が真ん中から折れてしまったのだ。

　だが、まだ半分残っている。

　アンナは残された刃で、雷の精霊を斬り伏せる。

　鉄の剣で雷に触れるなど、自殺行為に他ほかならない。

　まともに考えれば、ただ感電してお終しまいだ。

　なのにアンナは、雷の精霊を斬った。

　一刀のもと、脳天から真っ二つに斬り裂いた。




　それは如何いかなる理屈だろうか。

　魔力の源である剣と離れたから、精霊は既に顕現けんげんする力を失っていたのか。

　アンナの魔力が己の大剣を包み込み、精霊にも通じる効果を生んだのだろうか。




　そうやって、もっともらしく語ることはできる。

　しかし、それはどうでもいいだろう。

　アンナの決して引かない想いが、雷さえ斬ったのだ。

「アンナさん！」

　力尽き、倒れるアンナのところにローラは走る。

　彼女の後頭部が床に落ちる前に、何とか受け止めた。

　それにしても、熱い。

　人間の体温ではない。

　黒く焦げた服と皮膚から煙が上がっている。

「か、回復魔法ですわ！」

　シャーロットが慌ててアンナに手をかざすが、ヤケドを通り越して炭化してしまった皮膚を元に戻すことはできない。

「私に任せなさい。そーれ、痛いの痛いの飛んでいけ～～」

　大賢者が軽かろやかに呪文（？）を唱えると、アンナの体が光に包まれた。

　あっという間にヤケドが消え、元の綺麗きれいな皮膚に戻る。

「……痛くなくなった」

　アンナはむくりと起き上がる。

「ありがとう、学長先生」

「ふふ、可愛かわいい女の子が傷だらけなんて、見てられないもの。でも流石さすがに服は元に戻せないわ。ごめんなさいね」

　大賢者が言うように、アンナの服はボロボロ。

　破けたところから肌が見えてしまっていた。

「困った。この格好で王都に帰るのは、ちょっと恥ずかしい」

　今まで命がけの戦いをしていたくせに、そのことは気にせず、服の心配をするのがアンナらしい。

「はあ……信じられない無茶をする子ね。でも生き延びてくれてよかったわ。アンナさんにもしものことがあったら、戦士学科の先生に顔向けできないもの」

　エミリアはしゃがみ込み、アンナの頭をなでる。

「ごめんなさい、エミリア先生。無理をしないと約束したのに、途中から忘れてた」

「でしょうね。もうこんなことしちゃ駄目よ。命をかけるのは卒業してからにしてちょうだい。心臓に悪いわ」

「……善処する」

　アンナは難しそうな顔で頷いた。

　それから折れた愛剣を見つめる。

「……入学前からずっと使ってたのに、半分になっちゃった」

　しょんぼりとした声だ。

　無理もない。

　長年使った剣は、愛着が湧わく。

　ローラはその剣を自分で使っていたわけではないのに、それでも寂さびしくなってしまった。

　パジャレンジャーやカミブクロンとして、共に数々の強敵と戦ってきた剣なのだから。

　だがローラは剣士として、アンナと、その愛剣が羨うらやましくもあった。

「アンナさん。その剣は最後までアンナさんと戦い、アンナさんを守ったんです。折れるまで……いえ、折れてからも最後の一撃に耐えました。全てを出し尽くしたんです。凄すごいです！　折れちゃったのは残念ですけど……剣として、最高の最後だったと思います！」

　ローラの今の剣は、二本目だ。

　父親にもらった一本目は、校内トーナメントの決勝戦で融とけてしまった。

　剣としての力を出し尽くしてあげられたかと問われれば、否だ。

　だからこそ、アンナを尊敬する。

「分かってる。この子はギリギリのところで私を守ってくれた。そうじゃなかったら今頃いまごろ、私も真っ二つになって、上と下に分かれていたところ」

　アンナは呟き、剣の腹をなでる。

　やがて立ち上がり、折れて飛んでいった刃を拾う。

「ローラ。これ、次元倉庫に入れてもらっていい？」

「お安いご用です！」

　二つになった大剣を、向こう側の世界に収納する。

　そして今度は、全員の視線が、もう一本の剣に集中した。

　さっきまでアンナが壮絶な戦いを繰り広げていた相手。

　雷を放っていた魔法剣だ。

　それは今、無害な普通の剣として、床に転がっている。

　しかし、それは見た目だけだ。

　相変わらず膨大な魔力を放ち、その機能が健在であることを示している。

　だが、この部屋に入ったばかりのときと比べ、明確に違うところがあった。

　それは気配。

　闘気。敵意。威圧感といった類いのものが、綺麗さっぱり消えている。

　その剣へ向かって、アンナは一歩踏み出した。

　すると剣は起き上がり、床に自分の刃を突き刺して直立した。

　と同時に、あのブゥゥゥンという低音が鳴る。




　──マス、ター。




　声が、聞こえた。




　いや、聞こえたというよりも、感じた。伝わってくる。

　低音に込められた意思が。剣の放つ想おもいが。

　アンナに向かって呼びかけている。

　マスター、と。

「アンナさん、気をつけてくださいまし！」

「大丈夫。もう、あの剣は、攻撃してこない。多分」

「ですが、この声、こちらを油断させるためのものかもしれませんわ……」

「そのときはそのとき」

　アンナは気負いなく、スタスタと歩いて行く。

　シャーロットはそれをハラハラした表情で見ているが、大賢者が肩をポンと叩いてニッコリと笑った。

「心配しすぎよ。相手が油断を誘っているのか、本気で戦う気がないのか。長いこと生きてると、分かるようになるのよ。あれはもう大丈夫」

　大賢者の言葉を裏付けるように、剣は低く唸うなるだけで、少しも動かなかった。

　そのままアンナに柄つかを握られ、床から引き抜かれる。

　それと同時に、放電現象が始まる。

　刃から青白い稲妻がほとばしり、アンナを包み、四方へと流れる。

「「「──アンナさんッ!?」」」

　ローラ、シャーロット、エミリアは同時に悲鳴を上げた。

　しかし、放電はすぐに小さくなり、刃の周りで小さく輝くだけになる。

　不思議なことに、あれだけの電撃に晒さらされたのに、アンナは涼しい顔で立っていた。

「全然何も感じなかった。それどころかこの雷……私の意思で動く」

　アンナは剣を高くかかげ、そして刃の先をバチッバチッと光らせて見せた。

「そんなまさか。攻撃魔法の訓練をしていないアンナさんに操あやつれるほど、電撃というのは容易たやすいものではありませんわよ」

　シャーロットは疑わしそうに言ってアンナに近づいていった。

　その瞬間、剣から細い稲妻が伸びてシャーロットに落ちる。


「あひゃぁぁぁんっ！　し、しびれますわぁぁぁ！」



「これで信じてくれた？」

「信じますわ……そして肩こりが治った気がしますわぁ……」

　シャーロットは肩をさすりながら、少しうっとりした声を上げた。

「え、肩こりが治るの？　それは私も興味あるわね……」

　エミリアがぽつりと言った瞬間、電撃が落ちてきた。


「ひゃぁぁぁっ……あ、本当！　楽になった気がするわ！」



　肩をぐるぐる回して喜ぶエミリアを見て、ローラは羨ましくなってきた。

「アンナさん、私にも電撃を！」

「いいけど……ローラ、肩こってるの？」

「いえ、特には……」

「じゃあ、やめたほうがいいよ。しびれるだけで、いいことはないと思う」

「そうですか……どうやったら肩こりになるんでしょう？」

　ローラはシャーロットとエミリアを観察してみた。

　そして、自分と彼女らの違いを発見する。

　胸だ。

　向こうには大きな胸があり、こちらにはない。

「ふーんだ！」

「ローラさん、急に拗すねてどうしましたの？」

　シャーロットが問いかけてくるが、説明するのもまた腹立たしいので、頰ほおを膨らませるだけにしておいた。

　すると大賢者が「あらぁ♪」と言いながら、頭をなでてきた。

　しかし大賢者も胸が大きいので、ローラの敵である。

　そうやってローラが不機嫌な顔を作っていると、アンナの剣から、ブゥゥゥンという低音がまた広がった。

「あ、凄い。剣の言葉がハッキリ聞こえる」

　アンナは剣を凝視しながら言う。

「え、本当ですか？　私にはさっぱり聞こえませんが……今度は何と言ってるんです？」

「えっと……『我は誇り高き、雷の魔法剣。肩こりを治すためにあるのではない』と怒ってる」


「ほぇぇ……随分とまた人間くさいことを言うんですねぇ。それで、魔法剣さんは、どうして襲いかかって来たんですか？」



「なんか、自分の所有者に相応ふさわしい剣士が現れるのを、ここでずっと待ってたみたい」

「ええ!?　何千年もですか！」

　ローラは仰天して飛び上がる。

　さぞかし暇な毎日だっただろう。

　ローラだったら三日で嫌になる。

　きっとオムレツ禁断症で暴れ回るに違いない。

「ねえ、アンナちゃん。剣の声、私たちにも聞こえるようにできないかしら？」

　大賢者は顎あごに手を当て、真面目まじめな顔で質問した。

　それに答えるように、ブゥゥゥンと剣が唸る。

「……所有者以外と話すのは疲れるから嫌だと言っている。短い単語を伝えるのがやっとで、会話にならないらしい」

「あらそう。じゃあアンナちゃんに通訳をお願いするわ。それでズバリ聞きたいんだけど、この場所、浮遊宝物庫ほうもつこは何のために作られたの？　地下何層まであるの？」

「……知らないって。雷の魔法剣は、気がついたらこの部屋にいたみたい。でも、自分の力と、その力を授さずけるにたる所有者が現れるのを待つのが自分の使命だというのは、最初から分かっていたって」

「そう……古代人は剣に意思を与えても、知識までは与えなかったのね」

　それから大賢者は魔法剣を質問攻めにした。

　古代文明の人々も、今の人間と同じ姿だったのか。

　どの程度の魔力を有していたのか。

　いつ発祥した文明なのか。

　なぜ滅びたのか。

　だが、答えは一つも返ってこない。

「意思を持った剣ってだけでも大発見なんだけど……もうちょっと情報が欲しかったわねぇ」

「学長。高望みしすぎでは？」

「いや、そうなんだけど」

　エミリアの言葉に同意を示しつつも、大賢者はガックリと肩を落とした。

　それに気分を害したように、剣がブーンブーンと音を出す。

「無知で悪かったな、だって」

「あ、ごめんなさい。別にあなたが悪いわけじゃないのよ。私が勝手に落ち込んでいるだけで……」

　大賢者は両手を合わせ、魔法剣に向かって謝った。

「ローラさん、学長先生が剣にペコペコしていますわ……とてもシュールな光景ですわ」

「ですよね……長年使った剣には愛着が湧くので話しかけることもあるでしょうが……初対面の剣と会話して怒られるなんて、学長先生、やはり只者ただものじゃありません」

「ちょっとあなたたち。陰口ならもっとヒソヒソと話しなさいよ」

「「ひゃあ、ごめんなさい」」

　珍しく大賢者が不機嫌な様子だったので、ローラとシャーロットは怖くなってエミリアの背中に隠れた。

「私を盾たてにしないでよ……それでアンナさん。その剣、持って帰るの？」

「この剣は私をマスターと呼んでいる。私に使って欲しいらしい。だから持ち帰る」

「……学長、大丈夫でしょうか？　古代文明のよく分からない魔法剣を生徒に与えても……」

「あら、エミリア。アンナちゃんは自分の力で魔法剣の信用を勝ち取ったのよ。ダンジョンのお宝は、最初に手に入れた人の物って原則があるでしょ。たとえ教師と生徒でも、アンナちゃんのお宝を取り上げる権利なんてないのよ」

「まあ、そうなんですけど……いえ、万が一、魔法剣が王都で暴走なんかしたら、学長が責任を持って止めてくれるのかなぁと思いまして」

「おっけー、おっけー。任せてー」

「……学長がそう言うのであれば」

　責任の所在をハッキリさせたエミリアは、安心した様子で息を吐ついた。

　大人二人がそんな小難しい話をしている横で、アンナは新しい相棒となる魔法剣を手に持ち、振り回したり電撃を飛ばしたりと、色々試していた。

　ローラとシャーロットはそれを、ジッと見つめる。

　正直、メチャクチャ楽しそうだ。

「ア、アンナさん……その剣……私にもちょっと触らせてください」

「わたくしもやってみたいですわぁ」

「……二人はこの剣がなくても電気を出せるでしょ？」

「それはそれ、これはこれです！」

「馬車より速く移動できるとしても、馬車の旅はそれはそれで情緒があるのと同じですわ！」

「……分かるようなわからないような……でも、魔法剣が嫌がってるから、駄目」

「ええ!?　なぜです？　ちょっとくらいいいじゃないですかー」

「……剣いわく『マスター以外には触れられたくない。我は一途いちずな剣なのだ』だって」

「頑固な魔法剣ですわ……」

　一途だの頑固だの、どう考えても剣を形容する言葉ではない。

　しかし、意思を持っている以上、性格というものもあるのだ。

　剣に性格がないというのは偏見だったのだ。

　今日一日で剣に対する考え方が随分と変わってしまったローラであった。
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「この近くに、もう一本、魔法剣があるらしい」

　アンナのその一言で、次の行き先が決まった。

　一層では大賢者が案内役だったが、今回はアンナが先頭に立って、皆を導く。

　もっとも、実際に道案内しているのは雷の魔法剣で、アンナがそれに従って歩いているだけなのだが。

　先程、ローラがハク占いを失敗した十字路を直進し、雷の魔法剣があったのと似たような部屋に辿たどり着く。

　そこにも台座があり、そして剣が突き刺さっていた。

「この威圧感……間違いなく魔法剣！　さあ、アンナさん。引っこ抜いて、念願の二刀流になるのです！」

　ローラは気軽にけしかけた。

　とはいえ、アンナの安全を軽かろんじているわけではない。

　気軽なのには理由がある。

　なにせ、さっきの戦いは『古代文明の魔法剣』と『普通の鉄の大剣』という、不公平なものだった。

　そんな不公平な戦いを勝ち残ったアンナが、今度は魔法剣を使って戦うのだ。

　楽に勝てるに決まっている。

　少なくとも黒焦こげになるほど苦戦はしないだろう。

「待って。雷の魔法剣が、何か言ってる」

　アンナは部屋の入り口で立ち止まり、ブゥゥゥンという音に耳を傾けた。

　次の瞬間、その眉まゆが八の字に歪ゆがむ。

「どうしたんですか、アンナさん。あの魔法剣、雷のより危険なんですか？」

　ただならぬ気配を読み取り、ローラは警戒心を強めた。

「いや……そうじゃなくて……その、何というか……翻訳すればいい？」

「当然です。私たちは剣が何を言っているのか分からないんですから」

「アンナちゃん、お願い。古代文明の遺産の言葉は、とても興味深いわ」

　大賢者は懇願するように言った。

　するとアンナは、渋々という様子で剣の言葉を語り始める。

「久しぶりだな、風の剣よ。見ろ、我はついにマスターを見つけたぞ。この赤毛の少女は幼いが優れた剣士だ。しかも、まだまだ伸びる余地がある。お前も共に来い。次のチャンスは何千年先になるか分からないぞ。それとも、まだあれを気にしているのか？　あれはお前の誤解。我は浮気うわきなどしておらん！」

「……浮気？」

　古代文明の遺産の台詞せりふにしては俗すぎる単語だ。

　大賢者は怪訝けげんな顔で首をかしげた。

　無論、ローラたちだって戸惑いを隠せない。

　聞き間違いだろうかとすら思ってしまう。

　そのとき、台座に刺さったままの剣がブゥゥゥンという低音を出す。

　何となく、怒っているような響きだった。

「ば、馬鹿ばかを言え！　そんなことがあってたまるか！　我は初めてお前とあの十字路で会ったときから、お前一筋なのだ！　他ほかの武器に心変わりするなど……奴やつとはただ会話していただけではないか！」


　ブゥゥゥゥンッ！



「くっ、お前がこんなに分からず屋だと知っていたら、結婚などしなかった！」

　アンナは赤くなりながら熱演する。

　翻訳しろとは言ったが、別にそこまでしなくてもいいのに。

　やっているうちに感情移入してしまったのだろうか。

「それにしても結婚って……近頃ちかごろの魔法剣は進んでいますねぇ……」

「ローラさん、近頃のではありませんわ。何千年も前の古代のですわ」

「うぅ……剣ですら結婚しているのに……どうして私は……」

「ぴー」

「まあ、ハクったらエミリアを慰めてくれるのね。優しいわぁ」

「私……神獣から見ても哀れなの……？」

「ああ、ハク。かえってエミリア先生が落ち込んでますよ。ほら、私の頭に戻って！」

「ぴー？」

　エミリアが本格的に泣きそうになっているとき、魔法剣のほうも修羅場を迎えていた。

「ち、違う！　今のは言葉のアヤだ……誰だれもお前を嫌いなどとは……ああ、待つのだ！」

　アンナが叫ぶと同時に、二本目の魔法剣は台座から浮かび上がり、突風を巻き起こしながら部屋から出て行った。

　完全に痴情のもつれだ。

　古代文明の神秘は、一欠片ひとかけらも感じなかった。

　いや、魔法剣が色恋沙汰を語っていることこそ神秘といえるかもしれない。

「……はっ！　アホらしくてボンヤリしていたけど、貴重な魔法剣が逃げちゃったじゃない！　追いかけないと！」

　大賢者は叫び、次元倉庫から絨毯じゆうたんを出した。

　その声で、ローラたちも事態を把握する。

　これは色恋沙汰ではなく、古代文明の遺産を巡る冒険なのだ。

　ぽかんとしている場合ではない。

　皆で絨毯に飛び乗り、二本目の魔法剣を追いかける。

　タイムラグが少なかったおかげで、かろうじて相手の姿を捉とらえることができた。

「これって……外に向かっているみたいですね！」

「魔法剣の家出ですわ」

「これ、レポートにしてギルドに提出しても信じてもらえなさそうね……」

「そのときは私とエミリアの名前で個人出版しましょー」

　絨毯は通路を進み、一層へ上り、昨日来た道を右へ左へと駆け巡る。

　その最中、雷の魔法剣はブゥゥゥンと唸うなり続けていた。

「この魔法剣……奥さんに捨てられて泣いてる」

「なんと……悲惨な……それにしても、ケンカの原因は何なんですか？　浮気がどうとか言っていましたが……」

「浮気はいけませんわよ」

「浮気は誤解みたい。でも奥さんが……風の魔法剣が信じてくれないみたいで。学長先生、何とか追いついて。このままじゃ雷の魔法剣が可哀想かわいそう」

「分かってるわ。角が多くて姿は見えないけど、ちゃんと捕捉してるから。それにしてもアンナちゃん、すっかりその剣に感情移入してるわね」

「……言葉だけじゃなく、感情も流れ込んでくる。奥さん想おもいの剣」

　アンナがそう語ると、エミリアが深い深いため息を吐ついた。

「私もそんな奥さん思いの人と結婚したいなぁ……」

　ローラは恋愛には詳しくないが、『剣に嫉妬するなど、いよいよ末期だ』というのは誰に言われずとも理解できた。





※






　水中洞窟を抜け、上層に飛び出し、結界を超え、風の魔法剣は飛ぶ。

「広いところに出たからには、もう逃げられないわよ。すぐに捕まえてあげるんだから！」

　大賢者は威勢よく叫び、風の魔法剣を追いかける。

　距離がグイグイ縮まり、あと少しというところで、大気が大きく波打った。

　風の剣から白いモヤが広がり、轟音ごうおんが鳴り響く。

　授業で習ったことがある。

　これは物体が音の速度を超えたときに発生する衝撃波だ。

　ローラも走り回っているとき、よく出している。一度、校庭を走って衝撃波で校舎のガラスを割って、しこたま怒られた。衝撃波というのは、そのくらいのエネルギーを秘めているのだ。

「風の魔法剣と言うだけあるじゃない……皆、私にしっかり摑つかまって。ちょっと急ぐわよ」

　ローラたちは慌あわてて大賢者の肩や腕にしがみついた。

　次の瞬間、内臓がひっくり返りそうな加速が絨毯を襲う。

　流石さすがの古代文明の魔法剣も、大賢者の飛行魔法からは逃げられない。

　追いつくのは時間の問題だ。

　と思いきや、風の魔法剣は進路を変え、高度を一気に落とした。

「その程度じゃ逃げられないわよ！」

　大賢者は絨毯をぐるりと回し、同じく高度を落としていく。


　そしてローラは、自分たちの向かう先を見て、「ひゃぁっ！」と悲鳴を上げてしまった。



「あれはミーレベルンの町じゃないですかー！」

　風光明媚めいびな湖畔の町。

　これといった特徴はないが、ローラには大きな意味を持つ場所だ。

　なにせ生まれ故郷であり、大切な両親が住む町なのだ。

「やばっ！　剣が先に町に降りちゃったわ……」

　大賢者は悔しそうに呟つぶやく。

　しかし、これは仕方がないのだ。

　人を乗せている以上、それを気遣った加速をする必要がある。

　何より、衝撃波で地上を破壊する心配だってある。

　たんにあの剣を止めればよいというだけなら次元倉庫に閉じ込めるという手もあったが、今回は不倫の誤解を解くため、話し合うのが前提だ。

　閉じ込めたら余計にこじれるかもしれない。

　だが、ミーレベルンの町を巻き込むのなら、次元倉庫に入れてしまうべきだった──と考えても後の祭り。

　風の魔法剣が何かしでかす前に、止めるしかない。

「……剣が落ちた先って、ローラさんの実家の目の前ではありませんの？」

「そ、そうみたいです！　お父さんとお母さん、大丈夫かなぁ……」

「いや。むしろローラの実家の前なら安心。きっと師匠が何とかしてくれるはず」

　アンナの言う師匠とは、ローラの父親のことだ。

　確かにローラの両親は、どちらもＡランク冒険者。

　教科書に載るほどの実績を持っている。

　そんな二人なら、古代の魔法剣の一本くらい、止めてくれると信じたい……いや、アンナに止められたのだから大丈夫だ。

　そんなローラの信頼を裏切るような状況が町で起きていた。

「ああ、お父さんどうしたの!?　いつから竜巻なんか起こせるようになったのよ！」

　実家の前で、ローラの母のドーラが悲鳴を上げていた。

　その視線の先には、風の魔法剣を持ち、湖の上に竜巻を発生させている父ブルーノの姿が。

「ぶぅぅぅん！」

　ブルーノは低音を口から放ち、竜巻を更に大きくする。

　明らかに風系の攻撃魔法だ。

　しかしブルーノは魔法嫌い。

　無意識のうちに習得していた強化魔法以外は、一切いつさい使えないはず。

　それなのに、見事な攻撃魔法を放っている。

　これはどう考えても、風の魔法剣に体を乗っ取られている。

「ぎょえー」

　あまりの事態に、ローラは妙な声を出してしまった。

　それを聞き、ドーラが絨毯ご一行に気付く。

「あら、あらあら？　ローラに……皆に……学長先生まで!?　あら、まあ、どうしましょう。急だから家が散らかったままで……ああ、それよりもお父さんが！」

「お、落ち着いてお母さん！　お父さんは、あの剣に操あやつられているんだよ！」

「剣に操られるですって!?」

「うん。あのね、あれは古代文明の魔法剣で、かくかくしかじかで、意思を持った剣なんだよ！」

「それは大変！」

「え、ドーラさん、今の説明で理解しましたの!?」

「いいえ、何がどうかくかくしかじかなのか分からないけど、お父さんと剣を引き離せばいいってのは分かったわ！」

「この状況でそれだけ分かるとは大したもの」

　アンナは感心した声を出す。そして絨毯から真っ先に飛び降り、雷の魔法剣を持ってブルーノへと近づいていく。

「アンナちゃん!?　せっかく学長先生がいるんだから、トラブル解決は任せちゃったほうがいいと思うんだけど……？」

　ドーラは冒険者学園の元生徒だけあって、大賢者の万能っぷりを理解している。

　それに話を聞く限り、ドーラとブルーノは、パジャレンジャーの中の人たちよりも問題児だったらしい。

　ならば、大賢者に助けてもらった回数も多いのだろう。

　しかし、今回ばかりは大賢者が助けては駄目なのだ。

　アンナと雷の魔法剣だけで終わらせるべき問題なのだ。

「ドーラ、久しぶりー。今回の私は観戦モードよ。心配しなくても、今のアンナちゃんは強いから、あなたも観戦してなさーい」

「はあ……相変わらずですね学長先生……考えてみたら、トラブルを解決するのと同じくらい、トラブルを起こすのが好きな人でした……でも、学長先生が大丈夫と言うなら大丈夫と信じます。と言うわけで……ふれーふれー、アンナちゃーん！」

　夫が古代文明の怪しげな剣に乗っ取られているというのに、ドーラは元気な声援を放つ。

　我が母ながら、何という切り替えの早さだろうとローラは感心した。





※






　アンナ・アーネットはブルーノへ近づきながら、自分の半生を思い出す。




　強くなりたいと、昔から思っていた──。




　自分を守れる力が欲しい。皆を守れる力が欲しい。

　衣食住に不自由しない金が欲しい。家族が困っていたら助けてあげられる程度の金が欲しい。

　遠くまで行けるようになりたい。知らないものを知りたい。

　自分に剣を教えてくれた孤児院の先輩のようになりたい。

　だから強くなって、冒険者になる。

　そんな単純で、迷う余地のない気持ちでアンナは冒険者学園に入学した。




　では、負けたくないと思うようになったのは、いつからだろう──？




　アンナの人生で、他人との競争を意識し始めたのは、本当に最近のことだ。

　そういうことを深く考えたこともなかったので、変化していく自分の心に戸惑いすらした。

　いつ、とは断言できない。おそらくは、放課後のローラとの特訓でその気持ちが育っていき……決定打になったのは、校内トーナメント。

　準決勝でシャーロットに敗北し、その後、あの決勝戦を見せつけられた。

　ローラとシャーロットは間違いなく、大切な親友だ。

　家族である孤児院の人たちとは違う、外で作った大切な人たち。

　一緒にいると楽しくて、ずっと一緒にいたいと思えて──。

　ああ、しかし。

　あの決勝戦。

　二人は自分などとは格が違う。ずっと遠くに行ってしまった。

　どうやったら近づけるのかさえ、分からない。

　卒業したら一緒に冒険しよう。そう彼女らは言ってくれた。

　けれど、無理だろう。

　一緒にいると楽しいから、なんてのは学生のときしか通用しない。

　自分が荷物になるのは明らかだ。

　あるいはローラとシャーロットなら、荷物としてアンナのことを運んでくれるかもしれないが……そんな惨めな思いはしたくない。

　自分の脚で。

　親友だからこそ、肩を並べて。

　背中を見ることすらできないなんて、絶対に嫌だ。




　強くなりたいと思った。

　負けたくないと思った。




　そのために絶え間ない努力を続ける。

　行き詰まったらやり方を変える。

　武器も手に入れる。

「師匠だって超えてみせる──」

　アンナは真まっ直すぐに宣言した。

　するとブルーノはこちらを振り返る。

　しかし、その瞳ひとみは濁っていた。

　きっと彼本来の意思は消えているのだろう。


「ぶぅぅぅぅん！」



　ブルーノの口から、低音が鳴る。

　それに対して、雷の魔法剣もブゥゥゥンと答える。




　──何よ、こんなところまで追いかけてきて……しつこいのよ！

　──いいから話を聞け。

　──嫌よ。私はこの人間の体を乗っ取ったわ。思いっきり暴れてやるんだから！

　──よせ！　暴れたいのなら、我にぶつけろ！

　──言ったわね……いい度胸じゃない！




　アンナはそれを聞き、張り詰めていた戦意が少し緩んでしまった。

　だが逆に言えば、肩の力がいい具合に抜けた。

　ベストコンディション。

　ゆえにためらいなく、踏み込める。

「ぶぅぅぅんっ！」

　ブルーノから風が巻き起こる。

　その風に乗って、彼は飛んだ。

　跳ぶ、ではなく、飛ぶ。

　一気に上昇し、豆粒に見えるほどの高度から、今度は垂直に降下。

　アンナめがけて、ブルーノと剣が振ってくる。




　──マスター。迎撃しろ。我は下から上へも雷を飛ばせるぞ。




　剣の声が伝わってきた。

　それを信じて、アンナは稲妻を発生させる。

　自然界で起きる落雷とは真逆。言ってみれば登雷とらいだ。

　しかし稲妻は、ブルーノに当たる直前に進路を逸そらし、明後日あさつての方角へと行ってしまう。

　なぜだろう。

　アンナのコントロールが甘かったのか。

　だが、ミスをしたという実感はない。




　──マスターのミスではない。あれは風で空気中のチリやゴミを集め、電気の通り道を作ったのだ。ふふ、奴め、意外とやるではないか……。




　なるほど。

　よく分からないが、分かった。

　風の魔法剣があれば、空を飛べるし、電撃も防げるのだ。

「だけど、剣と剣の勝負なら、関係ない──」




　──ああ、そうだ。つまるところ、ようは使い手の技量次第！




　風の魔法剣がアンナの脳天に振り下ろされた。

　それに対して雷の魔法剣を振り上げる。

　向こうは落下の速度と風の加速、ブルーノの筋力を合算させた一撃だ。

　明らかにアンナが不利。

　それでも鍔迫つばぜり合いで押し負けることはなかった。

　刃と刃が拮抗きつこうしたところに、アンナは電撃を叩たたき込む。

　電気の通り道で逸らすことなどできない。

　密着した状態から、直じかに流したのだ。

　風の魔法剣に、そしてブルーノの体に大電流が雪崩なだれ込む。

　宿主を焼肉にされては困るのか、風の魔法剣はブルーノを大きく後退させ、一度地面に足を付ける。

　今の短い攻防で、アンナは二つのことを理解した。




　まず、風の魔法剣は強い──。

　たんに高速で空を飛べるというだけでなく、防御にも応用が利きくし、軽い相手なら突風で吹き飛ばすことさえ可能だろう。もはや剣として斬り合うこともなく決着が着いてしまう。




　だが、風の魔法剣は弱い──。

　ブルーノの体を使っているくせに、彼の冴さえ渡る剣技がまるで発揮できていない。上空からの斬撃を簡単に防げたのがその証拠。仮にブルーノに意識がある状態で本気で攻撃して来たなら、今頃アンナは首をはねられている。




「いくら剣が強くても、それを使う者が弱ければ意味がない」

　雷の魔法剣は、それ自体が優れた剣士だった。

　風の魔法剣は、違う。

　力任せ、性能任せ。

　ならば恐れることなど何もない。

　間髪入れずに、一気に距離を詰める。

　それだけでブルーノの体がこわばるのが見て取れた。

　迎え撃つにせよ、逃げるにせよ、判断が遅すぎる。

　残された時間で風の剣が取った選択は、突風でアンナを吹き飛ばすこと。

　しかし、予想された選択の一つだ。

　だからアンナは迷わず、真横に飛んで風を避ける。

　そして時間のロスを最小限に、再び前へ。

　一気に肉薄。

　ブルーノの体は、剣を振り下ろす。

　アンナは身を低くしてそれを躱かわし、すり抜けるようにしてブルーノの背後へ回り込む。


「──ッ！」



　剣に目があるのか分からないが、どこに目があろうと、ブルーノの体が遮蔽しやへい物になる。

　風の魔法剣からは、アンナが急に消えたように見えただろう。

　これが熟練した剣士なら、後ろに回り込まれても、即座に逃げるか、あるいは動きを先読みして斬撃を飛ばしてくるくらいのことはやる。

　残念ながら風の魔法剣は、驚いて固まるだけだった。

　アンナはブルーノの膝ひざを後ろから蹴け飛ばす。

　体勢が崩れた。

　ところがブルーノの体は倒れることなく、風の力で浮き上がる。

　そのまま一回転して、剣が風車のようにアンナに迫る。

「剣の握りが甘い。腰も入っていない。それじゃ私には届かない」

　アンナは風の魔法剣をいとも容易たやすく叩き落とし、切っ先を地面に突き刺した。

　剣を手放したブルーノは、そのままバタリと倒れる。次に起きたときは、元の彼に戻っているはずだ。

　そしてアンナは、風の魔法剣を捕まえる。

　長い追いかけっこになってしまったが、これで終わり。

　さて。

　あとは雷の魔法剣が、誤解を解くことができるかにかかっている。

「ブゥゥゥン！」

「ぶぅぅぅん！」

　二本の魔法剣から低音が同時に鳴る。




　──これでやっとまともに話し合えるな。

　──私は話すことなんてないわ、この浮気者！

　──だからそれは誤解だ！

　──噓うそ！　だって私、見たのよ。あなたがあの十字路で『炎の魔法斧』と激しく体をぶつけ合っているのを……。

　──馬鹿か！　武器が刃と刃をぶつけるのは当然のことだろう！　我と奴は、互いに競い合っていただけ。むしろお前こそ何だ！　性能に頼り切っているせいで、こんな無様な負け方をするのだ……恥を知れ！

　──う、うるさい！　そんなの信じられないわ……私たちは武器なのよ。どうして戦い方を覚える必要があるのよ。

　──ふん、たわけ。自分の戦い方を知らぬ者が、どうやって自分の性能をマスターに伝える。我らが何のために意思を持って生まれたのか、考えてみたことはないのか？

　──はっ!?

　──そうだ。我らはマスターと共に高め合っていくことができるのだ。雷や風といった属性と同じくらい大切なことだ。

　──じゃあ……あなたは本当に浮気なんて……。




　二本の魔法剣の会話が、頭に流れ込んできた。

　だんだんと甘々な内容になってきたので、アンナは顔が熱くなってきた。

　そんなアンナを、ローラたちが取り囲み、見守っている。

「アンナさん、アンナさん。さっきから剣がブンブン唸ってますけど、どんな会話をしてるんですか？」

「通訳して欲しいですわぁ」

「それは……端的に言うと、仲直りしたみたい」

「おお、それはよかったですね！」

「愛の勝利ですわ！」

　ローラとシャーロットは呑気のんきな笑顔を浮かべる。

　しかし、二本の魔法剣の会話は仲直りを通り越して、濃厚な愛を語り合っていた。

　とてもではないが笑顔では聞いていられない。

　これは自分の教育に悪いと判断したアンナは、剣を両方とも地面に刺し、手を放した。

　おかげで夫婦ののろけから解放された。

　一安心である。

　魔法剣の夫婦は勝手にふわふわと浮き上がり、空中でコツンコツンと刃をぶつけ合う。

　もう声は聞こえないが……多分、キスだ。

　それを見たエミリアは、とても嫌そうな顔になり、唇をとがらせる。

「なぜかしら……凄すごい腹が立ってくるんだけど。まるで町で幸せそうなカップルを見てしまったのと同じ怒りを感じるわ」

　まさに幸せそうなカップルなので、エミリアの怒りは勘違いではない。

　もっとも、人の幸せを見て怒りを覚えるのは駄目だろう。ただの嫉妬だ。

「エミリア先生も、早くいい人が見つかるといいですねぇ」

「うぅ……皆そう言うだけで、いい人を紹介してくれないのよね……」

「それを私に言われても……」

　ローラは困った顔になる。

　九歳の女の子に「いい人を紹介しろ」と迫る二十三歳。これは困った人だ。

「先生……？　あなたは冒険者学園の教師なの？」

　ドーラがエミリアに話しかける。

「あ、これは申し遅れました。私は魔法学科一年の担任のエミリア・アクランドです。ええっと、ドーラ・エドモンズさんでしょうか？」

「ええ。ローラの母のドーラです。娘がいつもお世話になっています。それにしてもローラの担任の先生がこんな美人さんだったなんて知らなかったわ。あ、もしかして二十歳でドラゴンを倒したっていう、あのエミリアさん？」

「はい、一応……」

「まあ！　有名人じゃないの！　あとでサインもらわなきゃ！」

「私のサインでよければ……それにしても、ドーラさんが私のことを知っていたなんて光栄です。私もサインもらっていいですか？」

「ええ、もちろんよ！」

　思いがけず、エミリアとドーラが仲良くなってしまった。

　ローラからすると、不意な家庭訪問だ。

　しかし特に恥ずかしがることもなく、ローラはニコニコ楽しそうにしている。

「ところで、ブルーノはいつまで寝ているつもりかしら。ほら、起きなさい。恩師と娘とその友達と担任が尋ねてきているのよ」

　大賢者は地面に伸びたブルーノを指先でツンツンする。

　するとブルーノはピクリと動き、それから「うーん……」と言いながら起き上がった。

「……はて。俺おれはなぜこんなところに……あ、大賢者！　さてはお前の仕業だな！」

「人の顔を見ていきなり失礼な子ね」

　大賢者はブルーノの頭にゲンコツを見舞った。

　アンナは尊敬する師匠が子供扱いされるのを見て啞然あぜんとする。

　ローラもポカンと見つめていた。

「いてっ！　もう俺はお前の生徒じゃないんだぞ！　子供扱いするな！」

「卒業したって、皆、私の生徒よー。悪いことをしたらお仕置きよー。剣に体を乗っ取られるなんて、情けない子！」

　そう言って、大賢者はもう一発ゴツンとやった。

「俺が何をした!?」

　ブルーノは乗っ取られていたときの記憶が全くないようだ。

　なぜ自分が皆に取り囲まれているのか、分からないという顔をする。

　するとドーラが解説を始めた。

「あのね、お父さんは、空から落ちてきた剣に体を乗っ取られていたのよ？　それで暴れて竜巻を起こしたりして。それでアンナちゃんに止めてもらったのよ？　ちゃんとお礼を言いなさい」

「……俺が体を乗っ取られただと？　そんなはずはない。俺の精神力は、例え相手が一流の幻惑魔法の使い手だったとしても跳ね返す。操られるなどありえない！」

　ブルーノの言葉は、アンナにもしっくりきた。

　一流の幻惑魔法の使い手とやらがどの程度のものか分からないが、少なくとも、この魔法剣に関しては、それほど乗っ取る力が強いとは思えない。

　人間を問答無用で乗っ取れるなら、わざわざ地上まで行かず、浮遊宝物庫ほうもつこの中で誰かを支配してしまえばよかったのだ。

「それはあれでしょ。お父さん、落ち込むと精神力が一般人以下になるから。弱っているときのお父さんなんて、小さい子供と同じよ？」

　ドーラがそう言うと、大賢者が深々と頷うなずいた。

「分かるわー。普段は強気なくせに、一度へこむと膝を抱えて小さくなっちゃうのよね。まあ、単純だからすぐに立ち直るんだけど」

「お、お前ら、人のことを単細胞みたいに……娘の前だぞ！」

　ブルーノは愛娘まなむすめに自分の情けないところを知られたくないらしい。

　しかしローラは涼しい顔だ。

「あ、私、お父さんがへこみやすいって知ってるから大丈夫だよ」

「がーん！」

　ブルーノはへこんだ。

　更に、空にいた風の魔法剣が降りてきて、柄つかをアンナに接触させ、「正直、乗っ取りが成功するとは思っていなかった。あんな精神的に無防備な人間が都合よくいるなんて信じられなかったわ」と言い出す。

　これを通訳するとブルーノが三日くらい寝込みそうなので、アンナは心の中にしまっておくことにした。

「それでローラさんのお父様は、どうしてそんなに落ち込んでいましたの？　Ａランク冒険者が精神を無防備にしてしまったのですから、余程のことがあったのでしょう？」

　よせばいいのに、シャーロットは真面目まじめな顔で質問した。

　アンナはブルーノを剣士として尊敬しているので、情けない話は聞きたくないのだ。

　そしてドーラの口から、想像していたよりも情けない真相が語られた。





※






　いわく。

　ブルーノは冒険者ギルドの依頼で、隣町の近くまでモンスター狩りに行った。

　その帰り、ドーラに相談もなく、新しい剣を買ってきてしまった。

　それも、この辺のモンスターには過剰と言える高価な剣だ。

「お店に返してきなさい！　今までの剣で十分に戦えるでしょ！」

「い、嫌だ！　この剣が俺に買って欲しそうに訴えてきたんだ！」

「今までもそう言って何本も買ってきたじゃない！　倉庫は剣で一杯よ！」

「予備の剣があったほうが安心だろうが！　あと、そのうちローラにプレゼントするんだ！」

「あのね。ローラはもう魔法使いなの。剣も使うでしょうけど……というか剣士だとしても、そう何本も渡されたら迷惑よ」

「いやだー！　ローラに剣を渡すんだぁー！」

　ブルーノは泣き叫びながら家を飛び出した。

　と、そこに空から剣が落ちてきて、地面に突き刺さった。

　そして、剣を手に取ったブルーノは──。





※






「──というわけなのよ」

「お父さん……」

「師匠……」

「申し訳ありません……わたくしが余計な質問をしたばかりに……」

　ドーラの話を聞き終えたアンナたちは、どう反応してよいか分からず、オロオロしてしまった。

　ブルーノ本人は心を閉ざし、膝を抱えて小さくなってしまう。

「もう、お父さんったら、しっかりしなさい！　本当に手間がかかる人なんだから。まあ、明日になったら元気になるでしょ。それよりもローラたち、せっかく来たんだから、お茶くらい飲んでいきなさい。あと、その剣がなんなのか詳しく聞きたいし」

「お母さん、オムレツも作って！」

「はいはい、分かってるわよ。先生方も私のオムレツ食べます？　まあまあ、自信がありますよ」

「ふふ。そう言えば、ドーラのオムレツは、ローラちゃんがオムレツ中毒になった原因なのよね。どんなオムレツなのか興味があるわ。お言葉に甘えていただこうかしら」

「で、では私も頂きます……」

　かくして、教師二人も交えて、突発的オムレツパーティーが始まる。

　大賢者とエミリアは、このオムレツを毎日のように食べていたら中毒にもなるだろうと納得していた。

　二本の魔法剣はパーティーの最中、家の中をふわふわ漂っていた。

　そしてハクもそれに混じってパタパタ飛んでいた。

　魔法剣と神獣という奇妙な組み合わせだが、馬が合うらしい。

　そしてブルーノは、ずっと外に放置されたままだった。
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　浮遊宝物庫ほうもつこは、ローラたちが脱出した三日後に消滅した。

　エミリア以外にも学園の教師たちが何人も調査に向かったが、休校日が終わるのに合わせて帰ってきたので、行方ゆくえ不明者は出なかった。

　また腕に自信がある生徒も幾人かチャレンジしたらしいが、結界に阻まれ、一人も到達することすら叶かなわなかったという。

　しかし一般の冒険者の中には、浮遊宝物庫から帰還せず、そのまま〝行ってしまった〟者もいると噂うわさが流れた。

　真偽は不明だが、そういう者がいてもおかしくはない……いや、むしろ当然だ。

　無謀と勇気は紙一重。

　ギリギリで引き返せた者も、一線を越えてしまった者も、その違いは結局のところ『運』でしかないのかもしれない。ローラと大賢者は浮遊宝物庫が消えたあと、試しにもう一度呼び出そうと、空に向かって「来い、来い」と念じてみた。が、上手くいかなかった。

　大賢者は『こちら側の世界に出かかっていた浮遊宝物庫に、ローラと大賢者の魔力が作用したせいで王宮の上に出現したのでは？』という推測をした。

　つまり、いつでも好きなときに呼び出せるわけではないらしい。

　今回、本当に浮遊宝物庫に取り残された人がいるのかは分からないが、もしいるなら頑張って向こうで生き延びて、次の機会に脱出して欲しいものだ。

　ローラたちは突発的オムレツパーティーをしたあと、王宮に戻って、魔法剣二本を手に入れたことを報告した。

　意思を持った剣という世にも珍しい存在を目まの当あたりにした女王陛下は、それを買いたいと言い出した。

　提示された金額は、目の玉が飛び出したまま戻ってこなくなるようなものだった。

　しかしアンナは静かに首を振った。

「これはお金じゃ買えないから」

　女王陛下は残念そうに「ぐぬぬ」という顔をしたが、無理強いはしなかった。

「浮遊宝物庫の調査が進んだこと。それをこの国の冒険者が成したこと。肝心なのはその二つじゃからな。お宝は見つけた者に所有権がある」

　そしてエミリアは、その『調査をこの国の冒険者が成したこと』を報告するため、冒険者ギルドに提出する書類を作っていた。

　もちろん授業は授業でサボるわけにはいかないので、放課後に作業するのだ。

　かなり大変そうだったが、「このレポートを出せば『ドラゴン殺し』だけじゃなく、知的な評価も得られるはず！」

　と、思ったより乗り気だった。

　大賢者も一応、エミリアを手伝うため職員室をブラブラしているようだが、書類仕事が苦手なので、さほど役には立っていないらしい。

　そんな日々を過ごしているうちに、アンナの誕生日がやってきた。

　夕方から丘の上の教会に集まり、孤児院の皆と一緒にパーティーだ。

　クラッカーをバーンと鳴らす。

　魔法の双剣も宙を漂いながら、刃と刃をぶつけてカーンと音を鳴らす。

　大きなバースデーケーキにロウソクを十四本刺し、その火をアンナに消させる。

「こんな大きなケーキ……ありがとう。でも、お金大丈夫なの？」

　そのケーキは孤児院で用意したものだ。

　しかし、この孤児院は、ほんの少し前まで借金まみれだった。

　お金の心配をしてしまうのも無理はない。

　だが、シスター・ベラは自信満々に胸を反らす。

「大丈夫よ！　だってこの孤児院は女王陛下の支援を受けているの。つまり王立！　ケーキを買うくらいの余裕はあるのよ。これからは誰だれかが誕生日を迎えたら、毎回ケーキを買ってパーティーをやるから」

「それは凄すごい。私も毎回顔を出さなきゃ」

　アンナがしみじみと呟つぶやくと、子供たちがフォークを持って騒ぎ出した。

「ロウソク消したんだから早く食べようぜー」

「食べよー」

「お腹なか減ったわぁ」

　いくら女王陛下の支援を受けられるようになったとはいえ、そう贅沢ぜいたくな生活をしているはずもない。

　こんな大きなケーキを前にして、子供たちが自制心を保つのは至難の業だ。

　というより、孤児院暮らしでなくても、大きなケーキなどそうお目にかかれない。

　ローラも一緒に騒ぎたいくらいだった。

「ぴーぴー」

　ハクは遠慮せず騒いでいた。

　しかしローラは冬になったら十歳なので、いつまでも子供ではいられない。グッと我慢だ。

「はいはい。ちょっと待ってね」

　ベラはナイフでケーキを切り分けていく。

　ちなみに神父さんもちゃんといる。

　存在感がないだけだ。

「ところでアンナさん。わたくしとローラさんから、特別プレゼントがありますわ！」

「え？　二人には雷と風の魔法剣を手に入れるのにお世話になったから、プレゼントとかいいのに……」

「いえいえ、遠慮してはいけません。だって、もう買っちゃったんですから。じゃーん、双剣の鞘です！」

　ローラは次元倉庫から二本の鞘を取り出した。

「魔法剣たちが抜き身のままウロウロしているのは危ないので！」

「特に風の魔法剣は女性人格なのですから、裸はいけませんわ～～」

　エミリアがギルドに提出するレポートのために、魔法剣の寸法を測っていた。

　ローラとシャーロットはそれを盗み見して、鍛冶屋かじやに特注の鞘を作らせたのだ。

　なお、その資金は……夜中にこっそり寮を抜け出し、ベヒモスの角をへし折って売り飛ばして作った。

　ギルドに売りに行ったとき、「学園の生徒はＣランク以上のモンスターと戦っちゃ駄目なんじゃなかったっけ？」と受付のお姉さんに言われてしまったが、「そ、その辺に落ちていたんです！」と見事、誤魔化ごまかすことに成功した。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

　双剣が低音を鳴らす。喜んでくれたようだ。

「ありがとう、二人とも……大切に使う。でも、一つ訂正。女の子なのは風だけじゃなくて、雷のほうも」

　アンナは双剣を鞘に収めながら呟く。

　それを聞き、ローラとシャーロットは顔を合わせた。

「……へ？　風が奥さんで、雷が夫なんですよね!?」

「そう」

「へ、変じゃないですかっ？　え、女の子同士で……どういうことなんです!?」

「古代の魔法剣の世界では、特に変なことではないらしい」

「そ、そうなんですか……」

「わたくしも特に変だとは思いませんわ。世の中、そういうことがあってもよろしいと思いますわ！」

　なぜかシャーロットは、とても大きな声で主張した。

　アンナもこくりと頷うなずく。

　ローラは、そんなものかぁ、と納得した。

　そしてケーキを食べ終わり、子供たちとハクが眠ってしまったあと、アンナが珍しい提案をしてきた。

「ちょっと夜の空中散歩しない？」





※






　空を散歩することは、今まで幾度もあった。

　そこに大賢者やミサキがいたりとメンバーはいつも変わっていたが、ローラ、シャーロット、アンナの三人はいつも一緒だった。

　だから今日の空中散歩も、よくある日常の一コマ。
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　もっとも、いつもと違うところが二つある。

　一つは、日が完全に沈んでしまった夜だということ。

　一つは、アンナが誰かに摑つかまったりせず、自分で飛んでいるということ。

「アンナさん、凄いです！　もうすっかり風をコントロールしていますね！」

　三人で並んで飛びながら、ローラは我がことのように興奮して言った。

　なにせ魔法の双剣を手に入れたのは、ほんの一週間前だ。

　アンナはその短い期間で、空を飛べるようになった。

　魔法剣の風で空を飛ぶ感覚は、ローラには分からない。

　しかし自分の魔力で飛ぶよりも、かえって面倒なのではと想像する。

「練習したから……それに、こうして剣を手に持つと、意識がリンクする。剣の魔力を、まるで自分の魔力みたいに扱える。慣れが必要だけど」

　アンナは右に風の魔法剣を、左に雷の魔法剣を持って飛んでいる。

　プレゼントした鞘は付けたままだ。

　魔法を使うだけなら、抜かなくてもいいらしい。

「へぇ、これでアンナさんは二刀流になった上、風と雷の魔法を使えるわけですね。自力でも強化魔法と防御魔法をかなり使えますし……魔法剣士です！」

「もの凄い戦力アップですわ。卒業までに倒すリストに、もう一度リストアップですわ！」

　ローラとシャーロットは、アンナを褒ほめ称えた。

　なにせ、実際に凄いことなのだから。

　剣と剣の特訓ではなく、純粋に戦ってみたいとさえ思えた。

「……ようやく背中が見えてきた気がする」

　アンナはボソリと呟いた。

「背中？　何のことです？」

「私はようやく飛べるようになった。でも、ローラとシャーロットはずっとずっと前から飛べていた。私はそれが悔しかった。自分の力じゃ、二人と散歩することさえできなかった」

「え、それは……だってアンナさんは戦士学科ですから──」

「関係ない。それを言うならローラは魔法学科なのに、私と互角に剣を打ち合っている」

「だって、私は……」

　何かを言いかけて、ローラは口ごもる。

　はて、何を言えばいいのだろうか。

　私は特別だから──なんて口が裂けても言えない。

　そして、自分が無意識のうちにアンナを軽かろんじていたのではないかという疑惑に襲われた。

　シャーロットのことはライバルだと思っている。

　あの素晴らしい決勝戦のような戦いを、いつかまたやれると信じている。

　だが、アンナに対して、そういった期待をしたことがあっただろうか？　剣士としてはライバルだ。

　しかし、もはやローラにとって剣は、趣味。

　そう。

　ローラはずっと悩んでいたのだが、魔法学科の片手間に行なう特訓では、もはや剣術で一番になるのは不可能なのだ。

　強くなりたい。

　その想おもいを成就させるには、魔法こそが主力。

　ゆえにアンナは趣味の仲間。

　親友ではある。凄い人だと認めてもいる。剣では勝てないと思ったときは悔しかった。

　でも、それだけだった。

　校内トーナメントの決勝戦や、ダイケンジャーとの決戦の如ごとき、脳が沸騰ふつとうする領域を共に歩む人だと認識していなかった。

　そのことに思い至り、ローラは愕然がくぜんとした。

　知らなかったのだ。悪気はなかったのだ。

　大好きなのに、こんなにもアンナを、大好きなのに。

　知らないうちに、下に見ていた。

　──ああ、だから。

　これで最近のアンナの様子がおかしかった理由も分かった。

　ローラはアンナをライバルだと思っていなくて。

　シャーロットは『倒すリストに入っていない』と明言してしまって。

　親友からそんな扱いを受けて、これほどの努力家が、平気でいられるわけがない。

「謝らなくていいよ」

　アンナは先にローラとシャーロットを制した。

「私は確かに、二人よりも弱かったから。置いて行かれると、諦あきらめかけたこともあった。でも。勝つから──」




　謝るな、と言われ。

　弱かった、と言われ。

　その上で、勝つから、と言われた。




　素晴らしい挑戦状だ。

　ああ、ならば言い返す言葉は一つだけ。




「負けませんよ」

「負けませんわよ」




　ローラとシャーロットの言葉が重なる。

　それを聞いてアンナは、実に実に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　放課後。

　少し小腹の空いたローラは、ハクと二人っきりで学食にやってきた。

　もちろん食べるのはオムレツだ。

「ロラえもん殿。最近寒くなってきたので、体が暖まるオムレツを試作したであります。食べて欲しいであります」

　するとミサキが興味深いことを言い出した。

　もちろんオムレツと聞いて断るローラではない。

「ミサキさん。オムレツならどんなものでもウエルカムですよ。早速、食べさせてください！」

「ぬふふ、言ったでありますなロラえもん殿。どんなものでもウエルカム……つまり絶対に残してはいけないでありますよ！」

「む……なにやら怪しげな笑みです……さてはオムレツの中に変なものをいれましたね!?」

「変なものではないであります。ちゃんとした食べ物であります。体が温まるというのも本当でありますよ」

「少なくとも毒ではないということですね。しかし……」

「ロラえもんともあろう人が、怖おじ気けづいたでありますか？　ならばこういうのはどうでありますか？　もしロラえもん殿がこのオムレツを全て食べきったら、今日一日、好きなだけ私の耳と尻尾しつぽをモフモフしていいであります。その代わり残したら……今日一日、ロラえもん殿のほっぺをムニムニさせるであります！」

「オムレツを食べきるだけで一日モフモフし放題!?　やります！」

　ローラは身を乗り出して宣言した。

「ぴぃ……」

　が、しかし。頭の上にいる神獣ハクは、不安そうな声を出す。

　気持ちは分かる。ローラだって不安なのだ。ミサキがオムレツの中に何を入れたのか、さっぱり分からないのだから。

「ハク……人には不利だと分かっていても、戦わなきゃいけないときがあるのです。譲れないものがあるのです！」

　そうだ。オムレツを前にして逃げたとあっては、ローラ・エドモンズの名折れ。

　これはミサキの挑戦状だ。対決だ。断固としてミサキのオムレツを胃袋に収めるのだ。

「それでこそロラえもん殿であります！　さあ、これが『暖まるオムレツ』であります！」

「ほう……見た目は普通のオムレツですね。では早速……」

　オムレツを受け取ったローラは、カウンターから一番近い席に移動する。

　そしてオムレツにナイフを刺すと……どろりと赤い液体が溢あふれ出してきた。

　瞬間、目と鼻がツーンとする。

「ぴっ、ぴぃぃ！」

　頭の上でハクが大きな鳴き声を出す。ローラも涙が出てきた。

「これは……トウガラシ!?」

「そうであります。それもトップクラスに辛からいハバネロを苦労して仕入れて作ったハバネロソース……対ロラえもん殿用の最終兵器であります！　いつもモフモフされているお返しであります。今日は私がロラえもん殿のほっぺをムニムニする番であります！」

「くっ……予想以上の強敵ですね……しかし、一度食べると言った以上、食べて見せます！」

「ぴー！　ぴー！」

　ハクはローラを止めたいのか、一生懸命に服を引っ張ってくる。

「ハク、心配してくれてありがとうございます。でも、私は戦います！　さあ、危ないのでハクはテーブルの端に逃げてください！」

「ぴぃ……」

　ローラの決意が並々ならぬものだと分かったハクは、大人しくテーブルの端に移動する。

　それを確認したローラは……フォークでオムレツを口に運んだ。

　ハバネロソースが飛び散る。

　辛い匂においが蔓延まんえんする。まだ食べていないのに辛い。涙が出てくる。もはやこれは痛みだ。辛さで痛覚が反応しているのだ。
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　だが、その程度でローラは止まらない！

　真まっ赤かなオムレツを口に突っ込む！


「あれ？　意外と大したことが…………ッ！　ッッッ!?　うぎゃっ辛いぃぃぃぃいっ！　水ぅぅぅぅぅっ！」



　ローラはコップの水を飲み干すが、それでは全く足りなかった。

　そこで魔法で水を召喚し、滝の如ごとく自分の頭上へと降らせた。

　口を開けてゴクゴクゴクゴクゴクゴク。

「のわぁっ、ロラえもん殿、床がびしょびしょでありますよ！」

「はぁ……はぁ……あとで私が拭ふいておきます。このオムレツを食べてから！」

「え、まだ食べるでありますか!?　無理しないほうがいいであります。それはロラえもん殿を一口で諦あきらめさせるために作ったであります。それ以上食べたら口から火が出るでありますよ！」

「火が出ても水で消します！　この私がオムレツを残すなどあってはならないのです！」

　ローラは己おのれの威信にかけて激辛ハバネロオムレツに食らいついた。

　その辛さに絶叫し、泣き叫びながら胃に押し込んでいく。

　そして見事、完食せしめた！

「ど、どうですかミサキさん……これで私の勝ちですよ……」

「す、凄すごいであります……まさかあれを食べてしまうなんて……ロラえもん殿の覚悟を見誤っていたであります。こうなったら大人しくモフモフされるでありますよ……」

「ふふふ、オムレツで私に勝負を挑んだのが間違いです。さあ、お尻しりをこっちに突き出してください！」

　と、ローラがミサキを思う存分モフモフしようとした、そのとき。

「ちょ、ちょっと、どうしてこんなに床がびしょびしょなの!?　あ、ローラさんにミサキさん！　さてはあなたたちの仕業ね！」

　エミリアが学食に現れ、池のような水たまりを見て大声を上げた。

「私は何もしていないであります！　ロラえもん殿の魔法の仕業であります！」

「こ、これは確かに私の仕業ですが……ミサキさんが死ぬほど辛いオムレツを私に食べさせたからです！　ミサキさんにも責任があります！」

「いいから、二人で早く片付けなさぁぁいっ！」

「「はいぃっ！」」

　ローラとミサキは慌あわててモップを取りに行き、水を拭き取る。

　我慢して激辛ハバネロオムレツを食べたのに、結局モフモフできなかった。

「ぴぃっ」

　ハクが「だから止めたのに」とでも言いたそうな鳴き声を出していた。

　やはり神獣のお告げは正しいのだなぁ、と悔い改めたローラであった。











あとがき









　皆さんお久しぶりです。年中ねんじゆう麦茶むぎちや太郎たろうです。

　ついに魔法適性も五巻ですよ！　ここまで続けることができたのも、買い支えてくださる読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。




　昨年の十二月からは月刊ドラゴンエイジでコミカライズも始まりました。

　私も一読者として非常に楽しく読んでいます。小説とはひと味違うローラちゃんたちの活躍をお楽しみください！




　そして、この五巻ですが、表紙のイラストが最高ですね！　メイド服のローラちゃんですよ！

　りいちゅ先生のイラストが素晴らしすぎます！

　本編ではローラちゃんだけでなく、シャーロットもメイド服を披露しているので、未読の方は是非ともお確かめください。


　更にエミリア先生があんなことになってしまって……！？






　ところで今回、某ダンジョンに潜る話では、いつもの三人に加え、大賢者とエミリア先生も同行しています。大賢者はともかく、ローラたちの冒険にエミリア先生が着いてくるのは珍しいので、新鮮な気持ちで執筆していました。




　それとアンナがついに新しい剣を手に入れました。剣のくせに意思表示をする変な剣で、個人的にお気に入りのキャラクターです。

　百合ラノベ的に実に正しい魔法剣を出してやったと自負しております。

　いや、もちろん学園バトルラノベとしても一層盛り上がる魔法剣ですよ！

　メチャクチャ強いですからね。もうズギューンバババババッな感じの威力で、しかもアンナにしか使いこなせないという燃える設定！




　百合もバトルも一層パワーアップしていくので、魔法適性９９９９を今後ともよろしくお願いします。

　では皆さん。六巻で再会しましょう！







著者

年中麦茶太郎

　今回の表紙はメイド服のローラです。

　可愛すぎる……！

　りいちゅ先生ありがとう！




イラストレーター

りいちゅ

　フリーのイラストレーターです。

　温泉巡りと某狩りゲーをする時間を今年は捻出したいと思う今日この頃です[image: ]




「eterna-radiare」というサークルで同人活動も行っております。

　Twitter：rityuiate / Pixiv：159905








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp

[image: ]




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「年中麦茶太郎先生」係

「りいちゅ先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡノベル

剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？５


年中麦茶太郎
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